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このガイドでは、 Postgres Enterprise Manager（PEM）Webインタフェースに組み込まれているツールと
ウィザードを使用して、システムのモニタと管理を makeにします。

このガイドは包括的なリソースではありません。むしろ、ツールの評価をヘルプし、製品の使用方法の基
本を理解するための支援として機能することを目的としています。PEMの機能の使用に関する詳細につい
ては、PEMクライアントで利用できるオンラインヘルプを参照してください。

このドキュメントでは、Postgresを使用して、 PostgreSQLまたは EDB Postgres Advanced Serverデータ
ベースまたは EDB Postgres Extended（旧称 2ndQPostgres）を意味します。
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第1章 The PEM Query Tool

PEMには、Postgresサーバーに対してアドホック SQLクエリを発行できる機能豊富なインタラクティブ開
発環境（IDE）が含まれています。

クエリツールにアクセスするには、Toolsメニューの Query Toolメニューオプションを使用するか、ブ
ラウザツリーコントロールの選択ノードのコンテキストメニューを使用します。クエリツールを使用する
と、次のことができます。

• アドホック SQLクエリを発行します。

• 任意の SQLコマンドを実行します。

• updatableの場合、SELECTクエリーの結果セットを編集します。

• ユーザが設定した現在の接続とトランザクションの状態を表示します。

• 出力パネルに表示されるデータを CSVファイルに保存します。

• テキスト、グラフィカルフォーマット、または表フォーマット（< https://explain.depesz.comに類似）
で SQLステートメントの実行計画を確認します。SQLステートメントに関する分析情報を表示し
ます。

図 1: Query Tool tab

クエリツールのマルチプルのコピーを個別のタブで同時に開くことができます。クエリツールのコピーを
閉じるには、タブバーの右上隅にある* X *をクリックします。

https://explain.depesz
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クエリツールには 2つのパネルがあります：

• 上部パネルに SQL Editorが表示されます。パネルを使用して、クエリーを入力、編集、または実
行ます。また、セッションで実行されたクエリをビューするために使用できる Historyタブと、編
集中にテキストスニペットを保持するために使用できる Scratch Padも表示されます。スクラッチ
パッドが閉じている場合は、SQLエディターおよびその他のパネルを右クリックして新しいパネル
を追加することにより、スクラッチパッドを再度開く（または追加のものを開く）ことができます。

• 下部のパネルには、Data Outputパネルが表示されます。タブ付きパネルには、クエリーによって
返された結果セット、クエリの実行計画に関する情報、クエリの実行に関連するサーバメッセージ、
およびサーバーから受信した非同期通知が表示されます。

クエリツールツールバー

Query Toolツールバーは、頻繁に実行されるタスクへのショートカットを提供する状況依存アイコンを
使用します。アイコンが強調表示されている場合、オプションは有効になっています。アイコンがグレー
表示されている場合、タスクは無効になっています。

図 2: Query Tool Toolbar

アイコンにカーソルを合わせると、アイコンの機能を説明するツールチップが表示されます。

Icon Behavior Shortcut
Open File `Open File`アイコンをクリックして、以前に

保存したクエリーを SQLエディターに表示
します。

Accesskey + O

Save `Save`アイコンをクリックして、以前に保存
したクエリーのクイック保存を実行するか、
[保存] メニューにアクセスします。<br/> -
`Save`を選択して、 SQL Editor パネルの選
択したコンテンツをファイルに保存します。
<br/>-選択します [名前を付けて保存]をクリ
ックして新しいブラウザダイアログを開き、
SQLエディタパネルで選択したコンテンツ
を保存する新しい場所を指定します。

Accesskey + S

Save Data Changes `Save Data Changes`アイコンをクリックして、
データ出力パネルのデータ変更（挿入、更新、
または削除）をサーバーに保存します。

F6

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Icon Behavior Shortcut
Find `Find`メニューを使用して、SQL Editorに表

示されるコードを検索、置換、またはナビゲー
トします。<br/> -`Find`を選択して検索ター
ゲットを指定し、SQL Editorの内容を検索し
ます。<br/> -`Find next`を選択して次を検索
します検索ターゲットの出現。<br/> -`Find
previous`を選択して、検索ターゲットの最後
の出現に移動します。<br/>-`Pesistent find`を
選択して、エディタ内で検索ターゲットのす
べての出現を識別します。<br/> -`Replace`を
選択します。ターゲットの個々のオカレンス
を見つけて置換します（プロンプトを表示
します）。<br/> -`Replace all`を選択して、エ
ディタ内でターゲットのすべてのオカレン
スを見つけて置換します。<br/> -`Jump`を選
択して、次の検索オカレンスに移動します。
ターゲット。

Cmd+F<br/>Cmd+G<br/>Cmd+Shift+G<br/>Cmd+Shift+F<br/>Alt+G

Copy `Copy`アイコンをクリックして、[データ出力
]パネルで現在強調表示されているコンテン
ツをコピーします。データの表示/編集モー
ドの場合。

Accesskey + C

Paste データの表示/編集モードで、̀Paste`アイコン
をクリックして、前の行を新しい行に貼り付
けます。

Accesskey + P

Delete `Delete`アイコンをクリックして、選択した
行を削除対象としてマークします。これらの
マークされた行は、`Save Data Changes`アイ
コンをクリックすると削除されます。

Accesskey + D

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Icon Behavior Shortcut
Edit `Edit`メニューのオプションを使用して、テキ

スト編集ツールにアクセスします。オプショ
ンは、クエリツールモードのときに SQL Ed-
itorパネルに表示されるテキストで機能しま
す：<br/> -`Indent Selection`を選択して、現
在選択されているテキストをインデントしま
す。<br/> -`Unindent Selection`を選択して、
現在選択されているテキストからインデント
を削除します。<br />-`Inline Comment Selec-
tion`を選択して、選択を含む行を SQLスタイ
ルのコメント表記で囲みます。<br/> -`Inline
Uncomment Selection`を選択して、選択した
行から SQLスタイルのコメント表記を削除
します。<br/> -`Block Comment`を選択して、
選択を含むすべての行を囲みます。 Cスタ
イルのコメント表記での選択。このオプショ
ンはトグルとして機能します。

Tab<br/>Shift+Tab<br/>Cmd+/<br/>Cmd+.<br/>Shift+Cmd+/

Filter データの表示/編集モードで、̀Filter`アイコン
をクリックして、データのフィルタリングお
よび並べ替えの基準を設定します。下矢印を
クリックして、他のフィルタリングおよび並
べ替えオプションにアクセスします。<br/>
-`Sort/Filter`をクリックして、並べ替えとフィ
ルタリングのダイアログを開きます。<br/>
-`Filter by Selection`をクリックして、選択し
たセルの値を含む行のみを表示します。<br /
> -`Exclude by Selection`をクリックして、選
択したセルの値を含まない行のみを表示しま
す。<br/> -`Remove Sort/Filter`をクリックし
て、以前に選択した並べ替えまたはフィルタ
リングオプションを削除します。

Accesskey + F

Limit Selector データセットのサイズを行数に制限するに
は、`Limit Selector`で値を選択します。

Accesskey + R

Stop `Stop`アイコンをクリックして、現在実行中
のクエリーの実行をキャンセルします。

Accesskey + Q

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Icon Behavior Shortcut
Execute/Refresh `Execute/Refresh`アイコンをクリックして、

SQLエディタパネルで強調表示されている
クエリーを実行またはリフレッシュします。
下矢印をクリックして他の実行オプションに
アクセスします：<br/> -`Auto-Rollback`の横
にチェックを追加して、トランザクション中
にエラーが発生した場合にトランザクション
を自動的にロールバックするようにサーバー
に指示します。<br/> -`Auto-Commit`の横に
チェックを追加します各トランザクションを
自動的にコミットするようにサーバーに指示
します。トランザクションによって行われた
変更は他の人に可視され、クラッシュが発生
したイベントでも永続的です。

F5

Explain `Explain`アイコンをクリックして、現在のク
エリーの説明プランをビューします。 EX-
PLAINの結果は、出力パネルの `Explain`タ
ブにグラフィカルに表示され、̀Data Output`タ
ブにテキストフォームで表示されます。

F7

Explain analyze `Explain analyze`アイコンをクリックして、現
在のクエリーで EXPLAIN ANALYZE コマ
ンドを呼び出します。[Explain Options]メニ
ューをナビゲートして、EXPLAINコマンドの
オプションを選択します。<br/> -`Verbose`を
選択して、クエリプランに関する追加情報を
表示します。<br/>- `Costs`を選択して、各プ
ランノードの推定スタートアップと総コスト、
および推定行数と行の推定幅に関する情報を
含めます。<br/> -`Buffers`を選択して、バッ
ファー使用量に関する情報を含めます。<br
/ > -`Timing`を選択して、スタートアップ時
間とクエリーの各ノードで費やされた時間に
関する情報を含めます。<br/> -`Summary`を
選択して、クエリプランに関する要約情報を
含めます。
NA

Commit `Commit`アイコンをクリックして、トランザ
クションをコミットします。

Shift+CTRL+M

Rollback `Rollback`アイコンをクリックして、トラン
ザクションをロールバックします。

Shift+CTRL+R

次のページに続く

7
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表 1 –前のページからの続き
Icon Behavior Shortcut
Clear `Clear`ドロップダウンメニューのオプション

を使用して、表示内容を消去します。<br/> -
`Clear Query Window`を選択して SQLエディ
タパネルのコンテンツを消去します。<br/>
-`Clear History`を選択して `History`タブのコ
ンテンツを消去します。

Accesskey + L

Download as CSV `Download as CSV`アイコンをクリックして、
現在のクエリーの結果セットをコンマ区切り
のリストにダウンロードします。CSV設定は
`Preferences -> SQL Editor -> CSV output`ダイ
アログで指定できます。

F8

Macros `Macros`アイコンをクリックして、マクロを
管理します。 [マクロの管理]オプションを
使用して、`macros`を作成、編集、またはク
リアできます。
NA
NA

1.1 SQLエディターパネル
SQL editorパネルは、クエリーを手動で提供したり、別のソースからクエリーをコピーしたり、ファイル
からクエリーを読み込んだりできるワークスペースです。SQLエディタは、構文の色付けと自動補完を備
えています。

図 3: Query Tool - Query Editor tab

オートコンプリートを使用するには、クエリーの入力を開始します;クエリエディタで、クエリーの次のオブ
ジェクト名またはコマンドを提案する場合は、Control + Spaceキーの組み合わせを押します。例、「\*SELECT

\* FROM\*」（末尾にスペースを付けて）と入力し、Control+Spaceキーの組み合わせを押して、オートコ
ンプリートオプションのポップアップメニューから選択します。

クエリーを入力した後、ツールバーから Execute/Refreshアイコンを選択します。SQLエディタパネル
の完全な内容は、実行のためにデータベースサーバに送信されます。SQLエディタに表示されるコードの
セクションのみを実行には、サーバーで実行テキストを強調表示し、Execute/Refreshアイコンをクリッ
クします。

8 第 1章 The PEM Query Tool
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図 4: Query Tool - Query Editor tab

図 5: Query Tool - Query Editor tab - Autocomplete feature

1.1. SQLエディターパネル 9
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コマンドの実行時にサーバーから返されるメッセージは、Messagesタブに表示されます。コマンドが成功
すると、Messagesタブに実行の詳細が表示されます。

図 6: Query Tool - Query Editor - Message tab

Editメニューのオプションは、コードのフォーマットとコメントを支援する機能を提供します。

• 自動インデント機能は、Returnキーを押すと、前の行と同じ深さまでテキストを自動的にインデント
します。

• 2行以上を選択して Tabキーを押すことでインデントテキストをブロックします。SQLスタイルを
実装または削除するか、コード内で Cスタイルのコメント表記を切り替えます。

ツリービューから特定のオブジェクトを drag and dropして、長いオブジェクト名を入力する時間を節約
することもできます。オブジェクト名前を含むテキストは、スキーマ名前で完全修飾されます。必要に応
じて二重引用符が追加されます。関数とプロシージャの場合、ファンクション名前とパラメータ名がクエ
リツールに貼り付けられます。

1.2 データ出力パネル
Data Outputパネルには、最後に実行されたクエリーによって生成されたデータと統計が表示されます。

図 7: Query Tool - Data output tab

10 第 1章 The PEM Query Tool
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1.2.1 データ出力タブ

Data Outputタブには、クエリーの結果セットが表フォーマットで表示されます。次のことができます。

• 表示された結果セットから選択してコピーします。

• Execute/Refreshオプションを使用して、クエリー実行情報を取得し、クエリー実行オプションを
設定します。

• Download as CSVアイコンを使用して、Data Outputタブのコンテンツをコンマ区切りファイルと
してダウンロードします。

• SELECTクエリーの結果セットのデータが更新可能な場合は編集します。

結果セットは、次の場合に更新可能です。

• すべての列は、単一の表から直接選択されるか、実際にはテーブル・カラムではありません（2つの
列の結合例）。テーブルから直接選択された列のみが編集可能で、他の列は読み取り専用です。

• テーブルのすべてのプライマリキー列または OIDが結果セットで選択されます。

複数回名前変更または選択された列も読み取り専用です。

!!! Note *更新可能なクエリー結果セットを使用するには、psycopg2ドライババージョン 2.8以上がイン
ストールされている必要があります。

編集可能で読み取り専用の列は、列ヘッダーの鉛筆アイコンとロックアイコンを使用してそれぞれ識別さ
れます。

図 8: Query Tool - Editable and Read-only columns

更新可能な結果セットは、View/Edit Dataモードの Data Gridに似ており、同じ方法で変更できます。

自動コミットが offの場合、進行中のトランザクションのパートとしてデータの変更が行われます。進行
中のトランザクションがない場合、新しいトランザクションが開始されます。トランザクションがコミッ
トされない限り、データの変更はデータベースにコミットされません。

1.2. データ出力パネル 11
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保存中にエラーが発生した場合（例、NOT NULL制約のある列に NULLを保存しようとすると）、データ
の変更は自動的に作成された SAVEPOINTにロールバックされ、進行中のトランザクションで以前に実行
されたクエリがロールバックされ保証にします。

Data Outputパネルに表示される以前のクエリまたはコマンドのすべての行セットは、別のクエリーを呼
び出すと破棄されます。別のクエリーツールのブラウザタブを開いて、以前の結果を利用できるようにし
ます。

1.2.2 説明タブ

クエリーのExplainまたはExplain Analyzeプランを生成するには、ツールバーのExplainまたはExplain

Analyzeボタンをクリックします。

Explainおよび Explain Analyzeに関連するその他のオプションは、ツールバーの Explain Analyzeボ
タンの右側にあるドロップダウンから選択できます。

図 9: Query Tool - Toolbar Explain button

PEMは Explain [Analyze]プランを JSONフォーマットで生成することにノートしてください。

Explainプランが正常に生成されると、Explainパネルの下に 3つのタブ/パネルが作成されます。

1.2.3 グラフィカルタブ

Graphicalタブのアイコンにカーソルを合わせて、そのアイテムに関する情報を確認します。ポップアッ
プウィンドウに、選択したオブジェクトに関する情報が表示されます。JIT統計、トリガー、および概要に
ついては、右上隅のアイコンにカーソルを合わせてください。必要に応じて、同様のポップアップウィン
ドウが表示されます。

EXPLAIN VERBOSEはグラフィカルに表示できないことにノートしてください。

Explainキャンバスの左上隅にあるダウンロードボタンを使用して、プランを SVGファイルとしてダウ
ンロードします。Download as SVG機能は Internet Explorerサポートされていないことにノートしてくだ
さい。

Explain analyzeに付随するクエリプランは、Data Outputタブで利用できます。

12 第 1章 The PEM Query Tool
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図 10: Query Tool - Explain tab - Graphical plan tab

1.2.4 分析タブ

Analysisタブには、プランの詳細が表フォーマットで表示され、explain.depsez.comで使用可能なフォー
マットが生成されます。テーブルの行は、Explain Plan Nodeのデータを表します。出力には、ノード情
報、排他的タイミング、包括的タイミング、実際の行と計画された行、実際の行、計画された行、または
ループが含まれる場合があります。行を選択すると、選択した行の子行にオレンジ色のドットがマークさ
れます。

合計クエリー時間の排他的/包括的タイミングの割合が次の場合：

90より大きい->赤

50より大きい->オレンジ（赤と黄色の間）

10より大きい->黄色

プランナが行数（実際と計画）を誤って推定した場合：

10回->黄色

100回->オレンジ（赤と黄色の間）色

1000回->赤色

1.2. データ出力パネル 13
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図 11: Query Tool - Explain tab - Analysis tab

1.2.5 統計タブ

Statisticsタブには、2つのテーブルに情報が表示されます。

• Statistics per Node Typeは、各ノードタイプが被参照された回数を示します。

• Statistics per Tableは、各テーブルがクエリーによって被参照された回数を示します。

1.2.6 メッセージタブ

Messagesタブを使用して、最後に実行されたクエリーに関する情報をビューします。

サーバーがエラーを返すと、エラーメッセージが Messagesタブに表示され、エラーの原因となった構文
に SQLエディタで下線が引かれます。クエリーが成功した場合、Messagesタブには、クエリーの完了に
かかった時間と取得された行数が表示されます。

1.2.7 通知タブ

Notificationsタブを使用して、PostgreSQLの Listen/Notify機能を使用して通知をビューします。詳
細については、PostgreSQL documentationを参照してください。

例：

1.最初の Query Toolセッションで LISTEN "foo"を実行します。

14 第 1章 The PEM Query Tool
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図 12: Query Tool - Explain plan tab - Statistics tab

図 13: Query Tool - Output error

1.2. データ出力パネル 15
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図 14: Query Tool - Messages tab

図 15: Query Tool - notifications listen

16 第 1章 The PEM Query Tool
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2.別の Query Toolセッションで、Notifyコマンドまたは pg_notifyファンクションを実行して、ペイ
ロードとともにイベントの通知を送信します。

図 16: Query Tool - notifications notify

3.最初の Query Toolセッションの Notificationタブを見ると、特定のチャネルの記録時間、イベント、
プロセス ID、およびペイロードが表示されています。

図 17: Query Tool - Output Notifications panel

1.2. データ出力パネル 17
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1.3 クエリ履歴パネル
Query Historyタブを使用して、現在のセッションのアクティビティを確認します。

図 18: Query Tool - Query History tab

Query Historyタブには、最近のコマンドに関する情報が表示されます。

• クエリーが呼び出された日時。

• クエリーのテキスト。

• クエリーによって返される行の数。

• サーバーがクエリーを処理して結果セットを結果のにかかった時間。

• サーバーから返されたメッセージ（Messagesタブには記載されていません）。

• クエリーのソース（ツールバーに対応するアイコンで示されます）。

（View/Edit Dataまたは Save Data操作中に）pgAdminによって内部的に生成されたクエリを表示また
は非表示にすることができます。

Query Historyタブのコンテンツを消去するには、Clearドロップダウンメニューから Clear history

を選択します。

クエリ履歴は、Query Toolモードで実行している場合、ユーザーごとに各データベースのセッションに
わたって維持されます。View/Edit Dataモードでは、履歴は保持されません。デフォルトでは、最後の
20個のクエリが各データベースに保存されます。これは、MAX_QUERY_HIST_STOREDの値をオーバーライ
ドすることにより、config_local.pyで調整できます。

18 第 1章 The PEM Query Tool
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1.4 接続ステータス
クエリーツールのステータスアイコンをクリックして、Connection status機能を使用して現在の接続と
トランザクションのステータスをビューします。

図 19: Query Tool - Connection Status button

1.5 マクロ
クエリツールマクロを使用すると、キーを 1回押すだけで定義済みの SQLクエリを実行できます。事前
定義されたクエリには、プレースホルダ$ SELECTION $を含めることができます。マクロを実行すると、
プレースホルダはクエリツールのクエリエディターペインで現在選択されているテキストに置き換えられ
ます。

図 20: Query Tool - Connection Status button

マクロを作成するには、クエリツールのマクロメニューからマクロの管理オプションを選択します。使用
するキーを選択し、マクロの名前とクエリー（オプションで選択プレースホルダを含む）を入力し、[保存]
ボタンをクリックしてマクロを保存します。

マクロをクリアするには、[マクロを選択し、[クリア]ボタンをクリックします。

サーバーは、マクロをクリアするための確認をプロンプト。

すべてのマクロをクリアするには、キーの左側にあるクリアボタンをクリックします。サーバーは、すべ
ての行をクリアするための確認をプロンプト。

マクロを実行には、適切なショートカットキーを選択するか、マクロメニューから選択します。

1.4. 接続ステータス 19
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図 21: Query Tool - Connection Status button

図 22: Query Tool - Connection Status button

20 第 1章 The PEM Query Tool
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図 23: Query Tool - Connection Status button

図 24: Query Tool - Connection Status button

1.5. マクロ 21
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図 25: Query Tool - Connection Status button

22 第 1章 The PEM Query Tool
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第2章 The PEM Schema Diff Tool

スキーマ差分は、2つのデータベーススキーマ間でスキーマオブジェクトを比較できる機能です。Toolsメ
ニューを使用して、スキーマ差分にアクセスします。

Schema Diff機能を使用すると、次のことができます。

• データベーススキーマを比較および同期します（ソースからターゲットへ）。

• データベーススキーマ間の違いを視覚化します。

• ターゲットスキーマオブジェクトの SQLステートメントの違いを一覧表示します。

• 同期スクリプトを生成します。

!!! Note *ソースデータベースとターゲットデータベースは、同じメジャーバージョンである必要があり
ます。

Toolsメニューの下の Schema Diffをクリックして、選択パネルを開きます。比較するソースサーバーと
ターゲットサーバー、データベース、およびスキーマを選択します。オブジェクトを選択したら、Compare
ボタンをクリックします。

個々のタブで Schema Diffのマルチプルのコピーを同時に開くことができます。タブを閉じるには、タブ
バーの右上隅にある Xをクリックします。

図 1: Schema Diff dialog
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Preferencesダイアログを使用して、Schema Diff を新しいブラウザータブで開くかどうかを指定しま
す。Open in new browser tabオプションを trueに設定します。

Schema Diff パネルは 2 つのパネルに分かれています。Object Comparison panel および DDL

Comparison panel。

2.1 スキーマ差分オブジェクト比較パネル
オブジェクト比較パネルでは、比較する同じメジャーバージョン、データベース、スキーマのソースサー
バーとターゲットサーバーを選択できます。接続されているか切断されているかにかかわらず、ブラウザ
ツリーの下にリストされているサーバーを選択できます。接続されていないサーバーを選択すると、サー
バーを使用する前にパスワードのプロンプトを求められます。

次に、比較するデータベースを選択します。データベースは同じでも異なっていてもかまいません（同じ
サーバー内または異なるサーバーから）。

最後に、比較するソーススキーマとターゲットスキーマを選択します。

図 2: Schema Diff dialog - Compare button

サーバー、データベース、スキーマを選択したら、Compareボタンをクリックして Comparison Resultを
取得します。

図 3: Schema Diff dialog - Comparison Results

Functions、マテリアライズド Views、テーブル、トリガー Functions、Procedures、および Viewsのドロッ
プダウンリストを使用して、すべてのスキーマオブジェクトの DDLステートメントをビューします。

オブジェクト比較パネルの右上隅にある Filterオプションは、次の比較基準に基づいてスキーマオブジェ
クトをフィルタリングするために使用できます。

24 第 2章 The PEM Schema Diff Tool
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• Identical –同じ SQLステートメントを持つ両方のスキーマでオブジェクトが見つかった場合、比
較結果は同じです。

• Different –両方のスキーマでオブジェクトが見つかったが、SQLステートメントが異なる場合、比
較結果は異なります。

• Source Only –ターゲットスキーマではなくソーススキーマのみでオブジェクトが見つかった場合、
比較結果はソースのみです。

• Target Only –オブジェクトがソーススキーマではなくターゲットスキーマのみで見つかった場合、
比較結果はターゲットのみです。

図 4: Schema Diff dialog - Filter option

オブジェクト比較パネルでスキーマオブジェクトのいずれかをクリックして、DDL Comparisonパネルに
そのオブジェクトの DDLステートメントを表示します。

2.2 スキーマ差分DDL比較パネル
DDL Comparisonパネルには 3つの列が表示されます。

• 最初の列には、ソーススキーマのオブジェクトの DDLステートメントが表示されます。

• 2番目の列には、ターゲットスキーマのオブジェクトの DDLステートメントが表示されます。

• 3列目には、ターゲットスキーマオブジェクトの SQLステートメントの違いが表示されます。

すべてのスキーマオブジェクトの DDLステートメントを確認して、SQLステートメントの違いを確認で
きます。

スキーマ差分ツールを使用して、ソーススキーマオブジェクトの SQLステートメントに基づいて、ター
ゲットスキーマオブジェクトで見つかった差分の SQLスクリプトを生成することもできます。スクリプ
トを生成するには、オブジェクト比較パネルでスキーマオブジェクトのチェックボックスを選択し、オブ
ジェクト比較パネルの右上隅にある Generate Scriptボタンをクリックします。

スキーマオブジェクトを選択し、Generate Scriptボタンをクリックして新しいタブで Query Toolを開
きます。Query Editorに表示される SQLステートメントは異なります。

スキーマオブジェクトのチェックボックスを選択していない場合、PEMは Query Toolを新しいタブで開
き、SQLステートメントの違いを表示します。 Query Editor。

2.2. スキーマ差分 DDL比較パネル 25
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図 5: Schema Diff dialog - DDL Comparison panel

図 6: Schema Diff dialog - Generate Script button
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図 7: Schema Diff dialog - Generate Script - Query Editor

Copyボタンを使用して、DDL Comparisonパネルで生成された差異をコピーすることもできます。

ターゲットスキーマの SQLステートメントを適用して、スキーマを同期します。

2.2. スキーマ差分 DDL比較パネル 27
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第3章 The ERD Tool

!!! tip“New Feature” * ERDツールは、PEM 8.1.0以降で使用できます。

** Entity-Relationship Diagram（ERD）**ツールは、データベーステーブル、列、および相互関係のグラフィ
カル表現形式を提供するデータベースデザインツール。ERDは、データベース管理者がデータベースを開
発および保守するときに従うのに十分な情報を提供できます。Toolsメニューの ERD Toolメニューオプ
ションから ERDツールにアクセスできます。ERDツールを使用すると、次のことができます。

• データベーステーブルとその関係を設計および視覚化します。

• ダイアグラムにメモを追加します。

• テーブルとリンクを自動調整して、視覚化を明確にします。

• ダイアグラムを保存し、後で開いて作業を続けます。

• データベースデザインから実行可能な SQLを生成します。

• 既存のデータベースのデータベース図を生成します。

図 1: ERD Tool
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ERDツールのマルチプルのコピーを個別のタブで同時に開くことができます。ERDツールのコピーを閉
じるには、タブバーの右上隅にある Xをクリックします。

3.1 ツールバー
** ERDツール**ツールバーは、頻繁に実行されるタスクへのショートカットを提供する状況依存アイコン
を使用します。このオプションは、強調表示されたアイコンに対して有効になり、グレー表示されたアイ
コンに対しては無効になります。

図 2: ERD Tool - Toolbar

3.2 ファイルオプション

Icon Behavior Shortcut
Open File `Open File`アイコンをクリックして、以前に保存し

た図をロードします。
Ctrl + O

Save `Save`アイコンをクリックして、以前に保存した図
のクイック保存を実行するか、図をファイルに保
存します。

Ctrl + S

Save as `Save As`をクリックして新しいブラウザダイアロ
グを開き、新しい場所を指定して図を保存します。

Ctrl + Shift + S

NA

3.3 エクスポートオプション

Icon Behavior Shortcut
Generate SQL `Generate SQL`アイコンをクリックして、図のDDL

SQLを生成し、生成された SQLを実行できる状態
でクエリーツールを開きます。

Option + Ctrl + S

Download image `Download image`アイコンをクリックして、ERD
図をイメージフォーマットで保存します。

Option + Ctrl + I

NA
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3.4 編集オプション

Icon Behavior Shortcut
Add table このボタンをクリックして、図に新しいテーブル

を追加します。クリックすると、テーブルの詳細
を入力できるテーブルダイアログが開きます。

Option/Alt + Ctrl +
A

Edit table このボタンをクリックして、ダイアグラム上のテー
ブルを編集します。クリックすると、テーブルの
詳細を変更できるテーブルダイアログが開きます。
これは、テーブルが選択されたときに有効になり
ます。

Option/Alt + Ctrl +
E

Clone table このボタンをクリックして完全なテーブル構造の
クローンを作成し、自動生成された名前を名前て
図に配置します。

Option/Alt + Ctrl +
C

Drop table/link このボタンを使用して、テーブルまたはリンクを
ドロップできます。テーブルまたはリンクを選択
し、このボタンをクリックしてドロップする必要
があります。

Option/Alt + Ctrl +
D

NA

3.5 テーブル関係オプション

Icon Behavior Shortcut
1M このボタンをクリックして 1対多のリレーション

ダイアログを開き、2つのテーブル間にリレーショ
ンを追加します。選択したテーブルが参照テーブ
ルになり、リンクの `many`エンドポイントが含ま
れます。

Option/Alt + Ctrl +
O

MM このボタンをクリックして多対多のリレーション
ダイアログを開き、2つのテーブル間にリレーショ
ンを追加します。このオプションは、関連する 2
つのテーブルに対して選択された列に基づいて新
しいテーブルを作成し、それらをリンクします。

Option/Alt + Ctrl +
M

NA
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3.6 ユーティリティオプション

Icon Behavior Shortcut
Add/Edit note このボタンをクリックして、データベースの設計

中にテーブルノードにメモを makeします。
Option/Alt + Ctrl +
N

Auto align このボタンをクリックして、すべてのテーブルと
リンクを自動整列し、見栄えを makeします。

Option/Alt + Ctrl +
L

Show details このボタンをクリックして、列の詳細の表示を切
り替えます。いくつかまたはそれ以上の列の詳細
を表示できます。

Option/Alt + Shift
+ D

NA

3.7 ズームオプション

Icon Behavior Shortcut
Zoom to fit このボタンをクリックすると、自動的にズームイ

ン/ズームアウトし、すべてのテーブルをビューに
合わせます。

Option/Alt + Shift
+ F

Zoom in このボタンをクリックして、図を拡大します。 Option/Alt + Shift
+ +

Zoom out このボタンをクリックして、図をズームアウトし
ます。

Option/Alt + Shift
+ -

NA

3.8 テーブルダイアログ
テーブルダイアログでは次のことができます。

• テーブル構造の詳細を変更します。

• 既存のテーブルを編集したり、新しいテーブルを追加したりできます。

• さまざまなフィールドの詳細については、Table dialogを参照してください。
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図 3: ERD Tool - Table Dialog

3.9 テーブルノード

図 4: ERD Tool - Table Node

テーブルノードは、グラフィカル表現形式でテーブルの詳細を表示します。

• 上部のバーには、列の詳細の表示を切り替えるために使用される details toggle buttonがありま
す。また、ノートが追加されている場合にのみ可視される note buttonもあります。このボタンを
クリックすると、ノートをすばやく変更できます。

• 最初の行は、テーブルのスキーマ名前を示しています。例上のイメージの public行にはテーブル名
前が表示されます。例上のイメージの users

• テーブル名前の下の他のすべての行は、データタイプとともにテーブルの列です。列がプライマリ
キーである場合、ロックキーアイコンが表示されます。idは上記のイメージのプライマリキーです。
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それ以外の場合は、列アイコンが表示されます。

• ノードをクリックしてドラッグし、キャンバス上を移動できます。

• テーブルノードをダブルクリックするか、ツールバーの編集ボタンをクリックすると、テーブルダイ
アログが開き、テーブルの詳細を変更できます。さまざまなフィールドについては、Table dialogを
参照してください。

3.10 1対多のリンクダイアログ

図 5: ERD Tool - One to Many Dialog

1対多のリンクダイアログでは、次のことができます。

• 2つのテーブル間にフォリンキーリレーションを追加します。

• Local Tableはテーブルを参照し、manyエンドポイントを持つテーブルです。

• Local Columnは参照する列です。

• Referenced Tableは参照されているテーブルで、oneエンドポイントがあります。

• Referenced Columnは、参照されている列です。
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3.11 多対多リンクダイアログ

図 6: ERD Tool - Many to Many Dialog

多対多リンクダイアログでは、次のことができます。

• 2つのテーブル間に多対多のリレーションを追加します。

• 2つのテーブルから派生した列を持つリレーションテーブルを作成し、それらをテーブルにリンクし
ます。

• Left Tableは、リンクされる最初のテーブルです。新しいリレーションテーブルを持つリンクの
oneエンドポイントを受け取ります。

• Left Columnは最初のテーブルの列で、常にプライマリキーになります。

• Right Tableは、リンクされる 2番目のテーブルです。新しいリレーションテーブルを持つリンク
の oneエンドポイントを受け取ります。

• Right Columnは 2番目のテーブルの列であり、常にプライマリキーになります。

3.12 テーブルリンク
テーブルリンクは、テーブル間のリレーションを示しています。

• リンクの単一行のエンドポイントには、参照されている列が表示されます。

• リンクの 3行のエンドポイントには、参照する列が表示されます。

• 参照されている列または参照している列のいずれかがテーブルから削除されると、リンクはドロップ
されます。
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図 7: ERD Tool - Table Link

• リンクをクリックしてドラッグすると、キャンバス上を移動できます。

3.13 テーブルのメモ

図 8: ERD Tool - Table Notes

• データベースの設計中に、ノートポップアップを使用していくつかのノートをマークできます。

• ツールバーのノートボタンを使用してポップアップを開きます。

• テーブルにノートが追加された場合、テーブルノードにノートボタンがあります。ボタンをクリック
して、メモを確認/更新できます。
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Management

PEMには、すべての管理対象サーバーのエンタープライズ全体のパフォーマンスモニタリングを実装する
ビルトイン機能が含まれています。PEMのさまざまなパフォーマンスモニタリングの側面の多くの側面を
カスタマイズますが、製品に付属してすぐに使用できる推奨デフォルトを受け入れることもできます。

最上位のダッシュボードは Global Overviewです。グローバル概要には、PEMサーバーによって監視さ
れているすべてのサーバーとエージェントのステータス概要、監視対象サーバーのリスト、現在トリガー
されているアラートの状態が表示されます。

4.1 ダッシュボードを使用してパフォーマンス情報を表示する
PEMは、多数のダッシュボードを通じてパフォーマンス統計を表示します。各ダッシュボードには、選択
したオブジェクトに関連する統計を表示するチャート、グラフ、および表を含むシリーズの概要ビューが
含まれます。

PEMクライアントは、PEMサーバーに接続すると、Global Overviewダッシュボードを表示します。追
加のダッシュボードは、監視対象オブジェクトに関する統計情報を提供します。これらには以下が含まれ
ます。

アラートダッシュボード

アラートダッシュボードには、現在トリガーされているアラートが表示されます。グローバル概要から開
くと、ダッシュボードにはシステム上のすべての監視対象ノードの現在のアラートが表示されます。サー
バー内のノードから開くと、レポートはそのノードに関連するアラートと、ツリーコントロール内のその
オブジェクトの下にあるすべての監視対象オブジェクトを反映します。

監査ログ分析ダッシュボード

Advanced Serverユーザーの場合、監査ログ分析ダッシュボードを使用すると、監査ロギングと収集が有効
になっているインスタンスから収集された監査ログを参照できます。

** BDR管理ダッシュボード**

BDR管理ダッシュボードには、 BDRノード、BDRグループ、および BDRワーカーに関する情報の概要
が表示されます。

** BDRグループモニタリングダッシュボード**

BDRグループモニタリングダッシュボードには、BDRグループサブスクリプションおよび BDRグループ
レプリケーションスロットに関する情報が表示されます。

** BDRノード監視ダッシュボード**
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図 1: The Global Overview dashboard
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BDRノードモニタリングダッシュボードには、選択したノードの BDRノードスロット、BDRノード複製
率、および BDR競合履歴の概要に関する情報が表示されます。

データベース分析ダッシュボード

データベース分析ダッシュボードには、選択したデータベースのパフォーマンス統計が表示されます。

** I / O分析ダッシュボード**

I / O分析ダッシュボードには、オブジェクト DMLアクティビティ、ログ操作など、さまざまな領域にわ
たる I / Oアクティビティが表示されます。

メモリ分析ダッシュボード

メモリ分析ダッシュボードは、Postgresサーバーのさまざまなメモリ関連のメトリックに関する統計を提
供します。

オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボード

オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボードは、選択したデータベースのテーブル/インデックスのパ
フォーマンスの詳細を提供します。

オペレーティングシステム分析ダッシュボード

オペレーティングシステム分析ダッシュボードは、基になるマシンのオペレーティングシステムのパフォー
マンスに関する情報を提供します。

プローブログ分析ダッシュボード

プローブログ分析ダッシュボードには、PEMエージェントから返されたエラーメッセージが表示されます。

サーバー分析ダッシュボード

サーバー分析ダッシュボードは、選択した Postgresサーバーの全体的な操作に関する一般的なパフォーマ
ンス情報を提供します。

サーバーログ分析ダッシュボード

Server Log Analysisダッシュボードを使用すると、PEMサーバーに保存されているサーバーログの内容を
フィルタリングおよび確認できます。

セッションアクティビティ分析ダッシュボード

セッションアクティビティ分析ダッシュボードは、選択したサーバーのセッションワークロードとロック
アクティビティに関する情報を提供します

セッション待機分析ダッシュボード

セッション待機分析ダッシュボードは、Advanced Serverセッションの現在の DRITA待機イベントの概要
を提供します。

ストレージ分析ダッシュボード

ストレージ分析ダッシュボードには、テーブルスペースとオブジェクトのスペース関連のメトリックが表
示されます。

システム待機分析ダッシュボード
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システム待機分析ダッシュボードには、Advanced Serverセッションのシステム待機情報のグラフィカル分
析が表示されます。

ストリーミングレプリケーション分析ダッシュボード

ストリーミングレプリケーション分析ダッシュボードには、監視対象サーバーのWALアクティビティに
関する統計情報が表示され、フェールオーバーマネージャークラスターの状態をモニタできます。

ダッシュボードを開くには 2つの方法があります。できること：

• Dashboardsメニュー（[管理]メニューからアクセス）からアクティブなダッシュボード名前を選択
します。

• ツリーコントロールで監視対象オブジェクトの名前を右クリックし、[ダッシュボード]メニューから
確認するダッシュボードの名前を選択します。

各ダッシュボードは、クライアントウィンドウのメインパネルの Monitoringタブに表示されます。ダッ
シュボードを開いた後、同じタブ内の他のダッシュボードに移動できます。

各ダッシュボードヘッダーには、他のダッシュボードに移動できるナビゲーションメニューが含まれてい
ます。ブラウザの前後のアイコンを使用して、以前に表示したダッシュボードをスクロールします。更新
アイコンを使用して、現在のダッシュボードを更新します。

Dashboard Configurationダイアログのオプションを使用すると、ダッシュボード上のすべての折れ線
グラフのタイムラインをリンクできます。Dashboard Configurationダイアログを開くには、ダッシュ
ボードヘッダーに表示される [設定]アイコンをクリックします。

図 2: The Dashboard Configuration dialog

Dashboard Configurationダイアログのフィールドを使用して、ダッシュボードに表示されるチャート
の属性を制御します。

• すべての折れ線グラフスライダーのリンクタイムラインを有効に設定して、指定したタイムラインを
ダッシュボードに表示される折れ線グラフに適用することを示します。[無効]に設定すると、設定は
後で使用できるように保持されますが、表示されるデータの量は変更されません。

• Daysセレクターを使用して、折れ線グラフに表示する収集データの日数を指定します。

• Hour(s)セレクターを使用して、折れ線グラフに表示する収集データの時間数を指定します。

• このダッシュボードの設定を記憶するの横のボックスをチェックして、カスタマイズされ時間間隔を
現在のダッシュボードのみに適用することを示します。オフのままにすると、すべてのダッシュボー
ドの折れ線グラフに時間間隔がグローバルに適用されます。
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Dashboard Configurationダイアログで指定された設定は、現在のユーザーのセッションにのみ適用さ
れることにノートしてください。

4.2 カスタムダッシュボードの管理
PEMは、多数のシステム定義のダッシュボードを通じてパフォーマンス統計を表示します。各ダッシュ
ボードには、選択したオブジェクトに関連する統計を表示するチャート、グラフ、およびテーブルを含む
シリーズのサマリービューが含まれます。Manage Dashboardsタブを使用して、システムに最も関連する
情報を表示するカスタムダッシュボードを作成および管理できます。

図 3: The Manage Dashboards tab

カスタムダッシュボードを作成するには、[ダッシュボードの管理]タブの [クイックリンク]セクションに
ある [Create New Dashboard]リンクをクリックします。

既存のダッシュボードを変更するには、ダッシュボード名前の左側にある編集アイコンをクリックします。
ダッシュボードエディタが開き、ダッシュボードの定義が表示されます。ダッシュボードの定義の変更が
終了したら、Saveボタンをクリックして変更を保存します。Cancelをクリックして、変更を保存せずに
終了します。

ダッシュボードを削除するには、ダッシュボード名前の左側にある削除アイコンをクリックします。ダッ
シュボードを削除することを確認するポップアップが表示されます。OKをクリックして、選択したダッ
シュボードを削除します。

4.2.1 カスタムダッシュボードの作成

PEMダッシュボードエディタを使用して、ユーザー定義のダッシュボードを作成または変更できます。カ
スタムダッシュボードには、事前定義されたチャート、ユーザー定義のチャート、または事前定義された
チャートとユーザー定義のチャートの組み合わせが含まれます。

Configureセクションのフィールドを使用して、ダッシュボードに関する一般情報を指定します。

• Nameフィールドにダッシュボードの名前を指定します。指定された名前は、タイトルが表示されて
いる場合、ダッシュボードのタイトルにもなります。
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図 4: The Create Dashboard editor

• Levelドロップダウンリストボックスを使用して、ダッシュボードが表示される PEMクライアント
内の PEM階層のレベルを指定します。ダッシュボードには、グローバルレベル、エージェントレベ
ル、サーバーレベル、またはデータベースレベルのダッシュボードメニューからアクセスできます。
リスト内の選択された各レベルは、カスタムダッシュボードのグラフの基になるメトリックの異なる
セットを公開します。

• [説明]フィールドにダッシュボードの説明を入力します。

ダッシュボードを Opsダッシュボードとして使用する場合、Ops dashboard optionsボックスのフィー
ルドに情報を入力します。

• Ops Dashboard?フィールドをYesに設定して、Opsモニタに表示するためにフォーマットされたダッ
シュボードを作成するようサーバーに指示します。

• Show Title?フィールドを Yesに設定して、Opsダッシュボードの上部にダッシュボード名前を表示
します。

• Fontドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントスタイルを選択しま
す。選択したフォントスタイルがプレビューボックスに表示されます。

• Font sizeドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントサイズを選択
します。選択したフォントスタイルがプレビューボックスに表示されます。

Permissionsボックスを使用して、新しいダッシュボードをビューできるユーザーを指定します。

• Share with all sliderを [はい]に設定して、すべてのチームがダッシュボードにアクセスできる
ようにサーバーに指示するか、[すべてと共有]を [いいえ]に設定して、アクセス許可フィールドを
有効にします。
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• Access permissionsフィールドを使用して、新しいダッシュボードをビューできるロールを指定
します。フィールドをクリックし、ユーザーのリストから選択して、ダッシュボードにアクセスでき
るユーザーのリストにロールを追加します。

Configure Dashboardセクションが完成したら、右上隅の矢印をクリックしてセクションを閉じ、Dashboard
Layout Designセクションにアクセスします。

図 5: Modifying a Section Header

セクションヘッダーの編集アイコンをクリックして、セクション名前を指定します。次に、追加アイコン
（+）をクリックして、セクションにグラフを追加します。

各チャートカテゴリの右側にある矢印を使用して、使用可能なチャートを表示し、チャートを選択します。

チャート詳細セレクターを使用して、チャートの配置の詳細を指定します。

• Chart widthセレクターを使用して、チャートの幅を示します。50％を選択してダッシュボードの
半分にグラフを表示するか、100％を選択してダッシュボードの幅全体を使用します。

• Chart alignmentセレクターを使用して、セクション内のチャートの位置を示します。

– Leftを選択して、チャートを左揃えにすることを示します。

– Centerを選択して、チャートを中央に配置することを示します。

– Rightを選択して、チャートを右揃えにすることを示します。

テーブルは常に中央に表示されることにノートしてください。

カスタムダッシュボードを作成または編集する場合、ドラッグアンドドロップを使用して、セクション内
のチャートを再配置したり、チャートを別のセクションに移動したりできます。
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図 6: Adding a Chart

図 7: Specifying placement details for a chart
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別のグラフをダッシュボードに追加するには、セクションヘッダーの追加アイコン（+）をクリックしま
す。ダッシュボードの編集が終了したら、Saveボタンをクリックして編集内容を保存し、終了します。

変更を保存せずに終了するには、Cancelボタンをクリックします。

4.2.2 Opsダッシュボードの作成

PEMダッシュボードエディタを使用して、Opsモニタでの表示用にフォーマットされたカスタムダッシュ
ボードを作成できます。Opsダッシュボードは、ヘッダー情報を省略し、余分なバナー、タイトル、境界
線を最小限に抑えながら、指定されたチャートとグラフを表示します。

図 8: Ops dashboard options

Ops dashboardを作成するには、Create Dashboardダイアログの Ops dashboard optionsセクション
で Ops表示に関する詳細情報を提供します。

• Ops Dashboard?フィールドを Yesに設定して、Opsモニタに表示するためにフォーマットされた
ダッシュボードを作成するようサーバーに指示します。

• Show Title?フィールドを Yesに設定して、Opsダッシュボードの上部にダッシュボード名前を表
示します。

• Fontドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントスタイルを選択しま
す。選択したフォントスタイルが Previewボックスに表示されます。

• Font sizeドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントサイズを選択
します。選択したフォントスタイルが Previewボックスに表示されます。

Opsダッシュボードにグラフと表を追加したら、Saveボタンをクリックして作業を保存します。その後、
[New Dashboard ]ダイアログの [Level]フィールドで指定された階層レベルの [ダッシュボード]メニュー
をナビゲートして、ダッシュボードにアクセスできます。

4.3 チャートの管理タブを使用する
Manage Chartsタブを使用して、カスタム折れ線グラフまたは表を作成または変更したり、カスタムチャー
トで使用する Capacity Managerテンプレートをインポートしたりできるダイアログにアクセスできます。
チャートを定義した後、カスタムダッシュボードにチャートを表示できます。Manage Chartsタブを開く
には、PEMクライアントの Managementメニューから Manage Charts...を選択します。

Manage Chartsタブには、次のダイアログにアクセスできる Quick Linksメニューがあります。
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図 9: The Manage Charts tab

• カスタムダッシュボードで使用する Create a New Chart。

• カスタムチャートを作成するためのテンプレートとして使用する Import a Capacity Managerテ
ンプレート。

• オンライン Helpにアクセスします。

Custom Chartsテーブルには、ユーザー定義のチャートのリストが表示されます。チャートが新しく追加
されると、フォントは緑色で表示されます。追加のグラフを追加するか、スクリーンをリフレッシュする
と、グラフの名前が黒で表示されます。

図 10: The Custom Charts table

Custom Chartsテーブルの右上隅にある検索ボックスを使用して、カスタムチャートを検索します。以下
を指定します。

• チャート名前

• タイプ

• レベル

• メトリックカテゴリ

Custom Chartsテーブルのチャート名前の左側にあるアイコンを使用して、チャートを管理します。

• 編集アイコンをクリックして Chart Configurationウィザードを開き、チャートまたはテーブルの
側面を変更します。

• 削除アイコンをクリックして、選択したチャートを削除します。
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4.3.1 カスタムチャートの作成

Manage Charts タブの Quick Links セクションにある Create New Chart アイコンをクリックして、
Create Chart ウィザードを開きます。ウィザードは、新しいチャートを定義するために必要な手順を
ガイドします。

図 11: Specifying general information about the chart

Configure Chartダイアログのフィールドを使用して、チャートに関する一般情報を指定します。

• Nameフィールドにチャートの名前を指定します。

• Categoryフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、このチャートが表示されるカテ
ゴリを指定します。カスタムダッシュボードにカスタムチャートを追加すると、指定したカテゴリで
選択するためにチャートが表示されます。

• Typeフィールドのラジオボタンを使用して、チャートが Line chartか Tableかを指定します。

• Descriptionフィールドにチャートの説明を入力します。説明は、情報アイコンをクリックすると、
グラフを表示するユーザ（カスタムダッシュボード）に表示されます。

Configure Chartダイアログのフィールドに入力したら、Nextをクリックして続行します。

Select Metricsダイアログのフィールドを使用して、チャートに表示されるメトリックを選択します。

• Metric levelドロップダウンリストボックスを使用して、メトリックを選択する PEM階層のレベ
ルを指定します。エージェント、データベース、またはサーバーを指定できます。各レベルは、プ
ローブとメトリックの一意のセットへのアクセスを提供します。

• [利用可能なメトリック]ボックスのツリーコントロールを使用して、チャートに表示されるメトリッ
クを選択します。
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図 12: Specifying the metrics that will be displayed

– テーブルを作成する場合、1つのプローブからメトリックのみを選択できます。ツリーコント
ロールの各ノードは、単一のプローブによって返されるメトリックをリストします。ツリーコ
ントロールのノードを展開し、メトリック名前の左側のボックスをオンにして、そのメトリッ
クデータをテーブルに含めます。

– 折れ線グラフを作成する場合は、ツリーコントロールのノードを展開し、グラフに含める各メ
トリックをダブルクリックします。

• [選択した指標]パネルのフィールドを使用して、グラフでの指標データの表示方法を指定します。選
択パネルには、（変更不可能な）Metric  [Probe]列にメトリックの名前が表示されます。次のこと
ができます。

– -ごみ箱アイコンをクリックして、選択したメトリックのリストからメトリックを削除します。-
Selection Criteria列のドロップダウンリストボックスを使用して、表示されるデータのオー
ダーを指定します。-Limitフィールドを使用して、テーブルの行数またはチャートの行数を指
定します。

– チャートで許可される最大行数は 32です。

– テーブルで許可される行の最大数は 100です。

• 折れ線グラフを作成する場合、PEMは階層間メトリックの比較をサポートします。

– -compare iconをクリックして選択ボックスを開き、1つ以上のプローブ固有の属性（CPU、イ
ンターフェイス、データベースなど）を選択してチャートで比較できるようにします。-copyア
イコンをクリックして、選択内容を同じプローブのすべてのメトリックに適用します。ポップ
アップが開いたら、Yesをクリックして同じプローブの他の選択が上書きされることを確認す
るか、Noをクリックして属性をコピーせずにポップアップを終了します。
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Select Metricsダイアログのフィールドに入力したら、Nextをクリックして続行します。

図 13: Specifying chart options

Set Optionsダイアログのフィールドを使用して、チャートの表示オプションを指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、チャートの更新間隔を分単位で指定します-1～120の値を選
択しレート。デフォルトの自動リフレッシュ間隔は 2分です。

折れ線グラフのオプション見出しの下にあるフィールドを使用して、折れ線グラフの表示設定を指定します。

• Points to plotフィールドを使用して、チャートにプロットするポイントの最大数を指定します。

• 履歴スパン labelの右側のフィールドを使用して、グラフに表示する履歴データの量を指定します。

• Day(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの日数を指定します。

• Hour(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの時間数を指定します。

• Minute(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの分数を指定します。

Data extrapolationボックスのフィールドを使用して、PEMが履歴データに基づいて外挿データを生成
するかどうかを指定します。

• No Extrapolationlabelをクリックして、外挿データをチャートから除外します。

• [Span]labelをクリックして、[日]および [時間]セレクターを使用して、チャート上のメトリックが
スパンする期間を指定します。

• しきい値セレクターを使用してグラフの最大値または最小値を指定するには、Thresholdlabelをク
リックします。

Set Optionsダイアログのフィールドに入力したら、Nextをクリックして続行します。
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図 14: Specifying access permissions

Set Permissionsダイアログのフィールドを使用して、グラフの表示オプションを指定します。

• Share with all sliderを Yesに設定して、すべての許可ユーザーがグラフを使用できることを示
すか、Noを [アクセス許可]フィールドで指定されたユーザーまたはグループへのアクセスを制限し
ます。

• Access permissionsフィールドを使用して、チャートにアクセスするグループを選択します。

図 15: The chart definition is displayed on the Manage Charts tab

チャートの定義が終了したら、Finishをクリックして編集内容を保存し、Manage Chartsタブのリスト
にチャートを追加します。
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4.3.2 キャパシティマネージャテンプレートのインポート

Manage Chartsタブの [クイックリンク]セクションにある Import Capacity Manager Templateアイコ
ンをクリックして Create Chartダイアログを開き、Capacity Managerテンプレートをチャートまたはテー
ブルの開始点として使用します。

図 16: Importing a Capacity Manager template

Create Chartダイアログが開いたら、カスタムチャートに関する情報を提供します。

• Import capacity templateフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、チャートの
ベースとなるテンプレートの名前を選択します。

• Nameフィールドにチャートの名前を指定します。

• Categoryフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、このチャートが表示されるカテ
ゴリを指定します。カスタムチャートをカスタムダッシュボードに追加すると、指定したカテゴリで
選択するためにチャートが表示されます。

• Typeフィールドのラジオボタンを使用して、チャートが Line chartか Tableかを指定します。

• Descriptionフィールドにチャートの説明を入力します。説明は、情報アイコンをクリックすると、
グラフを表示するユーザ（カスタムダッシュボード）に表示されます。

[Next]をクリックして、[メトリックの選択]ダイアログに進みます。

Select Metricsウィンドウでは、選択したテンプレートで指定されたメトリックを確認できます。チャー
トエディタの下部パネルには、チャートに含まれるメトリックが表示されます。チャートに含まれるメト
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図 17: The template metrics

リックは、チャートエディタでは変更できません。メトリックを変更するには、Capacity Managerユーティ
リティを使用してテンプレートを更新する必要があります。

メトリックを確認したら、[Next]をクリックして [オプションの設定]ダイアログに進みます。

Set Optionsウィンドウのフィールドを使用して、チャートの表示オプションを指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、チャートの更新間隔を分単位で指定します-1～120の値を選
択しレート。デフォルトの自動リフレッシュ間隔は 2分です。

Data extrapolationボックスのフィールドを使用して、チャートでカバーされる期間を指定します。次
のいずれかを実行できます。

• Historical days and extrapolated dayslabelをクリックして、以下を入力します。

• Historicalフィールドにグラフ化する必要がある履歴データの日数。

• Extrapolatedフィールドにチャート化する予定の日数。

• または、履歴日としきい値の labelをクリックして、以下を提供します。

• Historicalフィールドにグラフ化する必要がある履歴データの日数

• チャートが終了する threshold値。

[オプションの設定]ウィンドウが完了したら、[Next]をクリックして続行します。

Set Permissionsウィンドウのフィールドを使用して、チャートの表示オプションを指定します。
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図 18: Selecting chart options

図 19: Selecting permissions for the chart
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• Share with all sliderを Yesに設定すると、すべての許可ユーザーがグラフを使用できることを
示し、Noを設定すると、[アクセス許可]フィールドで指定されたユーザーまたはグループへのアク
セスが制限されます。

• Access permissionsフィールドを使用して、チャートにアクセスするグループを選択します。

チャートの定義が終了したら、Finishをクリックして編集内容を保存し、Manage Chartsタブのリスト
にチャートを追加します。

4.4 プローブ
probeは、PEMエージェントによって監視されているデータベースオブジェクトに関する情報を取得する
スケジュールされたタスクです。PEMは収集した情報を使用して、各ホームページに表示されるグラフを
作成します。Manage Probesタブ（Managementメニューからアクセス）を使用すると、データ収集スケ
ジュールと、PEMが特定のプローブから返された情報を保持する長さを変更できます。

4.4.1 システムプローブ

特に明記しない限り、 Postgres Enterprise Managerは以下の表にリストされたプローブを有効にします。

Probe Name Information Monitored by Probe Level
Background Writer Statistics このプローブは、バックグラウンドライタに

関する情報を監視します。情報は次のとおり
です。<br/>時限チェックポイントの数<br/>
要求されたチェックポイントの数<br/>書き
込まれたバッファーの数（チェックポイント
によって）<br/>書き込まれたバッファーの数
（バックグラウンドライタによって）< br />
バックグラウンドライタサイクルの数<br/>
書き込まれたバックグラウンドバッファーの
数<br/>割り当てられたバッファーの数

Server

Blocked Session Information このプローブは、ブロックされたセッション
に関する情報を提供します。

Server

CPU Usage このプローブは CPU使用率情報を監視しま
す。

Agent

Data and Log File Analysis このプローブは、ログファイルに関する情報
を監視します。情報は次のとおりです。<br/>
ログファイルの名前<br/>ログファイルが存
在するディレクトリ

Server

Database Frozen XID このプローブは、各データベースのフリーズ
された XIDを監視します。

Server

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Probe Name Information Monitored by Probe Level
Database Size このプローブは、監視対象データベースのサ

イズに関する情報を監視します。情報には
次のものが含まれます。<br/>情報が収集さ
れた時刻<br/>データベース名前<br/>データ
ベースサイズ（MB単位）。

Server

Database Statistics このプローブはデータベース統計を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/>バック
エンドの数<br/>コミットされたトランザク
ションの数<br/>ロールバックされたトラン
ザクションの数<br/>読み取られたブロック
の数<br/>ヒットしたブロックの数< br />返
された行数<br/>フェッチされた行数<br/>挿
入された行数<br/>更新された行数<br/>削除
された行数

Server

Disk Busy Info このプローブは、ディスクアクティビティに
関する情報を監視します。<br/>注：このプ
ローブは、Mac OS X、Solaris、またはHP-UX
ではサポートされていません。

Agent

Disk Space このプローブは、ディスクスペースの使用状
況に関する情報を監視します。情報は次のと
おりです。<br/>使用されたディスクスペー
スの量<br/>使用可能なディスクスペースの
量

Agent

EDB Audit Configuration このプローブは、 EDB Postgres Advanced
Serverの監査ロギング構成を監視します。

Server

Failover Manager Cluster Info このプローブは Failover Managerクラスター
を監視し、クラスターに関する情報を返し
ます。サーバーのプロパティダイアログで
フェールオーバーマネージャーバイナリの
クラスター名前とパスが指定されていない限
り、このプローブは無効になります。

Server

Failover Manager Node Status このプローブは Failover Managerクラスター
を監視し、クラスター内の各ノードに関する
詳細を返します。サーバーのプロパティダイ
アログでフェールオーバーマネージャーバイ
ナリのクラスター名前とパスが指定されてい
ない限り、このプローブは無効になります。

Server

Function Statistics このプローブはデータベースを監視し、機能
に関する情報を取得します。情報は次のとお
りです。<br/>ファンクション名<br/>引数の
種類<br/>戻り値

Database

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Probe Name Information Monitored by Probe Level
Index Size このプローブはデータベースを監視し、イン

デックスに関する情報を取得します。情報は
次のとおりです。<br/>インデックスの名前
<br/>データが収集された時刻<br/>インデッ
クスのサイズ（MB単位）

Database

Index Statistics このプローブはインデックス統計を監視しま
す。情報は次のとおりです。<br/>インデッ
クススキャンの数<br/>読み取られた行の数
<br/>フェッチされた行の数<br/>読み取られ
たブロックの数<br/>ヒットしたブロックの
数

Database

Installed Packages このプローブは、現在インストールされてい
るパッケージソフトを監視します。収集され
る情報は次のとおりです。<br/>インストー
ルされたパッケージの名前<br/>インストー
ルされたパッケージのバージョン<br/>プロー
ブが実行された日時

Agent

IO Analysis このプローブは、のディスク I / O情報を監
視します。情報には次のものが含まれます。
<br/>読み取られたブロックの数<br/>書き込
まれたブロックの数<br/>プローブが実行さ
れた日時<br/>注：このプローブはMacOSX
ではサポートされていません

Agent

Load Average このプローブは、CPUロードの平均を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/> 1分間
のロード平均<br/> 5分間のロード平均<br/>
15分間のロード平均<br/>注：このプローブ
はWindowsサポートされていません

Agent

Lock Information このプローブはロック情報を監視します。情
報は次のとおりです。<br/>データベース名
前<br/>ロックの種類<br/>ロックモード<br/>
ロックを保持するプロセス

Server

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Probe Name Information Monitored by Probe Level
Memory Usage このプローブは、システムメモリ使用量に関す

る情報を監視します。情報には次のものが含
まれます。<br/> MB単位の合計 RAM <br/>
メガバイト単位の空き RAM <br/>メガバイ
ト単位の合計スワップメモリ<br/>メガバイ
ト単位のメガバイトスワップメモリ<br / >メ
ガバイト単位の共有システムメモリ（データ
ベースサーバのメモリパラメータを調整する
ためにチューニングウィザードで使用されま
す）<br/> -Windows以外のシステムでは、shm-
max`値であり、/proc/sys/kernel/shmmax`から
読み取られます。<br/> -Windowsの場合、合
計メモリと同じです。

Agent

Network Statistics このプローブはネットワーク統計を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/>インタ
フェース IPアドレス<br/>送信されたパケッ
トの数<br/>受信されたパケットの数<br/>送
信されたバイト数<br/>受信されたバイト数
<br />リンク速度（メガバイト/秒）

Agent

Number of Prepared Transactions このプローブは、準備されたトランザクショ
ンの数を格納します。

Server

Number of WAL Files このプローブは、WALファイルの数を監視
します。

Server

Object Catalog: Database このプローブは、データベースとそのプロパ
ティのリストを監視します。情報には次の
ものが含まれます。<br/>データベース名前
<br/>データベースエンコーディングタイプ
<br/>データベースでユーザ接続またはシス
テム接続が許可されている場合

Server

Object Catalog: Foreign Key このプローブは、外部キーとそのプロパティの
リストを監視します。情報は次のとおりです。
<br/>外部キーを含むテーブルの名前<br/>外
部キーが参照するテーブルの名前<br/>テー
ブルが存在するデータベースの名前<br/>テー
ブルが存在するスキーマの名前

Schema

Object Catalog: Function このプローブは、機能とそのプロパティの
リストを監視します。情報は次のとおりで
す。<br/>ファンクションの名前<br/>ファン
クションが存在するスキーマの名前<br/>ファ
ンクションが存在するデータベースの名前

Schema

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Probe Name Information Monitored by Probe Level
Object Catalog: Index このプローブは、インデックスとそのプロパ

ティのリストを監視します。情報は次のとお
りです。<br/>インデックスの名前<br/>イン
デックスが関連付けられているテーブルの名
前<br/>インデックス付きテーブルが存在す
るデータベースの名前

Schema

Object Catalog: Schema このプローブは、スキーマとそれに関連する
データベースおよびサーバーのリストを監視
します。

Database

Object Catalog: Sequence このプローブは、シーケンスとそのプロパ
ティのリストを監視します。

Schema

Object Catalog: Table このプローブは、テーブル情報のリストを監
視します。情報は次のとおりです。<br/>テー
ブル名前<br/>テーブルが存在するスキーマ
の名前<br/>スキーマが存在するデータベー
スの名前<br/>かどうかを示すブールインジ
ケータテーブルにはプライマリキーがありま
す

Schema

Object Catalog: Tablespace このプローブは、テーブルスペースのリスト
を監視します。

Server

Operating System Information このプローブは、オペレーティングシステム
の詳細と起動時間を監視します。

Agent

Package Catalog このプローブは、現在インストール可能な
パッケージソフトを監視します。収集される
情報は次のとおりです。<br/>パッケージ名
前<br/>パッケージバージョン

Agent

PG HBA Conf このプローブは、pg_hba.confファイルから
の認証構成情報を監視します。

Server

Server Information このプローブはサーバー情報を監視します。 Server
Session Information このプローブはセッション情報を監視しま

す。情報には次のものが含まれます。<br/>
セッションユーザの名前<br/>セッションが
サーバーに接続した日時<br/>情報が収集さ
れた時点でのセッションのステータス（アイ
ドル、待機中）、など）<br/>クライアント
アドレスとポート番号

Server

Settings このプローブは、GUC変数に現在割り当て
られている値を監視します。

Server

SQL Protect このプローブはサーバーを監視し、 SQLイ
ンジェクション攻撃に関する情報を取得しま
す。

Server

Slony Replication このプローブは、Slonyを使用して複製され
たクラスターのラグデータを監視します。

Database

次のページに続く
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Streaming Replication このプローブは、ストリーミングレプリケー

ションを使用しているクラスターを監視し、
以下に関する情報を取得します。<br/>送信
された Xlogの場所（バイト単位）<br/>書き
込み Xlogの場所（バイト単位）<br/>フラッ
シュXlogの場所（バイト単位））<br/>リプ
レイXlogの場所（バイト単位）<br/> Xlogラ
グ（セグメント単位）<br/> Xlogラグ（ペー
ジ単位）

Server

Streaming Replication Lag Time このプローブは、ストリーミングレプリケー
ションを使用しているクラスターを監視し、
以下に関するラグ情報を取得します。<br/>
レプリケーションラグタイム（秒単位）<br/>
レプリケーションの現在のステータス（実行
中/一時停止中）

Server

Streaming Replication Database
Conflicts

このプローブは、ストリーミングレプリケー
ションを使用しているデータベースを監視し、
発生した競合に関する情報を取得します。こ
れには、次の理由でキャンセルされたクエリ
に関する情報が含まれます。<br/>ドロップ
テーブルスペースの競合の数<br/>ロックタ
イムアウトの競合の数<br/>古い snapshotの
競合の数<br/>固定された数バッファの競合
<br/>デッドロックの競合の数

Server

Table Bloat このプローブは、現在のテーブルの肥大化に
関する情報を監視します。情報は次のとおり
です。<br/>テーブルの名前<br/>テーブルが
存在するスキーマの名前<br/>推定ページ数
<br/>推定無駄ページ<br/> 1行あたりの推定
バイト数

Database

Table Frozen XID このプローブは、各テーブルのフリーズされ
た XIDを監視します。

Schema

Table Size このプローブは、テーブルサイズに関する
情報を監視します。情報は次のとおりです。
<br/>テーブルサイズ（MB単位）<br/>合計
インデックスサイズ（MB 単位）<br/>イン
デックスと TOASTを含む合計テーブルサイ
ズ（MB単位）

Database

次のページに続く
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Table Statistics このプローブはテーブル統計を監視します。

情報は次のとおりです。<br/>シークエンシ
ャル スキャンの数<br/>シーケンシャルス
キャン行の数<br/>インデックススキャンの
数<br/>インデックススキャン行の数<br/>行
数挿入された<br/>更新された行の数<br/>削
除された行の数<br/>ライブ行の数<br/>デッ
ド行の数<br/>最後の VACUUM <br/>最後の
auto-vacuum <br/>最後の ANALYZE <br/>最
後の自動分析<br/> ANALYZEによって推定
されたページ数<br/> ANALYZEによって推
定された行数

Database

Tablespace Size このプローブは、テーブルスペースとそのサ
イズのリストを監視します。

Server

User Information このプローブは、現在のユーザーのリストを
監視します。保存される情報は次のとおりで
す。<br/>ユーザ名前<br/>ユーザタイプ（スー
パーユーザと非スーパーユーザー）<br/>ユー
ザが接続しているサーバー

Server

WAL Archive Status このプローブは、WALアーカイブのステータ
スを監視します。保存される情報は次のとお
りです。<br/>完了したWALアーカイブの数
<br/>保留中のWALアーカイブの数<br/>最
後のアーカイブ時刻<br/>失敗したWALアー
カイブの数<br/>最後の失敗

Server

xDB Replication このプローブは、xDBレプリケーションを使
用してレプリケートされたクラスターのラグ
データを監視します。

Database

</ div>

4.4.2 BDRプローブ

BDRダッシュボードを介して BDRグループをモニタするには、次のプローブを有効にする必要がありま
す。これらのプローブはすべてサーバーレベルで設定されます。

bdr_superuserを持つユーザは、以下のすべてのプローブからの情報をビューできます。

以下のすべてのプローブは、BDR Enterprise Editionで動作します。
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Probe Name Information Monitored by Probe bdr_monitor
role required?

Works with
BDR SE?

BDR Conflict History Sum-
mary

このプローブは、競合タイプごとの
行の競合に関する情報を返します。
保存される情報には次のものが含ま
れます。<br/>紛争のローカルタイム
<br/>紛争の種類

Yes Yes

BDR Global Locks このプローブは、 BDRグループの
グローバルロックに関する情報を返
します。保存される情報は次のとお
りです。<br/>グローバルロックが
発生したノードの名前<br/>ロックを
保持しているプロセスの PID <br/>
ロックの種類（ DDLまたは DML）
<br/>ロックされたリレーションの名
前（DMLロックの場合）またはキー
（アドバイザリロックの場合）<br/>
ロック取得プロセスの内部状態<br/>
同じグローバルロックを待機してい
るバックエンドのリスト<br/>グロー
バルロックの取得はオリジンノード
によって開始されました<br/>ローカ
ルノードがローカルロックの取得を
開始した時刻<br/> acquire_stage が
最後に変更された時刻

Yes Yes

BDR Group Camo Details このプローブは、 BDRグループの
迷彩に関する情報を返します。保存
される情報は次のとおりです。<br/>
ノードの名前<br/>このノードがパー
トナーであるノード名前<br/>この
ノードがオリジンであるノード名前
<br/>接続ステータス<br / >準備状況
<br/>保留中または未解決の迷彩トラ
ンザクションの数<br/>最後に適用さ
れたwalログの lsn <br/>最後に受信
された walログの lsn

No No

次のページに続く
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Probe Name Information Monitored by Probe bdr_monitor

role required?
Works with
BDR SE?

BDR Group Replication
Slot Details

このプローブは、 BDRグループの
レプリケーションスロットに関する
情報を返します。保存される情報は
次のとおりです。<br/> BDRグルー
プの名前<br/>オリジンノードの名前
<br/>ターゲットノードの名前<br/>
このサブスクリプションで使用さ
れるオリジンノードのスロット名前
<br/>アクティブステータス<br/>レ
プリケーションの状態（キャッチアッ
プ、ストリーミング、切断など）<br/>
報告された書き込みのおおよその遅
延時間<br/>報告されたフラッシュ
のおおよその遅延時間<br />報告さ
れたリプレイのおおよその遅延時間
<br/> sent_lsnと現在のWAL書き込
み位置のバイト差<br/> write_lsnと
現在のWAL書き込み位置のバイト
差<br/> flush_lsn と現在の WAL 書
き込みのバイト差位置<br/>

No Yes

BDR Group Subscription
Summary

このプローブは、 BDRグループの
サブスクリプションの概要に関する
情報を返します。保存される情報は
次のとおりです。<br/>サブスクリ
プションのオリジンの名前<br/>サブ
スクリプションサブスクリプション
のターゲットの名前<br/>最後に再生
されたトランザクションのタイムス
タンプ<br/>現在と時間の間のラグ最
後に再生されたトランザクションの
<br/>

No Yes

BDR Monitor Group Raft このプローブは、クラスタ全体のいか
だチェックのステータスとメッセー
ジを返します。

Yes Yes

次のページに続く
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Probe Name Information Monitored by Probe bdr_monitor

role required?
Works with
BDR SE?

BDR Group Raft Details このプローブは、BDRグループ内の
すべてのノードからいかだコンセン
サスステータスに関する情報を返し
ます。保存される情報は次のとおり
です。<br/>ノードの名前<br/>ノー
ド上のいかだワーカーの状態<br/>
RAFT_LEADER のノード ID <br/>
いかだ選挙の内部 ID <br/>いかだ
snapshot内部 ID

Yes Yes

BDR Monitor Group Ver-
sions

この証明は、クラスタ全体のバージョ
ンチェックのステータスとメッセー
ジを返します。

Yes Yes

BDR Group Versions De-
tails

このプローブは、BDRグループ内の
各ノードにインストールされている
postgres、pglogical、bdr、および bdr
エディションのバージョンの詳細に
関する情報を返します。保存される
情報は次のとおりです。<br/>ノード
の名前<br/>ノードにインストールさ
れた postgresバージョン<br/>ノード
にインストールされた pglogicalバー
ジョン<br/>ノードにインストールさ
れた BDRのバージョン<br /> BDR
エディション（スタンダード/エン
タープライズ）

No Yes

BDR Node Replication
Rates

このプローブは、指定されたノード
からの発信レプリケーションアクテ
ィビティに関する情報を返します。
保存される情報は次のとおりです。
<br/>ターゲット同等なノードの名前
<br/>最新の送信位置<br/>再生とし
て報告された最新の位置<br/>報告さ
れたリプレイのおおよその遅延時間
<br/> replay_lsnとオリジンの現在の
WAL書き込み位置のバイト差<br/>
ノードと現在のWAL書き込み位置
の人間が読み取れるバイト差<br/>同
等ながまだ適用されていないすべて
の変更に追いつくのに必要なおよそ
の時間

Yes No

次のページに続く
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role required?
Works with
BDR SE?

BDR Node Slots このプローブは、ローカルBDRノー
ドのレプリケーションスロットへの
マッピング、それらのステータス、
およびレプリケーションの進行状況
に関する情報を返します。保存され
る情報は次のとおりです。<br/>スロ
ットの名前<br/>ターゲットノードの
名前<br/> BDRグループの名前<br/>
ターゲットノードのデータベース名
前<br/>スロットに接続されているプ
ロセスの PID <br/>スロットに必要
なカタログ XID <br/>クライアント
接続の IPアドレス<br/>最新の送信
位置<br/>再生として報告された最新
の位置<br />報告されたリプレイの
おおよその遅延時間<br/> replay_lsn
と現在のWAL書き込み位置のバイ
ト差<br/> replay_lsnと現在のWAL
書き込み位置の人間が読み取れるバ
イト差

Yes Yes

BDR Node Summary このプローブは、BDRグループ内の
すべてのノードに関する情報を返し
ます。保存される情報は次のとおり
です。<br/>ノードの名前<br/>ノー
ドが含まれる BDRグループの名前
<br/>人間が読み取り可能なフォーム
でのノードの一貫した状態<br/>ノー
ドが到達しようとしています（結合
中またはプロモーション中）<br/>サ
ブスクライブされた repsetの名前

Yes Yes

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Probe Name Information Monitored by Probe bdr_monitor

role required?
Works with
BDR SE?

BDR Workers このプローブは、BDRノードのワー
カーに関する情報を返します。保存
される情報は次のとおりです。<br/>
ワーカープロセスの PID <br/>ワー
カークエリースタートタイムスタン
プ<br/>ワーカー状態変更タイムスタ
ンプ<br/>ワーカー待機イベントタイ
プ<br/>ワーカー待機イベント<br/>
ワーカーの状態<br/>ワーカーのロー
ル名前<br/>ワーカーのコミットタイ
ムスタンプ<br/>ワーカーのローカル
タイムスタンプ<br/>オリジンノード
の名前<br/>受信 LSN <br />受信コ
ミット LSN <br/>最後の正確なリプ
レイ LSN <br/>最後の正確なフラッ
シュ LSN <br/>最後の正確なリプレ
イタイムスタンプ<br/>ワーカークエ
リー

Yes Yes

BDR Work Errors このプローブは、 BDRノードの作
業エラーに関する情報を返します。
保存される情報は次のとおりです。
<br/>エラーの原因となったワーカー
の process id <br/>ノードが含まれる
BDRグループの名前<br/>オリジン
ノードの名前<br/>の名前ソースノー
ド<br/> <br/>ターゲットノードの名
前<br/>サブスクリプションの名前
<br/>このワーカーのロールの内部
識別子<br/>これのロールの名前ワー
カー<br/>エラーの日時<br/>エラー
の経過時間<br/>エラーの説明<br/>
エラーが発生したコンテキスト<br/>
リモートリレーション ID < br />サ
ブスクリプションライタ ID <br/>サ
ブスクリプションライタ名前

Yes Yes

NA

4.4. プローブ 65



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

4.4.3 プローブのカスタマイズ

プローブは、特定の監視対象オブジェクトに関するパフォーマンスメトリックのセットを返すスケジュー
ルされたタスクです。プローブは、監視対象のサーバー、データベース、オペレーティングシステム、ま
たはエージェントから統計を取得します。Manage Probesタブを使用して、デフォルト設定を上書きし、
各プローブの動作をカスタマイズます。

Manage Probesタブを開くには、Managementメニューから Manage Probes...を選択します。PEMク
ライアントで Manage Probesタブが開きます。

図 20: The Manage Probes tab

Manage Probesタブには、プローブの作成と管理に使用できるクイックリンクのセットが用意されてい
ます。

• [Manage Custom Probes]アイコンをクリックして [Custom Probes]タブを開き、カスタムプロー
ブを作成または変更します。
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• Copy Probesアイコンをクリックしてプローブのコピーダイアログを開き、現在選択されているオ
ブジェクトから 1つ以上の監視対象オブジェクトにプローブ設定をコピーします。

プローブは、特定のオブジェクトタイプ（サーバー、データベース、データベースオブジェクト、または
エージェント）ごとに固有のメトリックセットを監視します。ツリーコントロールでオブジェクトの名前
を選択して、そのオブジェクトのプローブを確認します。

プローブの名前を強調表示し、プローブテーブルに表示される設定をカスタマイズします。

• Execution Frequency列の Defaultスイッチを Nに移動して、分と秒のセレクターを有効にし、プ
ローブの実行間の時間の長さのデフォルト値を指定します。

• Enabled?列の Defaultスイッチを Noに移動して、プローブの状態を変更し、プローブがアクティ
ブか非アクティブかを示します。

!!! Note *無効なプローブからのデータがチャートで使用される場合、チャートの左上隅に情報アイコンが
表示され、提供されたリンクをクリックしてプローブを有効にできます。

• Data Retention列の Defaultスイッチを Noに移動して Dayフィールドを有効にし、プローブに
よって収集された情報が PEMサーバーに保存される日数を指定します。

Manage Probesタブには、現在のノードから変更できないプローブに関する情報が表示される場合があり
ます。現在のダイアログからプローブを変更できない場合、スイッチは無効になります。一般に、無効な
プローブは、PEMクライアントツリーコントロールの階層の上位にあるノードから変更できます。ツリー
コントロールで別のオブジェクトを選択して、[Manage Probes]タブで表示または有効にするプローブを
変更します。

カスタムプローブの作成

PEM Custom Probesタブを使用して、新しいプローブを作成したり、既存のユーザー定義プローブを変更
したりできます。Custom Probesタブを開くには、Manage Probesタブから Manage Custom Probes...

アイコンを選択します。

図 21: The Custom Probes dialog

4.4. プローブ 67



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

Show System Probes?スイッチを使用して、Custom Probesタブでシステムプローブを表示または非表
示にします。

Custom Probesタブを使用して、新しいプローブを作成したり、既存のプローブを変更したりできます。
新しいプローブを作成するには、タブの右上隅にある Addアイコンをクリックします。Probe Name列に
新しいプローブの名前を入力します。次に、Editアイコン（プローブ名前の左側にある）を選択して、プ
ローブ定義を確認または追加します。

図 22: Defining a custom probe – the General tab

Generalタブのフィールドを使用して、既存のプローブの定義を変更するか、新しいプローブのプロパティ
を指定します。

• Probe Nameフィールドを使用して、新しいプローブの名前を指定します。

• Collection methodフィールドを使用して、プローブタイプを指定します。ドロップダウンリスト
ボックスを使用して、以下を選択します。

– プローブは SQL ステートメントを介して情報を収集し SQL。-WMI-プローブは、 Windows
Management Instrumentation拡張を介して情報を収集します。-バッチ-プローブはコマンドスク
リプトまたはシェルスクリプトを使用して情報を収集します。

– Linux システムでバッチプローブを作成する前に、agent.cfg ファイルを変更し、
allow_batch_probes パラメータを true に設定して、PEM エージェントをリスタートする
必要があります。agent.cfgファイルは、次のディレクトリのいずれかにあります。

– -グラフィカルインストーラを使用して PEMをインストールした場合：/opt/edb/pem/agent/

etc/agent.cfg-RPMを使用して PEMをインストールした場合：/usr/edb/pem/agent/etc/

agent.cfg

68 第 4章 Performance Monitoring and Management



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

– 64ビットWindowsシステムでは、エージェント設定はレジストリに保存されます。バッチプロー
ブを作成する前に、AllowBatchProbesレジストリエントリーのレジストリエントリーを変更
し、PEMエージェントをリスタートします。PEMレジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE\

Software\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agentにあります。

– バッチプローブはプラットフォーム固有であることにノートしてください。Batchの収集メソッ
ドを指定する場合は、Platformフィールドでプラットフォームタイプを指定する必要があります。

– Linuxシステムでスクリプトを呼び出すには、agent.cfgファイルの batch_script_userパラ
メータのエントリーを変更し、スクリプトの実行に使用するユーザを指定する必要があります。
このパラメータには、非ルートユーザまたはルートを指定できます。ユーザが存在しない場合、
スクリプトは実行されません。ファイルを変更した後、エージェントを再起動します。

Windowsシステムでスクリプトを呼び出すには、AllowBatchJobStepsのレジストリエントリーを trueに
設定し、PEMエージェントをリスタートします。

• Target Typeドロップダウンリストボックスを使用して、プローブがモニタするオブジェクトタイ
プを選択します。収集メソッドがWMIの場合、ターゲットタイプは無効になります。

• Minutesおよび Secondsセレクターを使用して、プローブがデータを収集する頻度を指定します。

• Probe Enable?スイッチを使用して、プローブがデフォルトで有効になっているかどうかを指定し
ます。デフォルトでプローブを有効にするには Yesを指定し、デフォルトでプローブを無効にするに
は Noを指定しデフォルト。

!!! Note *無効化されたプローブのデータがチャートで使用される場合、チャートの左上隅に情報アイコン
が表示され、提供されたリンクをクリックしてプローブを有効化できます。

• Data Retentionフィールドを使用して、収集された情報がプローブの履歴テーブルに保持される日
数を指定します。

• Discard from historyの横にあるスイッチを使用して、サーバーがプローブの履歴テーブルを作
成するかどうかを指定します。プローブ履歴を破棄するには Yesを選択し、テーブルにプローブ履
歴を保持するには Noを選択します。

• Platformドロップダウンリストボックスを使用して、プローブがモニタプラットフォームのタイプ
を指定します。このフィールドは、Collectionメソッドが Batchの場合にのみ有効になります。

Columnsタブを使用して、プローブデータが保存される列を定義します。Columnsタブに移動し、Addボ
タン（右上隅）をクリックして新しい列を定義します。Nameフィールドに列名前を指定した後、Editボ
タン（新しい列名前の左側）をクリックして、列に関する情報を提供します。

• Nameフィールドの列にわかりやすい名前を付けます。

• Internal Nameフィールドは、ユーザー定義プローブに対して有効になっていません。

• Column Typeドロップダウンリストボックスを使用して、列がキー列（プライマリキー）か非キー
列かを指定します。非キー列は通常、メトリックアイテム（グラフ化できる値）です。

• Data Typeドロップダウンリストボックスを使用して、列に格納されるデータのタイプを指定します。

• Unitフィールドを使用して、列に格納されているメトリックに適用される測定単位を指定します。
この単位は、カスタムチャートまたは Capacity Managerチャートの Y軸に表示されます。これはオ
プショナルのフィールドです。
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図 23: The Columns tab of the Custom Probes dialog

• Graphableスイッチを使用して、定義されたメトリックをグラフ化できるかどうか、および Capacity
ManagerまたはManage Chartsダイアログからプローブにアクセスできるように指定します。

• Is PITスイッチを使用して、メトリックを特定の時点までに保存するかどうかを指定します。

– 「ポイントインタイム」メトリックは、特定の時点で変化する（増加または減少する）メトリッ
クです。例、データベースサイズは特定時点のメトリックです。任意の時点で、データベース
のサイズは変動します。ポイントインタイムではないメトリック（累積メトリックとも呼ばれ
る）は、サイズが常に時間とともに増加するメトリックです。例、読み取りブロックと読み取
りタプルは累積メトリックです。値は同じままか、増加します。

• Calculate PITスイッチを使用して、サーバーがメトリックデータのポイントインタイム値を計算
するように指定します。Is PITが Yesの場合、Calculate PITは無効になります。

– PEMでは、累積メトリックのポイントイン時間値も保存できます。PEMは、累積メトリックの
最後に収集された値を現在の値から減算し、その差を特定の時点の値として保存します。

Codeタブを使用して、プローブによって実行されるデフォルトコードを指定します。

• プローブが SQLプローブである場合、Codeタブでプローブによって呼び出される SQL SELECTス
テートメントを指定する必要があります。クエリーによって返される列名は、Columnsタブで指定
された内部名とマッチする必要があります。クエリーによって返される列の数、列名前、データタイ
プなどは、Columnsタブで指定された情報とマッチする必要があります。

• プローブがバッチプローブの場合、プローブの実行時に呼び出されるシェルまたは.batスクリプトを
指定する必要があります。スクリプトの出力は次のようになります。

– 最初の行には、Columnsタブで提供される列の名前を含める必要があります。各列名前はタブ
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図 24: The Code tab of the Custom Probes dialog

（t）文字で区切る必要があります。2行目以降、各行にはタブ文字で区切られた各列のデータが
含まれている必要があります。

– 指定された列がキー列として定義されている場合、スクリプトが出力の行にわたってその列の
重複データを生成しないことを保証必要があります。Columnsタブで指定された列の数とその
名前、データタイプなどは、スクリプト出力の出力とマッチする必要があります。

• プローブがWMIプローブの場合、WMIクエリーを SELECT WMIクエリーとして指定する必要があ
ります。SELECTステートメントで被参照される列名前は、Columnタブで指定された対応する列の
名前と同じでなければなりません。クエリーによって返される列名は、Column タブで指定された
Internal Nameとマッチする必要があります。クエリーによって返される列の数、列名前、データ
タイプなどは、[列]タブで指定された情報とマッチする必要があります。

図 25: The Alternate Code tab of the Custom Probes dialog

Alternate Codeタブを使用して、特定のバージョンのサーバーでプローブが起動した場合に呼び出され
るコードを提供します。バージョン固有のコードを提供するには、Applies to any server version?ス
イッチを Noに移動し、Addボタンをクリックします。次に、Database Version(s)ドロップダウンリス
トボックスを使用してバージョンを選択し、Editボタン（バージョン名前の左側）をクリックして、プ
ローブの起動時に実行されるコードを提供します。

データベースバージョンを選択し、Probe Code列を空白のままにすると、PEMは、そのバージョンに一
致するサーバーでプローブが実行されると、Codeタブで指定されたコードを呼び出します。

プローブの定義が完了したら、Saveアイコン（Custom Probesタブの隅）をクリックして定義を保存し、
カスタムチャートおよびグラフでプローブデータを使用できる makeにします。
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プローブのエクスポートまたはインポート

!!! Tip“New Feature” *プローブの別の PEMサーバーへのエクスポートとインポートは、8.2.0以降で利
用可能です。

プローブを選択し、テーブルの右上隅にある Exportアイコンを選択します。Save Fileオプションを選
択してから okを選択すると、JSONファイルが生成されます。

図 26: Custom Probes - Export

プローブを Importするには、Manage Custom Probesタブに移動し、テーブルの右上隅にある Importア
イコンを選択します。

図 27: Custom Probes Import

Browseボタンをクリックして、インポートするプローブコードを含む JSONファイルを選択し、Importを
クリックします。

インポートするファイルを選択したら、skip existingチェックボックスを選択できます。選択すると、
プローブが既に存在する場合はスキップされます。

チェックボックスが選択されていて、プローブが既に存在する場合、以下のメッセージでプローブのイン
ポートをスキップします。
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図 28: Custom Probes - Import Browse

図 29: Custom Probes - Import Skipped Message

チェックボックスが選択されておらず、プローブがすでに存在する場合、プローブはインポートされず、以
下のエラーがスローされます。

図 30: Custom Probes - Import Error

!!! Note * Importは、設定済みの保持ポリシーに従って履歴データを保持するように設定されている可能
性があるため、既存のプローブを上書きできません。

チェックボックスが選択されておらず、プローブが存在せず、pemスキーマに対応するテーブルが存在す
る場合、同じテーブルを使用してプローブを正常にインポートします。

!!! Note *プローブが削除され、Manage Custom Probeタブにリストされていない可能性がありますが、
そのプローブのデータを保持するテーブルは pemスキーマに存在しています。
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図 31: Custom Probes Import Successful

プローブの削除

ユーザー定義のプローブのみを削除できます。プローブを削除するには、プローブテーブルでプローブ名
前を選択し、Deleteアイコン（テーブルの右上隅にある）を選択します。プローブ履歴は、プローブ定義
の History Retentionフィールドで指定された長さの間持続します。削除中に、プローブ定義が削除さ
れ、対応するテーブルが pemdataおよび pemhistoryスキーマから削除されます。

システムプローブは、PEMが提供するビルトインプローブであり、PEMスキーマのパートです。システム
プローブのみを変更できます。システムプローブを削除しようとすると、PEMからエラーを受け取ります。

図 32: Attempting to delete a system probe

プローブのコピー

Copy Probe Configuration...ダイアログを使用して、1つの監視対象オブジェクトから同じタイプの 1
つ以上の監視対象オブジェクトにプローブ定義をコピーできます。Copy Probe Configuration...ダイ
アログを開くには、PEMクライアントツリーコントロールでプローブのコピー元のオブジェクトを強調表
示し、Managementメニューから Manage Probesを選択します。Manage Probesタブが開いたら、Copy

Probeをクリックして Copy Probe Configurationダイアログを開きます。

このダイアログは、[プローブ設定のコピー]ダイアログを開いたオブジェクトから、ツリーコントロール
で選択した場所にプローブ定義をコピーします。

Copy Probe Configurationツリーコントロールで親ノードを指定すると、PEMはツリーコントロール内
のそのノードの下にある各オブジェクト（同じタイプ）にプローブ設定をコピーすることに注意してくだ
さい。例、1つのスキーマからデータベース内にあるすべてのスキーマにプローブ定義をコピーするには、
ターゲットスキーマの親データベースのみを選択します。そのオブジェクトがコピーされているプローブ
のソースである場合、リストされたターゲットオブジェクトの名前の左側に赤いワーニング記号が表示さ
れることにノートしてください。
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図 33: The Copy Probe Configuration tree control

ターゲットオブジェクトを選択したら、Configure Probesボタンをクリックして、ダイアログで選択し
た場所にプローブ定義をコピーします。

4.5 アラート
PEMは登録されたサーバーを継続的に監視し、パフォーマンスメトリックを各統計の良好または許容可能
なパフォーマンスを構成する事前定義されたユーザー指定のしきい値と比較します。許容可能なしきい値
から逸脱すると、アラートがトリガーされます。アラートは、PEMがシステム統計と比較するシステム定
義またはユーザー定義の条件セットです。アラートは、注意が必要な登録済みサーバーの状態に注意を促
します。

4.5.1 Global Dashboardでアラートを表示する

システム統計がその統計に指定された境界から逸脱すると、アラートがトリガーされ、Global Overview

ダッシュボードの Alert Statusテーブルの左端の列に重大度の高い（赤）、低い（黄色）、または中程度
（オレンジ）のワーニングが表示されます。

PEMサーバーには、サーバーをアクティブにモニタリングしている事前定義のアラートが多数含まれてい
ます。アラート定義によりアラートの原因に関する詳細が利用可能になった場合、重大度ワーニングの右
側の下矢印をクリックして、アラートをトリガーした条件に関する詳細情報を含むダイアログにアクセス
できます。

PEMは、カスタマイズされたアラートを作成できるインタフェースも提供します。各アラートは、アラー
トテンプレートで定義されたメトリックを使用します。アラートテンプレートは、サーバーがリソースまた
はメトリックの統計を評価する方法を定義します。PEMサーバーには、事前定義されたいくつかのアラー
トテンプレートが含まれていますが、カスタムアラートテンプレートを作成することもできます。
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図 34: The Alert Status table

図 35: Alert details
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4.5.2 アラートダッシュボードによるアラートの表示

Dashboardsメニュー（Monitoringタブ）を使用して、Alertsダッシュボードにアクセスします。Alerts

ダッシュボードには、アクティブなアラートの概要と各アラートのステータスが表示されます。

図 36: The Alerts Dashboard

Alerts Dashboardヘッダーには、ダッシュボードが最後に更新された日付と時刻、および現在のアラー
トの数が表示されます。

Alerts Overviewセクションには、アクティブなアラートのグラフィック表現形式と、現在の高、低、お
よび中のアラートの数が表示されます。グラフの左側の垂直バーは、各列に表示されるアラートの数を提
供します。グラフの右上隅に、選択したアラート重大度のアラートカウントを表示するには、バーにカー
ソルを合わせます。

Alert Detailsテーブルは、現在トリガーされているアラートのリストを提供します。エントリは、重大
度の高いものから低いものへ優先順位付けされます。各エントリーには、アラートを識別し、アラートを
トリガーした条件を認識するための情報が含まれています。アラートの名前をクリックして、アラート定
義に関する詳細情報を確認します。

Alert Errorsテーブルには、構成関連のエラーが表示されます（たとえば、必要なプローブを誤って無
効にしたり、アラートパラメータを不適切に構成したりする）。[エラーメッセージ]列に表示される情報を
使用して、エラーの原因となっている競合を特定して解決できます。
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アラートダッシュボードのカスタマイズ

アラートダッシュボードに表示されるテーブルとチャートをカスタマイズます。テーブルまたはチャート
をカスタマイズするには、右上隅にある設定アイコンをクリックします。

図 37: Customizing a chart

[グラフ構成の個人用設定]ダイアログのフィールドを使用して、表示設定を指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、テーブルまたはチャートに表示されるデータの更新間隔を秒
数で指定します。

• 該当する場合、Download asフィールドを使用して、グラフを JPEGイメージまたは PNGイメージ
としてダウンロードするかどうかを示します。

• 該当する場合、Colours selectorsを使用して、チャートで使用される表示色を指定します。

• 該当する場合、Show Acknowledged Alertsスイッチを [はい]に設定して、[確認済み]列のチェッ
クボックスで確認したアラートを表に表示することを示します。このフィールドを「いいえ」に設定
して、表が承認済みのアラートを非表示にすることを示します。スイッチはトグルとして機能しま
す。確認されたアラートは、アラート定義で指定された時間が経過するまで、テーブルのコンテンツ
から削除されません。

カスタマイズを保存するには、右上隅の Saveアイコン（チェックマーク）をクリックします。以前の変
更を削除してデフォルト値に戻すには、Deleteアイコンをクリックします。Saveおよび Deleteドロッ
プダウンメニューを使用すると、設定を All Dashboardsに適用するか、選択したサーバーまたはデータ
ベースに適用するかを指定できます。

4.5.3 アラートの管理

PEMクライアントの Manage Alertsタブを使用して、アラートを定義、コピー、または管理します。Manage

Alertsタブを開くには、Managementメニューから Manage Alertsを選択します。

Quick Linksツールバーを使用して、アラートを管理するときに役立つダイアログとタブを開きます。

• [Copy Alerts]をクリックして [Copy Alert Configuration ]ダイアログを開き、アラート定義を
コピーします。

• [Alert Templates]をクリックして [Alert Template]タブを開き、アラートテンプレートを変更ま
たは作成します。

• [Email Groups]をクリックして [Email Groups]タブを開き、メールグループを変更または作成し
ます。

• [Webhooks]をクリックして [Webhooks]タブを開き、webhookエンドポイントを作成または管理し
ます。
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図 38: The Manage Alerts tab

• [Server Configurations]をクリックして [Server Configuration ]ダイアログを開き、サーバー
構成設定を確認または変更します。

• [Help]をクリックして、PEM Webインタフェースの新しいタブで PEMオンラインヘルプを開きます。

[Manage Alerts]タブの [Alerts]セクションの表を使用して、新しいアラートを作成するか、既存のア
ラートを管理します。

アラートテンプレート

アラートテンプレートは、アラートのプロパティを定義するプロトタイプです。アラートは、監視対象オ
ブジェクトの現在の状態をしきい値（アラートテンプレートで指定）と比較して、管理上の注意が必要シ
チュエーションが存在するかどうかを判断するようサーバーに指示します。

Alert Templatesタブを使用して、カスタムアラートテンプレートを定義したり、既存のアラートテン
プレートの定義をビューしたりできます。Alert Templatesタブを開くには、Managementメニューから
Manage Alerts... メニューオプションを選択します。Manage Alerts タブが開いたら、Quick Links

ツールバーから Alert Templatesを選択します。

図 39: The Alert Templates tab
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Show System Templateドロップダウンリストボックスを使用して、Alert Templatesテーブルに表示さ
れるアラートテンプレートをフィルタリングします。リストボックスを使用して PEM階層のレベルを選
択し、選択したレベルのすべてのテンプレートをビューしレベル。

新しいアラートテンプレートの定義

新しいアラートテンプレートを定義するには、Show System Templateドロップダウンリストボックスを
使用して [なし]を選択し、アラートテンプレートテーブルの右上隅にある Addアイコン（+）をクリック
します。アラートテンプレートエディタが開きます。

図 40: The General tab

Generalタブのフィールドを使用して、テンプレートに関する一般情報を指定します。

• Template nameフィールドを使用して、新しいアラートテンプレートの名前を指定します。

• Descriptionフィールドを使用して、アラートテンプレートの説明を入力します。

• Target typeドロップダウンリストボックスを使用して、アラートの対象となるオブジェクトのタ
イプを選択します。

• Applies to serverドロップダウンリストボックスを使用して、アラートが適用されるサーバータ
イプ（EDB Postgres Advanced Serverまたは PostgreSQL）を指定します。単一のサーバータイプ、ま
たは ALLを指定できます。

• History retentionフィールドを使用して、アラートの実行結果が PEMサーバーに保存される日
数を指定します。

• Threshold unitフィールドを使用して、しきい値の単位タイプを指定します。

• Auto createボックスのフィールドを使用して、PEMがテンプレートを使用して自動アラートを生
成する必要があるかどうかを示します。有効にした場合、PEMは（ターゲットタイプドロップダウ
ンリストボックスで指定された）新しいサーバーまたはエージェントが追加されると自動的にアラー
トを作成し、ターゲットオブジェクトがドロップされるとそのアラートを削除します。
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– -Auto create?スライダーを Yesに移動して、PEMがテンプレートに基づいてアラートを自動
的に作成することを示します。既存のアラートテンプレートを変更する場合、自動作成を変更し
ますか？スライダーを [いいえ]から [はい]にすると、PEMは既存のエージェントとサーバーに
アラートを作成します。スライダーを [はい]から [いいえ]に変更すると、既存のアラートのデ
フォルトのしきい値が消去され、元に戻せないことにノートしてください。-Operatorドロッ
プダウンリストボックスを使用して、現在のシステム値を評価するときに PEMが使用する演算
子を選択します。

– 大なり記号（>）を選択して、システム値が「しきい値」フィールドに入力された値より大きい
場合にアラートがトリガーされることを示します。

– 小なり記号（＆ lt;）を選択して、システム値が [しきい値]フィールドに入力された値より小さ
い場合にアラートがトリガーされることを示します。

• しきい値フィールドを使用して、PEMがシステム値と比較してアラートを生成する必要があるかど
うかを判断する値を指定します。3つのすべてのしきい値（低、中、高）の値を指定する必要がある
ことにノートしてください。

– Lowフィールドに重大度の低いアラートをトリガーする値を入力します。

– Mediumフィールドに重大度が中程度のアラートをトリガーする値を入力します。

– Highフィールドに重大度の高いアラートをトリガーする値を入力します。

• Check frequencyフィールドを使用して、アラート実行間のデフォルトの分数を指定します。この
値は、サーバーが定義で指定された SQLコードを呼び出し、その結果をテンプレートで指定された
しきい値と比較する頻度を指定します。

図 41: The Probe Dependency tab of the Alert Templates dialog

[Probe Dependency]タブのフィールドを使用して、[ SQL ]タブで指定された SQLクエリーで参照される
プローブの名前を指定します。

• Probesドロップダウンリストボックスを使用して、使用可能なプローブのリストから選択します。
プローブ名前を強調表示し、Addボタンをクリックして、アラートテンプレートで使用されるプロー
ブのリストにプローブを追加します。選択したプローブリストからプローブを削除するには、プロー
ブ名前を強調表示して、Deleteアイコンをクリックします。

図 42: The Parameters tab of the Alert Templates dialog
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• [Parameters]タブのフィールドを使用して、[SQL]タブで指定された SQLコードで使用されるパラ
メーターを定義します。Addアイコン（+）をクリックして：

– Nameフィールドを使用して、パラメータ名前を指定します。

– Data typeドロップダウンリストボックスを使用して、パラメータのタイプを指定します。

– Unitフィールドを使用して、パラメータで指定されたユニットのタイプを指定します。

• SQLタブの Codeフィールドを使用して、アラートの実行時にサーバーが呼び出す SQLクエリーのテ
キストを提供します。SQLクエリーは、しきい値と比較される結果を提供します。アラート結果が
指定されたしきい値から逸脱すると、アラートが発生します。

図 43: The SQL tab of the Alert Templates dialog

クエリー内で、Parametersタブで定義されたパラメーターは、変数 param  _xによって順番に被参照さ
れる必要があります。xは、パラメータリスト内のパラメータ定義の位置を示します。例、param_1はパ
ラメータリストの最初のパラメータを参照し、param_2はパラメーターパラメータリストの 2番目のパラ
メータを参照します。

クエリーには、次の事前定義変数も含めることができます。

Variable Description Variable Name
agent identifier '${agent_id}'
server identifier '${server_id}'
database name '${database_name}'
schema name '${schema_name}'
Table '${object_name}'
index '${object_name}'
sequence '${object_name}'
function name '${object_name}'

• Detailed Information SQLフィールドを使用して、アラートがトリガーされた場合に呼び出され
る SQL クエリーを提供します。クエリーの結果セットは、Alerts ダッシュボードまたは Global

Overviewダッシュボードの詳細なアラート情報のパートとして表示される場合があります。

!!! Note *指定されたクエリーが PEM階層内の異なるレベル（サーバー、データベース、スキーマなど）
の 1つ以上のプローブに依存しており、プローブが無効になると、結果のアラートは次のように表示され
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ます。

• クエリーで被参照されるアラート定義とプローブが PEM階層内の同じレベルからのものである場合、
サーバーは、Global Alertダッシュボードの Alert Errorテーブルにアラートテンプレートをリ
ファレンスするアラートを表示します。

• クエリーによって被参照されるアラート定義とプローブが PEM階層の異なるレベルからのものであ
る場合、サーバーは、アラートが定義された階層の Alert Detailsテーブルのアラートテンプレー
トをリファレンスするトリガーアラートを表示します。

Saveアイコンをクリックしてアラートテンプレート定義を保存し、アラートテンプレートリストにテンプ
レート名前を追加します。カスタムアラートテンプレートを保存した後、アラートダイアログを使用して、
テンプレートに基づいてアラートを定義できます。

アラートテンプレートのエクスポートまたはインポート

!!! Tip“New Feature” *別の PEMサーバーへのアラートテンプレートのエクスポートとインポートは、
8.2.0以降で利用できます。

アラートテンプレートを Exportにするには、Alert Templatesタブからアラートテンプレートを選択し、
テーブルの右上隅にある Exportアイコンを選択します。Save Fileオプションを選択してから okを選択
すると、JSONファイルが生成されます。

図 44: Alert Templates Export

アラートテンプレートを Importにするには、Alert Templatesタブに移動し、右上隅の Importアイコ
ンを選択します。

Browseボタンをクリックして、インポートするコードを含む JSONファイルを選択し、Importをクリッ
クします。

インポートするファイルを選択した後、次のチェックボックスを選択できます。

• skip exiting-このチェックボックスを選択すると、アラートテンプレートが既に存在する場合はス
キップされます。

• skip existing dependent probe-アラートテンプレートはプローブに依存しています。このチェッ
クボックスを選択すると、依存プローブが既に存在する場合はスキップされます。
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図 45: Alert Templates Import

図 46: Alert Templates Import Browse

両方のチェックボックスが選択され、アラートテンプレートが既に存在する場合、以下のメッセージでア
ラートテンプレートのインポートがスキップされます。

図 47: Alert Templates Skip Both

skip existingチェックボックスが選択されておらず、skip dependent probeが選択され、アラートテ
ンプレートが既に存在する場合、以下のようにアラートテンプレートが正常にインポートされます。

両方のチェックボックスが選択されておらず、アラートテンプレートが存在しない場合、以下のようにア
ラートテンプレートが正常にインポートされます。

アラートテンプレートの変更または削除

既存のテンプレート（PEMの事前定義されたアラートテンプレートを含む）の定義をビューするには、Show
System Templateドロップダウンリストボックスを使用して、監視するオブジェクトのタイプを選択しま
す。オブジェクトタイプを選択すると、Alert Templatesテーブルには、そのオブジェクトタイプに対応
する現在定義されているアラートテンプレートが表示されます。

リスト内のテンプレート名を強調表示し、（行の左端にある）編集アイコンをクリックして、テンプレート
定義を確認します。
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図 48: Alert Templates Skip Dependent Probe

図 49: Alert Template Import Successful

Alert Templatesダイアログのタブを使用して、アラートテンプレートに関する詳細情報をビューします。

• 一般情報は [General]タブに表示されます。

• テンプレートのデータを提供するプローブの名前は、Probe Dependency タブにリストされます。
SQLコードで参照されるパラメーターの名前は、Parametersタブにリストされます。

• アラートの動作を定義する SQLコードが SQLタブに表示されます。

アラートテンプレートを削除するには、アラートテンプレートテーブルでテンプレート名前を選択し、Delete
アイコン（テーブルの右上隅にある）をクリックします。アラート履歴は、テンプレート定義の History

Retentionフィールドで指定された長さにわたって持続します。

監査ログアラート

PEMは、Alertingダイアログを使用して、ERRORまたは WARNINGステートメントが特定のサーバーまたは
エージェントのログファイルに書き込まれたときにトリガーされるアラートを作成できるアラートテンプ
レートを提供します。Alertingダイアログを開くには、PEMクライアントのオブジェクトブラウザツリー
コントロールでサーバーまたはエージェントの名前を強調表示し、Managementメニューから Alerting...

を選択します。

特定のサーバーのログファイルにエラーまたは警告メッセージを通知するアラートを作成するには、次の
いずれかのアラートテンプレートを使用するアラートを作成します。

過去 X時間のサーバーMのログファイルのエラー数

過去 X時間のサーバーMのログファイル内の警告の数

過去 X時間のサーバーMのログファイル内のエラーまたは警告の数
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特定のエージェントのエラーまたは警告メッセージを通知するアラートを作成するには、次のアラートテ
ンプレートのいずれかを使用するアラートを作成します。

過去 X時間のエージェントMのログファイルのエラー数

過去 X時間のエージェントMのログファイル内の警告の数

過去 X時間のエージェントMのログファイル内のエラーまたは警告の数

この機能は Advanced Serverでのみサポートされていることにノートしてください。

アラート

PEMクライアントの Manage Alertsタブを使用して、アラートを定義、コピー、または管理します。Manage

Alertsタブを開くには、Managementメニューから Manage Alertsを選択します。

新しいアラートの定義

Manage Alertsタブには、PEMクライアントツリーコントロールで現在選択されているオブジェクトで
定義されているアラートのテーブルが表示されます。Alertsテーブルを使用して、既存のアラートを変更
したり、新しいアラートを作成したりできます。

図 50: The Manage Alerts tab

アラートエディタを開いて新しいアラートを作成するには、テーブルの右上隅にある追加アイコン（+）を
クリックします。以下に示すように、エディタが開きます。

Generalタブのフィールドを使用して、アラートに関する情報を提供します。

• Nameフィールドにアラートの名前を入力します。

• Templateフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、アラートのテンプレートを選択
します。アラートテンプレートは、1つ（または複数）のメトリックまたはパラメーターを使用し
て、PEMがユーザー指定のアラート境界を比較する値を生成するファンクションです。テンプレー
トファンクションによって返された値が、ユーザー定義のアラートの境界内にある値に評価される場
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図 51: The General tab of the alert editor

合（オペレーターおよびしきい値のフィールドで指定）、PEMはアラートを生成し、アラート概要表
示に通知を追加します。テンプレートで指定されたアクションを実行します。

• Enable?スイッチを使用して、アラートを有効にする（Yes）か無効にする（No）かを指定します。

• Intervalボックスのコントロールを使用して、アラート条件が満たされているかどうかをアラート
が確認する頻度を指定します。分セレクターを使用して、インターバル値を指定します。Defaultス
イッチを使用して、Minutes値を選択したテンプレートのデフォルト（推奨）値に設定またはリセッ
トします。

• History retention ボックスのコントロールを使用して、アラートによって収集されたデータを
PEMが保存する日数を指定します。Daysセレクターを使用して、データを保存する日数を指定しま
す。Defaultスイッチを使用して、Days値をデフォルト値（30日）に設定またはリセットします。

• Threshold valuesボックスのコントロールを使用して、アラートのトリガー条件を定義します。[し
きい値]フィールドで指定された値が（オペレーターで指定された）システム値よりも大きいまたは
小さいと評価されると、PEMは低、中、または高レベルのアラートを生成します。

• Operatorドロップダウンリストボックスを使用して、現在のシステム値を評価するときに PEMが
使用する演算子を選択します。

• 大なり記号（>）を選択して、システム値が「しきい値」フィールドに入力された値より大きい場合
にアラートがトリガーされることを示します。

• 小なり記号（＆ lt;）を選択して、システム値が [しきい値]フィールドに入力された値より小さい場
合にアラートをトリガーすることを示します。

4.5. アラート 87



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

• thresholdフィールドを使用して、PEMがシステム値と比較してアラートを生成する必要があるか
どうかを判断する値を指定します。3つのすべてのしきい値（低、中、高）の値を指定する必要があ
ることにノートしてください。

• Lowフィールドに重大度の低いアラートをトリガーする値を入力します。

• Mediumフィールドに重大度が中程度のアラートをトリガーする値を入力します。

• Highフィールドに重大度の高いアラートをトリガーする値を入力します。

Parameter Optionsテーブルには、選択したテンプレートに必要なパラメーターのリストが含まれていま
す。この表には、事前定義されたパラメーターと、値を指定する必要があるパラメーターの両方が表示され
ます。[値]列にプロンプトを表示するパラメータには値を指定する必要があることにノートしてください。

PEMは、アラートがトリガーされた場合、またはアラートがクリアされた場合に、通知を送信したり、ス
クリプトを実行したりできます。Notificationタブを使用して、アラートが発生した場合の PEMの動作
を指定します。

図 52: The alert editor Notification tab

Email notificationボックスのフィールドを使用して、指定したレベルでアラートがトリガーされた場
合にメール通知を受信する電子メールグループを指定します。Email Groupsタブを使用して、アラートが
トリガーされたときに通知されるユーザのアドレスを含むメールグループを作成します。Email Groups

タブにアクセスするには、Manage Alertsタブの Quick Linksメニューにある Email Groupsアイコン
をクリックします。

• 特定のアラートレベルに達したときにメールを送信するように PEMに指示するには、アラートレベ
ルの横のスライダーを [はい]に設定し、ドロップダウンリストボックスを使用して、通知する事前
定義のユーザまたはグループを選択します。

PEMがメール通知を送信する前に、SMTPサーバーを使用してメールを配信するように PEMサーバーを
構成する必要があることにノートしてください。

指定されたレベルでアラートがトリガーされる場合は、Webhook notificationボックスを使用して 1つ
またはマルチプルのエンドポイントを指定します。webhooks tabを使用して、アラートがトリガーされたと
きに通知を受け取る webhookエンドポイントを作成します。Webhooksタブにアクセスするには、Manage

Alertsタブの Quick Linksメニューにある Webhooksアイコンをクリックします。

• Enable?を Yesに設定して、アラート通知を webhookエンドポイントに送信します。
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図 53: The alert editor Notification webhook tab

• Override default configuration?を Yesに設定して、要件に従ってカスタマイズされたアラー
トレベルを設定します。Yesに設定されると、すべてのアラートレベルが設定可能になります。

• ドロップダウンを使用して、Low alerts?、Medium alerts?、High alerts?、および Cleared

alerts?の通知を送信する定義済みエンドポイントを選択します。

図 54: The alert editor Notification SNMP tab

Trap notificationオプションを使用して、このアラートのトラップ通知を構成します。

• Send trapスライダーを Yesに設定して、このアラートの状態が変化したときに SNMPトラップ通
知を送信します。

• SNMP Verを v1、v2、または v3に設定して、SNMPバージョンを識別します。

• Low alert、Med alert、および High alertスライダーを使用して、トラップをトリガーするアラー
トのレベルを選択します。例、[高アラート]の横のスライダーを [はい]に設定すると、PEMは、重
大度レベルの高いアラートがトリガーされたときに通知を送信します。

通知を送信する前に、SNMPトラップ/通知レシーバに通知を送信するように PEMサーバーを構成する必
要があることにノートしてください。SNMP v3トラップを送信するために、pemAgentは、SNMPパケッ
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トの認証、暗号化、および復号化を担当する「ユーザーセキュリティモデル（USM）」を使用します。

また、SNMP v3トラップの送信中に、エージェントは snmp_boot_counterファイルを作成することにノート
してください。このファイルは、agent.cfgの batch_script_dirパラメータで指定された場所に作成されホー
ムディレクトリ。このパラメータが構成されていない場合、または認証制限のためにディレクトリにアク
セスできない場合、オペレーティングシステムの一時ディレクトリ。

図 55: The alert editor Notification Nagios tab

Nagios notificationボックスのフィールドを使用して、アラートがトリガーまたはクリアされたときに
Nagiosネットワークアラートソフトウェアに通知するように PEMサーバーに指示します。詳細について
は、Using PEM with Nagiosを参照してください

• Submit passive service check result to Nagiosスイッチを Yesに設定して、アラートがトリ
ガーまたはクリアされたときに Nagiosに通知するように PEMサーバーに指示します。

[オプション] Script executionボックスのフィールドを使用して、アラートがトリガーされた場合に実
行されるスクリプトを定義し、スクリプトの実行に関する詳細を指定します。

• Execute scriptスライダーを Yesに設定して、アラートがトリガーされた場合に提供されたスク
リプトを実行ように PEMに指示します。

• Execute on alert clearedスライダーを Yesに設定して、アラートをトリガーしたシチュエーショ
ンが解決されたときに提供されたスクリプトを実行ように PEMに指示します。

• Execute script onの横にあるラジオボタンを使用して、PEMサーバーまたは監視対象サーバーで
スクリプトを実行ことを示します。

• PEM が実行スクリプトを Code フィールドに提供します。バッチ/シェルスクリプト、または SQL
コードを提供できます。スクリプト内では、次の目的でプレースホルダーを使用できます。

– %AlertName%-このプレースホルダは、トリガーされたアラートの名前に置き換えられます。

– %ObjectName%-このプレースホルダは、アラートがトリガーされたサーバーまたはエージェン
トの名前に置き換えられます。

– %ThresholdValue%-このプレースホルダは、アラートがトリガーされたときにメトリックが到
達したしきい値に置き換えられます。
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図 56: The alert editor script execution tab
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– %CurrentValue%-このプレースホルダは、アラートをトリガーしたメトリックの現在の値に置
き換えられます。

– %CurrentState%-このプレースホルダは、アラートの現在の状態に置き換えられます。

– %OldState%-このプレースホルダは、アラートの以前の状態に置き換えられます。

– %AlertRaisedTime%-このプレースホルダは、アラートが発生した時刻、またはアラートの状態
が変更された最新の時刻に置き換えられます。

– Linuxシステムでスクリプトを呼び出すには、agent.cfgファイルの batch_script_userパラ
メータのエントリーを変更し、スクリプトの実行に使用するユーザを指定する必要があります。
このパラメータには、非ルートユーザまたはルートを指定できます。ユーザが存在しない場合、
スクリプトは実行されません。ファイルを変更した後、エージェントを再起動します。

Windowsシステムでスクリプトを呼び出すには、AllowBatchJobStepsのレジストリエントリーを trueに
設定し、PEMエージェントをリスタートします。PEMレジストリエントリは、HKEY_LOCAL_MACHINE
/ Software / Wow6432Node / EnterpriseDB/ PEM / agentにあります。

アラート属性を定義したら、編集アイコンをクリックしてアラート定義エディタを閉じ、次に保存アイコ
ン（Alertsテーブルの右上隅）をクリックします。変更を破棄するには、リフレッシュアイコンをクリッ
クします。変更を破棄することを確認するポップアップが表示されます。

!!! Note *外部スクリプトでアラート構成プレースホルダ値を使用する必要があるとします。それらをコマ
ンドライン引数として渡すか、環境変数としてエクスポートすることで実行できます。外部スクリプトに
は適切な実行権限が必要であることにノートしてください。

• コマンドライン引数として任意のプレースホルダーを使用してスクリプトを実行できます。

– 例えば：

* #!/bin/bash

* bash <path_to_script>/script.sh "%AlertName% %AlertLevel% %AlertDetails%"

• 任意のプレースホルダーの環境変数を定義し、スクリプトでそれらの環境変数を使用できます。

– 例えば：

* #!/bin/bash

* export AlertName=%AlertName%

* export AlertState=%AlertState%

* bash <path_to_script>/script.sh

アラートの変更

Alertsテーブルを使用して、既存のアラートを管理するか、新しいアラートを作成します。PEMクライア
ントツリーコントロールでオブジェクトを強調表示して、そのオブジェクトをモニタするアラートをビュー
します。

Alertsテーブルでアラートのいくつかのプロパティを変更できます。

• Alert name列には、アラートの名前が表示されます。アラート名前を変更するには、テーブル内の
名前を置き換えるだけで、保存アイコンをクリックします。
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図 57: The Alerts table

• Alert template列には、アラートで使用されるプロパティを指定するアラートテンプレートの名前
が表示されます。ドロップダウンリストボックスを使用して、アラートに関連付けられているアラー
トテンプレートを変更できます。

• Alert enable?スイッチを使用して、アラートを有効にする（はい）か無効にする（いいえ）かを指
定します。

• Interval列を使用して、PEMがアラート条件が満たされているかどうかを確認する頻度を指定しま
す。Defaultスイッチを Noに設定して代替値（分単位）を指定するか、デフォルトスイッチを Yes

に結果て値をデフォルト設定にリセットします。デフォルトでは、PEMは 1分ごとに各アラートの
ステータスをチェックします。

• History retentionフィールドを使用して、PEMがアラートによって収集されたデータを保存する
日数を指定します。Defaultスイッチを Noに設定して代替値（日数）を指定するか、デフォルトス
イッチを Yesに結果て値をデフォルト設定にリセットします。デフォルトでは、PEMは履歴データ
を 30日間保存することをお勧めします。

アラートを変更した後、保存アイコン（表の右上隅にある）をクリックし make、変更を永続化します。

アラート名前の左側にある編集アイコンをクリックして、完全なアラート定義へのアクセスを提供するエ
ディタを開き、他のアラート属性を変更します。

Alert detailsダイアログのフィールドを使用して、選択したアラートの定義を変更します。アラート定
義の変更が完了したら、Saveをクリックして変更を保存するか、Cancelをクリックして変更を保存せず
にダイアログを終了します。
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図 58: The Alert details dialog

アラートの削除

削除するアラートをマークするには、アラートテーブルでアラート名前を強調表示し、名前の左側にある削
除アイコンをクリックします。アラートはリストに残りますが、赤い取り消し線フォントで表示されます。

図 59: Deleting an alert

削除アイコンはトグルとして機能します。削除アイコンをもう一度クリックすると、削除を取り消すこと
ができます。Saveアイコンをクリックすると、アラート定義が完全に削除されます。

アラートのコピー

PEMシステムでのアラートの展開を高速化するために、1つのオブジェクトから 1つ以上のターゲットオ
ブジェクトにアラート定義をコピーできます。
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オブジェクトからアラートをコピーするには、メイン PEMウィンドウの PEMクライアントツリーコント
ロールでオブジェクトを強調表示し、Managementメニューから Copy Alerts...オプションを選択しま
す。Manage Alertsタブが開いたら、Copy Alertsアイコン（Quick Linksツールバーにあります）を
クリックして、Copy Alert Configurationダイアログを開きます。

図 60: The Copy Alert Configuration dialog

Copy Alert Configurationダイアログは、PEMクライアントツリーコントロールで強調表示されてい
るオブジェクトのすべてのアラートを、ダイアログで選択したオブジェクトにコピーします。ツリーコン
トロールを展開してノードを選択し、ターゲットオブジェクトを指定します。ツリーコントロールでは、
ソースオブジェクトの横に赤いワーニングインジケーターが表示されます。

アラートを一度にマルチプルのオブジェクトにコピーするには、ターゲットの親ノードを選択します。例、
1つのテーブルからスキーマの横にあるチェックボックスを選択するだけです。PEMは、ソースオブジェ
クトと同じタイプのターゲットにのみアラートをコピーします。

Ignore duplicatesオプションボタンをオンにして、PEMがターゲットオブジェクトの既存のアラート
を、コピーされているものと同じ名前で更新しないようにします。Replace duplicatesオプションを使
用して、既存のアラートをソースオブジェクトからの同じ名前のアラートに置き換えます。

Configure Alertsボタンをクリックして、Copy Alert Configurationダイアログで選択したオブジェ
クトの中または下にあるソースオブジェクトから同じタイプのすべてのオブジェクトにアラートをコピー
します。
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アラートブラックアウトのスケジュール

Managementメニューの Schedule Alert Blackoutオプションを使用して、メンテナンス中に Postgres
サーバーと PEMエージェントのアラートブラックアウトをスケジュールできます。定義されたブラック
アウト期間中はアラートは発生しません。

アラートブラックアウトをスケジュールするには、Managementメニューをクリックし、Schedule Alert

Blackoutを選択します。

図 61: PEM Management Menu

Schedule Alert Blackoutダイアログが開いたら、ダイアログのタブを使用して、サーバーとエージェ
ントのブラックアウト期間を定義します。Serverタブを開き、右上隅にある追加アイコン（+）をクリッ
クして新しい行を追加します。

図 62: Schedule Alert Blackout - Server tab

Serverタブのフィールドを使用して、アラートのブラックアウト期間に関する情報を提供します。
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• Start timeフィールドを使用して、アラートブラックアウトをスタートする日時を指定します。

• Durationフィールドを使用して、アラートをブラックアウトするインターバルを指定します。

• Serversフィールドを使用して、アラートをブラックアウトするサーバー名前を指定します。マル
チプルのサーバーを選択して、それらのサーバーのアラートを同時にブラックアウトすることもでき
ます。

詳細を入力した後、ダイアログの右下隅にある Saveボタンをクリックして、詳細を保存できます。保存す
ると、編集できなくなります。その特定のサーバーのスケジュールされたインターバルでは、Alertsダッ
シュボードにアラートは表示されません。

ダイアログの [Agent]タブを使用して、PEMエージェントのブラックアウト期間をスケジュールすること
もできます。Agentタブを開き、右上隅にある追加アイコン（+）をクリックして新しい行を追加します。

図 63: Schedule Alert Blackout - Agent tab

Agentタブのフィールドを使用して、アラートのブラックアウト期間に関する情報を提供します。

• Start timeフィールドを使用して、アラートブラックアウトをスタートする日時を指定します。

• Durationフィールドを使用して、アラートをブラックアウトするインターバルを指定します。

• Agentsフィールドを使用して、アラートをブラックアウトするエージェント名前を指定します。特
定のエージェントにバインドされているサーバーのすべてのサーバーレベルのアラートは、ブラック
アウトします。

詳細を入力した後、ダイアログの右下隅にある Saveボタンをクリックして、詳細を保存できます。保存す
ると、編集できなくなります。その PEMエージェントのスケジュールされたインターバルでは、アラート
は Alertダッシュボードに表示されません。
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ダイアログの右上隅にある Cloneボタンを使用して、アラートブラックアウトのスケジューリングを複製
できます。クローンを作成するサーバーまたはエージェントを選択し、Cloneボタンをクリックして、選
択したすべてのサーバーまたはエージェントのクローンコピーを作成します。必要に応じて新しく作成さ
れたスケジュールを編集し、Saveをクリックします。

ダイアログの右上隅にある Deleteボタンを使用して、スケジュールされたアラートのブラックアウトを削
除できます。サーバーまたはエージェントを選択し、右上隅の強調表示された Deleteボタンをクリック
して、そのサーバーまたはエージェントに関連付けられているスケジュールされたアラートを削除します。

図 64: Schedule Alert Blackout - Select servers

スケジュールされたアラートバックアウトを削除するサーバーを選択し、Deleteボタンをクリックしま
す。サーバーは、その行を削除する前に確認を求めます。

Resetボタンを使用して、Alert Blackoutダイアログの詳細をデフォルト設定にリセットできます。現
在のダイアログ値をリセットした後、保存されたすべてのブラックアウトは影響を受けないことにノート
してください。

4.6 通知
PEMは、アラートがトリガーされた場合、またはアラートがクリアされた場合に、通知を送信したり、ス
クリプトを実行したりできます。通知は、次のオプションを介して送信できます。

• SMTP

• Webhook

• SNMP
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図 65: Schedule Alert Blackout - Delete confirmation

• ナギオス

Notificationタブを使用して、アラートが発生した場合の PEMの動作を指定します。

4.6.1 SMTP

PEMがメール通知を送信する前に、SMTPサーバーを使用してメールを配信するように PEMサーバーを
構成する必要があることにノートしてください。

メールグループの作成

Postgres Enterprise Managerは、ユーザの注意が必要な状態についてシステムを監視します。メールグルー
プを使用して、現在の値がアラート定義で指定されたしきい値から逸脱した場合にサーバーが通知するユー
ザーのメールアドレスを指定できます。メールグループには、マルチプルのユーザーに通知したり、ユー
ザー定義の期間中に特定のユーザーをターゲットにしたりする柔軟性があります。

Email Groupsタブを使用して、SMTPメール受信者のグループを構成します。Email Groupsタブにアク
セスするには、PEMクライアントの Managementメニューから Manage Alerts...を選択します。Manage

Alertsタブが開いたら、クイックリンクツールバーから Email Groupsを選択します。

Email Groupsタブには、現在定義されているメールグループのリストが表示されます。グループ名前を
強調表示し、編集アイコン（行の左端）をクリックして、既存のグループを変更します。
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図 66: The Email Groups tab

新しいメールグループを定義するには、Email Groupsテーブルの右上隅にある追加アイコン（+）をクリッ
クします。Email Group定義ダイアログが開きます。

Email Groupダイアログを使用して、メールグループとそのメンバーを定義します。

• Group Nameフィールドにメールグループの名前を入力します。

メールグループ定義内の行は、特定の期間に一意のメールアドレスのセットを関連付けます。アラートが
トリガーされると、サーバーは行で指定された時間を評価し、アラートがトリガーされた時間に定義が関
連付けられているグループメンバーにメッセージを送信します。

グループメンバーテーブルの [追加]アイコン（+）をクリックして [Options]タブを開き、指定した期間
に通知を受信するメンバアドレスを追加します。

• [Reply to Addresses]フィールドに、受信者アドレスのコンマ区切りリストを入力します。

• CC Addressesフィールドにメールのコピーを受信するアドレスのコンマ区切りリストを入力します。

• Bcc Addressesフィールドに（他の受信者の知識なしで）メールのコピーを受信するアドレスのコ
ンマ区切りリストを入力します。

• [From Address] フィールドに、このグループへのメッセージの送信元のメールアドレスを入力し
ます。

• Subject prefixフィールドを使用して、通知の送信時に各サブジェクト行のスタートに追加される
メッセージを提供します。

• From Timeおよび To Time時間セレクターを使用して、この行で識別されるグループメンバへの通
知の時間レンジを指定します。PEMクライアントホストのロケールで From Timeと To Timeの値を
指定すると、PEMサーバーは必要に応じて時間を他のタイムゾーンに変換します。

特定の期間にメールを受信するメンバを特定したら、[追加]アイコンをクリックしてテーブルに行を追加
し、別の期間とその時間内に通知されるメールアドレスを指定します。メールグループの定義が完了した
ら、[保存]アイコンをクリックします。
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図 67: Adding an email group
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メールグループの削除

メールグループを削除するには、Email Groupテーブルでグループの名前を強調表示し、削除アイコン（グ
ループ名前の左側にある）をクリックします。

図 68: Deleting an email group

グループ名前は、Email Groupテーブルに赤で表示されます。[保存]アイコンをクリックしmake、変更を
永続化し、テーブルからグループを削除します。

メールグループを作成したら、Manage Alertsタブを使用して、グループに通知を送信するアラートの
Notificationの詳細を設定できます。

4.6.2 Webhook

設定したアプリケーションのしきい値違反に関するアラートイベントの通知を受信するために webhookを
使用するように PEMサーバーを設定する必要があることにノートしてください。

Webhookを作成する

Postgres Enterprise Managerは、ユーザの注意が必要な状態についてシステムを監視します。Webhookを使
用して、現在の値がアラート定義で指定されたしきい値から逸脱した場合に通知を受信するエンドポイン
トを作成できます。PEMは、トリガーされたイベントに基づいて、マルチプルのWebhookエンドポイン
ト、または特定のターゲットWebhookエンドポイントに通知を送信します。

Webhooksタブを使用して、エンドポイント受信者を構成します。Webhooksタブにアクセスするには、PEM
クライアントの Managementメニューから Manage Alerts...を選択します。Manage Alertsタブが開い
たら、Quick Linksツールバーから Webhooksを選択します。

Webhooksタブには、現在定義されている受信者アプリケーションのリストがエンドポイントとして表示さ
れます。エンドポイントを強調表示し、編集アイコン（行の左端）をクリックして、既存のエンドポイン
トを変更します。

新しい webhookを定義するには、テーブルの右上隅にある Addアイコン（+）をクリックします。

Generalタブを使用して、webhookの基本的な詳細を定義します。

• Nameフィールドに webhookの名前を入力します。

• すべての通知が配信される webhook URLを URLフィールドに指定します。

• Request Methodフィールド、つまり POSTまたは PUTで呼び出しを makeに使用されるリクエスト
メソッドタイプを設定します。
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図 69: Webhooks tab

図 70: Webhooks - Add New Webhook - General Tab
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• デフォルトでは、webhooksが有効になります。Webhookを無効にするには、Enable?を Noに設定
します。

!!! Note *上記の Enable?設定は、agent.cfgファイルで enable_webhookパラメータが trueに設定され
ている場合にのみ機能します。デフォルトでは、enable_webhookパラメータは、PEMサーバーホストで
実行されているエージェントに対してのみ trueに設定されます。他のホストで実行されている他のすべて
のエージェントについては、手動で trueに設定するニーズがあります。

Webhook SSL構成の定義

Windowsの各エージェント設定ファイルまたはレジストリでWebhook SSLパラメーターを定義できます。
Webhook SSLパラメータ PEM Agent Configuration Parametersセクションのリストを見つけることができ
ます。エージェント構成パラメーターのいずれかを追加または削除した場合、エージェントをリスタート
してそれらを適用する必要があります。

• 32ビットWindowsシステムでは、Webhookの PEMレジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE\\

Software\\EnterpriseDB\\PEM\\agent\\WEBHOOKにあります

• 64ビットWindowsシステムでは、Webhookの PEMレジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE\\

Software\\Wow6432Node\\EnterpriseDB\\PEM\\agent\\WEBHOOKにあります

• Linuxシステムでは、Webhookの PEM構成オプションは、/usr/edb/pem/agent/etcにある（デ
フォルトで）agent.cfgファイルに保存されます。

図 71: Example - Webhook SSL Parameters in agent.cfg file

図 72: Example - Webhook SSL Parameters in windows registry

HTTP Headersタブを使用して、webhookエンドポイントの呼び出し中に渡すヘッダーパラメーターを定
義します。

• すべての値は、キーと値のペアとして指定されます。

• Keyフィールドにキーパラメータを指定し、Valueフィールドに値を指定します。

• マルチプルの HTTP Headersを追加するには、HTTP Headersテーブルの右上隅にある Addアイコン
（+）をクリックします。
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図 73: Webhooks - Add New Webhook - HTTP Headers Tab

• HTTP Headersを削除するには、Keyの左側にある Deleteアイコンをクリックします。アラートは
リストに残りますが、取り消し線フォントで表示されます。Saveボタンをクリックして、変更を反
映します。

• HTTP Headersを編集するには、Keyの左にある Editアイコンをクリックします。

図 74: Webhooks - Add New Webhook - Payload Tab

Payloadタブを使用して、アラートがトリガーされたときにエンドポイントに送信される JSONデータを
定義します。

• Typeは、送信するデータをフォーマットタイプ（つまり JSON）で指定します。

• Templateを使用して、エンドポイントに送信される JSONデータを構成します。Template内では、
以下のプレースホルダーを使用できます。
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– -%AlertID%-トリガーされたアラートの ID。-%AlertName%-トリガーされたアラートの名前。-
%ObjectName%-アラートがトリガーされたサーバーまたはエージェントの名前。-%ObjectType%-
アラートが生成されたタイプ。-%ThresholdValue%-アラートがトリガーされたときにメト
リックが到達したしきい値。-%CurrentValue%-アラートをトリガーしたメトリックの現
在の値。-%CurrentState%-アラートの現在の状態。-%OldState%-アラートの以前の状態。-
%AlertRaisedTime%-アラートが発生した時刻、またはアラート状態が変更された最新の時刻。-
%AgentID%-アラートが生成されたエージェントの ID。-%AgentName%-アラートが生成された
エージェントの名前。-%ServerID%-アラートが生成されたサーバーの ID。-%ServerName%-ア
ラートが生成されたサーバーの名前。-%ServerIP%-アラートが生成されたサーバーの IPまたは
アドレス。-%ServerPort%-アラートが生成されたサーバーのポート。-%DatabaseName%-アラー
トが生成されたデータベースの名前。-%SchemaName%-アラートが生成されたスキーマの名前。-
%PackageName%-アラートが生成されたパッケージの名前。-%DatabaseObjectName%-アラート
が生成され名前テーブル名前、ファンクション名前などのデータベースオブジェクト名前。-
%Parameters%-アラートの生成に使用されるカスタムパラメータのリスト。-%AlertInfo%-ア
ラートの詳細なデータベースオブジェクトレベル情報。

• Test Connectionボタンをクリックして、上記のエンドポイントへの通知配信をテストします。

図 75: Webhooks - Add New Webhook - Notifications Tab

Notificationsタブを使用して、webhookエンドポイントのアラートレベルを指定します。

• All alertsを Yesに設定して、すべてのアラートレベルで通知を送信できるようにします。

• 特定のアラートレベルに達したときに通知を送信するように PEMに指示するには、アラートレベル
の横のスライダーを Yesに設定します。個々のアラートレベルを設定するには、All alertsを No

に設定する必要があることにノートしてください。
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Webhookを削除する

webhookを削除対象としてマークするには、Webhooksテーブルで webhook名前を強調表示し、名前の左
側にある削除アイコンをクリックします。アラートはリストに残りますが、取り消し線フォントで表示さ
れます。

図 76: Webhooks - Delete an existing webhook

削除アイコンはトグルとして機能します。削除アイコンをもう一度クリックすると、削除を取り消すこと
ができます。（保存アイコンをクリックして）作業を保存すると、webhook定義は完全に削除されます。

4.6.3 SNMP

通知を送信する前に、SNMPトラップ/通知レシーバに通知を送信するように PEMサーバーを構成する必
要があることにノートしてください。SNMPバージョンを識別するために、SNMPバージョンを v1、v2、
または v3に設定します。

例-net-snmpトラップレシーバで SNMP V3トラップを設定します。

• [サーバーの構成]ダイアログで、プレインテキストフォーマットで snmp_security_engine_idを
PEM_SNMP_AGENTに設定します。

• [サーバーの構成]ダイアログで次のパラメーターを設定します。

• snmp_security_nameから pem_snmp_user

• snmp_authentication_protocolから MD5

• snmp_authentication_passwordから pem_auth_pass

• snmp_privacy_protocolから DES

• snmp_privacy_passwordから pem_priv_pass

• snmptrapd.confの値は次のとおりです。

* createUser -e 0x50454D5F534E4D505F4147454E540A pem_snmp_user MD5 pem_auth_pass␣

↪→DES pem_priv_pass

* authUser log pem_snmp_user
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4.6.4 Nagiosで PEMを使用する

PEMサーバーは、ユーザー定義のアラートがトリガーされると、パッシブアラートの結果をNagiosネット
ワークアラートソフトウェアに送信できます。トリガーされたアラートを Nagiosに通知するように PEM
サーバーに指示するには、以下を行う必要があります。

• PEMサーバーから Nagiosへの通知をトリガーするアラートごとに Nagios通知を有効にします。ホ
ストの.cfgファイルと services.cfgファイルを作成する前に、PEMアラートを設定する必要があるこ
とにノートしてください。

• PEMサーバーの Nagios関連の動作を設定します。

• ホスト.cfgおよび services.cfg構成ファイルを作成します。

• 必要に応じて、Nagios構成ファイルを変更し、Nagiosサーバーをリスタートします。

• Nagiosサーバーがインストールされているシステムに PEMエージェントをインストールし、PEM
サーバーに登録します。そのエージェントの agent.cfgで enable_nagios構成を trueに設定し、エー
ジェントサービスをリスタートします。

Nagiosアラートを有効にするようにサーバーを構成した後、トリガーされたアラートはパッシブチェック
結果を Nagiosサービスに送信します。パッシブアラートの構文は次のとおりです。

<timestamp> PROCESS_SERVICE_CHECK_RESULT; <host_name> ; <service_name> ;

<service_status> ;

どこで：

timestampは、アラートがトリガーされた日時です。

host_nameは、サーバーまたはエージェントの名前です。

service_nameはアラートの名前です。

service_statusは、数値のサービスステータス値です。

サービスステータスが OK の場合は 0 サービスステータスが WARNING2 の場合サービスステータスが
CRITICAL3の場合サービスステータスが UNKNOWNの場合

PEMサーバーは、次のルールを使用してサービスステータスを評価します。

• PEMアラートレベルがクリアされている場合、ワーニングメッセージは OKを示します。

• PEMアラートレベルが LOWの場合、ワーニングメッセージにはWARNINGと表示されます。

• is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグ（PEMサーバー構成ダイアログで指定）が FALSE
に設定され、アラートレベルがMEDIUMの場合、ワーニングメッセージにはWARNINGと表示さ
れます。

• is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグ（PEMサーバー構成ダイアログで指定）が真に設
定され、アラートレベルがMEDIUMの場合、ワーニングメッセージは CRITICALになります。

• PEMアラートレベルが HIGHの場合、ワーニングメッセージには CRITICALと表示されます。
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アラートの Nagios通知を有効にする

PEMサーバーは、有効なアラートごとに通知プロパティの一意のセットを維持します。Manage Alertsタ
ブの Notificationタブを使用して、（トリガーされたときに）特定のアラートが Nagiosにアラート通知
を送信するように指定します。

アラートの通知プロパティを変更するには、アラートによって監視されているオブジェクトの名前を右ク
リックし、Managementメニューから Manage Alerts...を選択します。Manage Alertsタブが開いたら、
アラートを見つけて、Alertsリストのアラート名前の左側にある編集ボタンをクリックします。編集ペイ
ンが開いたら、Notificationタブを選択します。

図 77: The Notification tab

4.6. 通知 109



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

Nagios通知を有効にするには、Submit passive service check resultの横のスライダーを Nagios to
Yesに移動します。Manage Alertsタブを終了する前に、保存アイコンをクリックして変更を保存します。

PEMサーバーの Nagios関連の動作を設定する

Server Configurationダイアログを使用して、Nagios設定に関する情報を PEMサーバーに提供できます。
Server Configurationダイアログを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Server

Configuration...を選択します。

図 78: Specify Nagios properties in the Server Configuration dialog

4つのサーバー構成パラメーターは、Nagiosのインストールと Nagiosに関連する PEMサーバーの動作に
関する情報を指定します。

• nagios_cmd_file_name パラメータを使用して、PEM からパッシブチェックアラートを受信する
Nagiosパイプラインファイルの場所を指定します。このパラメータのデフォルト値は/usr/local/

nagios/var/rw/nagios.cmdです。nagios.cmdファイルが別の場所にある場合は、[値]フィールド
にファイルの場所を指定します。

• nagios_enabledパラメータのスライダーを Yesに移動して、PEMサーバーに Nagiosにパッシブ
チェックアラートを送信するよう指示します。

• nagios_medium_alert_as_criticalスライダーを使用して、中程度のアラートがトリガーされた
場合に PEMサーバーが Nagiosに渡すワーニングの重大度を指定します。

– is_nagios_medium_alert_as_critical フラグが FALSE に設定され、アラートレベルが
MEDIUMの場合、ワーニングメッセージにはWARNINGと表示されます。
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– is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグが真に設定され、アラートレベルがMEDIUM
の場合、ワーニングメッセージは CRITICALになります。

• nagios_spool_retention_timeパラメータを使用して、PEMサーバーに保存される通知履歴の日
数を指定します。デフォルト値は 7日です。

パラメータ値を変更した後、（Server Configurationダイアログの右上隅にある）保存アイコンをクリッ
クして、変更を保存します。

hosts.cfgおよび services.cfgファイルの作成

templates.cfgファイル（デフォルトでは/usr/local/nagios/etc/objectsにあります）は、generic-host
および generic-serviceのプロパティを指定します。プロパティは、hosts.cfgおよび services.cfgファ
イルで使用されるパラメーターを指定します。

ほとんどの場合（PEMがデフォルト構成でインストールされている場合）、hosts.cfgおよび services.cfg

ファイルを作成する前にtemplates.cfgファイルを変更する必要はありません。必要に応じて、templates.
cfgファイルを変更して、パラメーターの代替値を指定したり、新しいテンプレートを作成したりできます。

Nagios構成ファイルを変更前に、次のコマンドを使用して、ローカルシステムに存在する PEMホストに
関する情報を含む hosts.cfgファイルを作成します。

psql -U postgres -p 5433 -d pem -A -t -c "select pem.create_nagios_host_config('generic-host')"

> /usr/local/nagios/etc/objects/hosts.cfg

次に、次のコマンドを使用して、ローカルシステムに存在する PEMサービスに関する情報を含む services.

cfgファイルを作成します。

psql -U postgres -p 5433 -d pem -A -t -c "select pem.create_nagios_service_config('generic-service')"

> /usr/local/nagios/etc/objects/services.cfg

custom template.cfgファイルエントリーを使用する場合は、上記のコマンドで generic-hostまたは generic-
serviceの代わりにエントリー名前を指定します。

Nagios設定ファイルの変更

host.cfgおよび services.cfgファイルを作成した後、Nagios構成ファイル（デフォルトでは/usr/local/

nagios/etc/nagios.cfg）でそれらの場所を指定する必要があります。構成ファイルを変更し、ファイル
の場所を指定するエントリを追加します。

cfg_file=/usr/local/etc/objects/hosts.cfg

cfg_file=/usr/local/etc/objects/services.cfg

次のコマンドを使用して、Nagiosが適切に構成されていることを確認できます。

/usr/local/nagios/bin/nagios -v /usr/local/nagios/etc/nagios.cfg

Nagiosが正しく構成されていることを確認した後、Nagiosサービスをリスタートします。

/usr/local/nagios/bin/nagios -d /usr/local/nagios/etc/nagios.cfg
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第5章 Capacity Manager

PEMの Capacity Managerは、収集された統計（メトリック）を分析して、オブジェクトの履歴使用統計
を表示するグラフまたは表を生成し、オブジェクトの予想使用統計をプロジェクトできます。特定のホス
ト、サーバー、データベース、またはデータベースオブジェクトのメトリックを収集および分析するよう
に Capacity Managerを構成できます。

Capacity Managerレポートのコンテンツを調整するには、レポートに含める特定のメトリック（複数可）、
メトリックが収集された時間レンジ、および分析されるメトリックの高しきい値または低しきい値を選択
します。Capacity Managerレポートのスタート日と終了日を指定することもできます。レポートの終了日
が将来の時刻を指定している場合、Capacity Managerは選択されたオブジェクトの使用履歴を分析して、将
来の予測オブジェクト使用量を推定します。

Capacity Managerを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Capacity Manager...オ
プションを選択します。Capacity Managerウィザードが開き、Metricsタブにツリーコントロールが表示
されます。

図 1: Capacity Manager dialog

Metricsタブのツリーコントロールを展開して、分析するノードのメトリックを確認します。メトリック
の名前の左側にあるチェックボックスをオンにして、レポートにメトリックを含めます。
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図 2: Capacity Manager dialog - Metrics selection list

Capacity Managerは、[集計]ドロップダウンリストボックス（[メトリック]タブの下部にある）で指定され
た集計メソッドを使用します。集約メソッドは、メトリック値を評価およびプロットする方法を Capacity
Managerに指示します。以下から選択してください：

• Average：期間中に記録された値の平均を使用します。

• Maximum：期間中に記録された最大値を使用します。

• Minimum：期間中に記録された最小値を使用します。

• First：期間中に記録された最初の値を使用します。

Capacity Managerレポートからメトリックを削除するには、メトリックの名前の左側にあるチェックボッ
クスをオフにします。

Graph/chart metrics individually?から Yesの横にあるスライダーを移動して、[メトリック]タブで
選択した各メトリックの個別のレポートを生成するように Capacity Managerに指示します。オプションが
[いいえ]に設定されている場合、選択したすべてのメトリックが単一のグラフまたは表にマージされます。

Generateボタンをクリックして画面にレポートを表示する（デフォルトの構成オプションを受け入れま
す）か、[オプション]タブを使用してサンプリング境界、レポートタイプ、レポート宛先をカスタマイズ
します。[オプション]タブに表示される時間は、PEMクライアントが存在するタイムゾーンであることに
ノートしてください。

Time Periodボックス内のフィールドを使用して、Capacity Managerレポートの境界を定義します。

• Periodドロップダウンリストボックスを使用して、レポートに使用する期間のタイプを選択します。
以下を選択できます。
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図 3: Specify the time period, type, and destination of the report

Start time and end time Specify a start date and an end date/time for the report.
Start time and threshold

Specify a start date and time, and a threshold to determine the end time
and date for the report.

Historical days and ex-
trapolated days Specify a start date for the report that is a number of days in the past,

and an end date that is a number of days in the future. This option is
useful for report templates that do not specify fixed dates.

Historical days and
threshold Specify a start date that is a number of days in the past, and end it when

a threshold value is reached.

レポートの期間のタイプを指定した後、[期間]ボックスの他のオプションから選択して、レポートの期間
を定義しレポート。

• Start timeフィールドの横にある日付と時刻のセレクターを使用して、サンプリング期間の開始日
時を指定するか、レポートに含めるデータの履歴日数を選択します。[開始時刻]フィールドで指定さ
れた日付と時刻は、現在の日付/時刻より後であってはなりません。
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デフォルトでは、Capacity Managerは現在の日時の 1週間前のスタート時刻を選択します。

• レポートの終了境界は、時間、将来の日数、または選択したメトリックがユーザー指定のしきい値
に達するポイントです。End timeフィールドの横にある日付と時刻のセレクターを使用してレポー
トに含めるデータの外挿日数を選択します。[終了時刻]フィールドで指定された時刻は、[開始時刻]
フィールドで指定された時刻よりも後でなければなりません。

– 将来の終了日時を選択すると、Capacity Managerは過去の使用状況情報を使用して、予想され
る将来の使用状況を推定することに注意してください。予測される使用量は履歴データのサン
プリングに基づいているため、サンプリング期間が長くなると、将来の使用傾向の精度が向上
します。

– しきい値を指定するには、[しきい値]フィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、
メトリック、演算子（超過または下）を選択し、メトリックのターゲット値を入力します。し
きい値を使用してレポートの終了を定義することを選択した場合、選択したメトリックの値が
指定した値を超えるか下回ると、Capacity Managerレポートが終了します。

cm_max_end_date_in_years設定パラメータは、Capacity Managerレポートの終了境界のデフォルトの時
間値を定義します。レポートの終了境界としてしきい値を指定し、最大時間が経過する前に予想される境
界の使用が満たされない場合、レポートは cm_max_date_in_yearsパラメータで指定された時間に終了し
ます。デフォルトでは、cm_max_end_date_in_yearsは 5です。[サーバーの構成]ダイアログを使用して、
cm_max_end_date_in_yearsの値を変更できます。

Reportボックスのフィールドは、レポートタイプと宛先を指定します。Include on reportラジオボタ
ンを使用して、Capacity Managerによって生成されるレポートのタイプを指定します。

• Graphを選択して、Capacity Managerに PEMクライアントウィンドウに折れ線グラフのフォームで
レポートを表示するよう指示します。

• Table of dataを選択して、Capacity Managerにレポートデータを含むテーブルを PEMクライアン
トウィンドウに表示するよう指示します。

• Graph and table of dataを選択して、Capacity Managerに PEMクライアントウィンドウに折れ
線グラフとデータテーブルの両方を表示するよう指示します。

Report destinationラジオボタンを使用して、Capacity Managerにレポートを表示または保存する場所
を指示します。

• [New]タブを選択して、Capacity Managerに PEMクライアントの新しいタブにレポートを表示する
よう指示します。[新規]タブを選択して、Capacity Managerレポートの第 1世代を表示する必要があ
ります。後続のレポートについては、前のタブを選択できます。

• Previousタブを選択して、Capacity Managerにレポートを表示するときに以前に開いたタブを再利
用するよう指示します。

• レポートをファイルとして Downloadを選択し、ファイル名前を指定して、指定したファイルにレ
ポートを書き込むように Capacity Managerに指示します。

レポートの境界を指定し、Capacity Managerレポートのタイプと宛先を選択したら、Generateボタンをク
リックしてレポートを作成します。

ファイルに保存されたレポートは HTML フォーマットで保存されます。 Capacity Manager レポートは、
Scalable Vector Graphics（SVG）をサポートするWebブラウザーで確認できます。SVGをサポートしない
ブラウザは、Capacity Managerグラフを表示できず、不要な文字が含まれる場合があります。
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図 4: The Capacity Manager report

5.1 キャパシティマネージャテンプレート
レポートを定義した後、今後のレポートのテンプレートとして定義を保存できます。Capacity Managerレ
ポートテンプレートには、すべての PEMユーザーがアクセスできます。レポート定義をテンプレートとし
て保存するには：

1. Metrics and Optionsタブを使用して、レポートを定義します。Saveボタンをクリックして、Save
Templateダイアログを開きます。

1. Titleフィールドにレポート名前を入力し、ツリーコントロールにテンプレートを保存する場所を選
択します。OKをクリックします。

レポートを作成するときに、Load Templateボタンを使用して、既存のテンプレートを参照して開くこと
ができます。開いたら、レポート定義を必要に応じて変更し、オプションで新しいテンプレートとして保
存するか、オリジナルのテンプレートを上書きして保存します。

Manage Templatesボタンを使用して、不要なテンプレートの名前を変更または削除できるダイアログを
開きます。
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図 5: Saving a Capacity Manager Template
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第6章 Audit Manager

PEM Audit Managerを使用して、Advanced Serverインスタンスの監査ログ構成を簡素化できます。監査マ
ネージャを使用すると、次のようなロギング属性を構成できます。

• PEMがログファイルを収集する頻度

• ログファイルに含まれるデータベースアクティビティのタイプ

• ログファイルをローテーションする頻度（およびタイミング）

監査ログには次のアクティビティが含まれる場合があります。

• データベースインスタンスへのすべての接続

• 接続試行の失敗

• データベースインスタンスからの切断

• すべてのクエリ（SELECTステートメント）

• すべての DMLステートメント（INSERT、UPDATE、DELETE）

• すべての DDLステートメント（CREATE、DROP、ALTERなど）

監査ログが PEMサーバーに保存されると、監査ログダッシュボードを使用して、読みやすいフォームで情
報を確認できます。監査ログダッシュボードでは、タイムスタンプのレンジ（アクティビティが発生した
とき）、アクティビティが発生したデータベース、アクティビティを実行しているユーザ、または呼び出さ
れているコマンドの種類によってログファイルをフィルタリングできます。

6.1 Advanced Server Instance Service IDの設定
Advanced Serverインスタンスのロギングを構成するには、サーバーがバインドされたエージェントを備え
た PEM管理サーバーであり、サーバー登録にサービススクリプトの名前が含まれている必要があります。
新しいサーバーを登録するときは、[新しいサーバー]ダイアログの [詳細設定]タブの [サービス ID]フィー
ルドにサービス名前を含めます。

既存の（登録および接続された）サーバーにサービス名前を追加する前に、サーバーを切断する必要があり
ます。サーバー名前を右クリックし、コンテキストメニューから Disconnect serverを選択します。次
に、サーバー名前を右クリックして、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。[Advanced]
タブを選択し、Service IDフィールドにサービス名前を追加します。

サービス IDフィールドにより、PEMサーバーはサービスを停止およびスタートできます。

• Advanced Advanced Server 11サービススクリプトの名前は edb-as-12です。
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図 1: The Service ID of the Advanced Server instance

• Advanced Advanced Server 11サービススクリプトの名前は edb-as-11です。

• Advanced Advanced Server 10サービススクリプトの名前は edb-as-10です。

• Advanced Advanced Server 9.6サービススクリプトの名前は edb-as-9.6です。

• Advanced Advanced Server 9.5（またはそれ以前）のサービススクリプトの名前は ppas-9.xです。xはバー
ジョンを指定します。PostgreSQL 9.6サービススクリプトの名前は postgresql-11です。PostgreSQL
9.6サービススクリプトの名前は postgresql-10です。PostgreSQL 9.6サービススクリプトの名前
は postgresql-9.6です。

6.2 EDB監査構成プローブの設定
Advanced Serverサーバーの監査ロギングを設定する前に、EDB Audit Configurationプローブが有効になっ
ていることを保証必要があります。Manage Probesタブを開いてプローブのステータスを確認するには、
ツリーコントロールで登録済みの Advanced Serverサーバーの名前を右クリックし、Managementメニュー
から Manage Probes...を選択します。

Probe Configurationダイアログの Enabled列が EDB Audit Configuration probeの Yesに設定され
ていることを確認します。

EDB監査構成が有効になっていない場合は、[プローブの管理]タブの Enabled?スイッチを使用して有効
にします。
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図 2: The EDB Audit Configuration probe

6.3 監査マネージャーを使用した監査ログの構成
Audit manager ウィザードを開くには、Management メニューから Audit Manager... を選択します。
Audit manager - Welcomeダイアログが開きます。

Nextをクリックして続行します。

[サーバーの選択]ツリーコントロールを使用して、監査構成を適用するサーバーを指定します。ツリーコ
ントロールでサーバーを使用できる makeにするには、PEMによるモニタリングのためにサーバーを登録
するときに、Create – Serverダイアログの Advanced tabで Service IDを指定する必要があります。
EDB Postgres Advanced Serverのみが監査をサポートしていることに注意してください。PostgreSQLサー
バーは、ツリーコントロールに含まれません。

Nextをクリックして続行します。

Auditing Parameters Configuration ダイアログでは、監査を有効または無効にし、ログレコードが
PEMに収集される頻度を選択できます。

Auditing parameters configurationダイアログのフィールドを使用して、監査設定を指定します。

• Auditingスイッチを使用して、指定したサーバーで監査を有効または無効にします。

• Audit destinationドロップダウンを使用して、監査ログの宛先を選択します。[ファイル]または
[Syslog]を選択します。この機能は Advanced Server 10以降のリリースでのみサポートされているこ
とにノートしてください。

• Import logs to PEMスイッチを使用して、各サーバーから PEMサーバーにログレコードを定期的
にインポートするよう PEMに指示します。ログファイルをインポートするには、スイッチを [はい]
に設定します。デフォルトは Noです。

• Collection frequencyドロップダウンリストボックスを使用して、ログ収集が有効になっている
ときに PEMが監視対象サーバーからログレコードを収集する頻度を指定します。

• Log formatドロップダウンリストボックスを使用して、各サーバーに書き込まれる生ログフォー
マットを選択します。ログ収集が有効になっている場合、PEMサーバーは CSVフォーマットを使用
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図 3: The Audit Manager Welcome dialog

図 4: Select the servers you wish to configure for auditing
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図 5: The Auditing Parameters Configuration dialog

します。

• File nameフィールドを使用して、ログファイル名の生成時に使用されるフォーマットを指定しま
す。デフォルトでは、フォーマットは audit-%Y-%m-%d_%H%M%Sに設定されます。ここで、

– auditは監査ディレクトリ名フィールドで指定されたファイル名前です Yはログが保存された
年です mはログが保存された月です dはログが保存された日です Hはログが保存された時間で
すログが保存された分 Sは、ログが保存された秒です

• Change Log Directory for selected servers?の横のボックスをオンにし、Audit Directory

Nameフィールドを使用して、監査ログが書き込まれるディレクトリ名前を指定します。このディレ
クトリは、PEMサーバーのデータディレクトリの下にあります。

• Log directoryボックスのフィールドを使用して、ログファイルが保存されるディレクトリに関す
る情報を指定します。

– [ディレクトリ名前] フィールドを有効にするには、Change log directory for selected

servers?スイッチを [はい]に移動します。

– Directory nameフィールドを使用して、監査ログが書き込まれる各サーバー上のディレクト
リの名前を指定します。指定されたディレクトリは、サーバー上のデータディレクトリのサブ
ディレクトリとして作成されます。

Nextをクリックして続行します。

Audit log configurationダイアログは、監査パラメータ設定ダイアログで監査を有効にしている場合
にのみ使用できます。

Audit log configurationダイアログのコントロールを使用して、各サーバーに適用されるログ構成の
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図 6: The Audit Log Configuration dialog

詳細を指定します。

• Connection attemptsスイッチを使用して、接続試行を記録するかどうかを指定します。

– Noneは接続ロギングを無効にします。

– All。すべての接続試行が記録されることを示します。

– Failedを使用して、失敗した接続試行をログします。

• Disconnection attemptsスイッチを使用して、切断をログに記録するかどうかを指定します。指
定してください：

– Noneを使用して、切断をログに記録しないように指定します。

– Allを使用して、切断ロギングを有効にします。

• Log statementsフィールドを使用して、記録するステートメントタイプを指定します。フィールド
内をクリックして、以下から選択します。

– Select-SELECTキーワードを含むすべてのステートメントがログに記録されます。

– Error-エラーになったすべてのステートメントがログに記録されます。

– DML-すべての DML（データ変更言語）ステートメントがログに記録されます。

– DDL-すべての DDL（データ定義言語）ステートメント（データを追加、削除、または変更する
ステートメント）がログに記録されます。

– Select Allの隣のボックスをオンにして、すべてのステートメントタイプを選択します。
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– Unselect Allの隣のボックスをオンにして、すべてのステートメントタイプの選択を解除し
ます。

• Audit tagフィールドを使用して、収集されたログの追跡タグを指定します。監査タグ付け機能は、
Advanced Serverのサポートされているバージョンでのみ使用できることにノートしてください。

• Log rotationボックスのフィールドを使用して、各サーバーでのログファイルの管理方法を指定し
ます。

– Enable?スイッチを使用して、ログファイルをローテーションするように指定します。1つの
ファイルが管理不能ラージなるのを防ぐために、新しいログファイルを定期的に使用する必要
があることにノートしてください。

– Day drop-down リストボックスを使用して、ログファイルをローテーションする日を選択し
ます。

– Size (MB)フィールドを使用して、ログファイルをローテーションするサイズをメガバイト単
位で指定します。

– Time (seconds)フィールドを使用して、ログファイルのローテーションの間隔を秒数で指定
します。

Nextをクリックして続行します。

図 7: The Schedule Auditing Changes dialog

Schedule Auditing Changesダイアログを使用して、監査構成の変更をいつ有効にするかを決定します。

• 監査構成の変更をすぐに実行する場合は、Configure logging now?を選択します。影響を受ける
データベースサーバーが再起動されるため、監査の変更が有効になります。

• Time?セレクターを使用して、将来のある時点で監査構成の変更が行われるようにスケジュールしま

6.3. 監査マネージャーを使用した監査ログの構成 125



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

す。ドロップダウンリストから目的の日付と時刻を選択します。影響を受けるデータベースサーバー
は、監査の変更を有効にするために、指定された日時に再起動されます。

Finishをクリックして、監査構成プロセスを完了します。

監査マネージャーは、各サーバーに構成を適用するジョブをスケジュールします。ジョブは 2つのタスク
で構成されます。1つはサーバー上の監査ロギング構成を更新し、もう 1つは新しい構成でサーバーをリ
スタートします。

Scheduled Tasksタブを使用して、スケジュールされたジョブのリストを確認できます。Scheduled Tasks

タブを開くには、サーバーまたはエージェントの名前を強調表示し、Managementメニューから Scheduled

Tasks...を選択します。

6.4 監査ログダッシュボードでログを表示する
監査ログダッシュボードを使用して、Advanced Serverデータベースインスタンスから監査ログをビューし
ます。

Audit Logダッシュボードを開くには、サーバーまたはエージェントノードを右クリックし、Dashboards
メニューから Audit Log Analysisを選択します。Dashboardsメニュー（Managementメニューにあり
ます）をナビゲートして、監査ログダッシュボードを開くこともできます。

図 8: The Audit Log dashboard

監査ログダッシュボードには、監査レコードが新しいオーダーに表示されます（一番上に新しいレコード、
一番下に古いレコード）。

126 第 6章 Audit Manager



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

ウィンドウに表示されない古い監査レコードをビューするには、監査レコードのリストを制御する垂直ス
クロールバー（ウィンドウの右側にある 2つのうち最も内側のスクロールバー）を使用します。スクロー
ルバーをウィンドウの下部に移動すると、古い監査レコードが継続的にロードされて表示されます。

フィルタリングを使用して、表示される監査レコードの数を制限できます。Show Filtersをクリックし
て、フィルターパネルを表示します。

図 9: The Audit Log dashboard filters panel

filters panelのフィールドを使用して、表示する監査レコードの特定の選択基準を提供します。

• Startフィールドを使用して、レポートのスタート日を指定します。フィールドでマウスボタンをク
リックしてカレンダーを開き、スタート日を選択します。

• Endフィールドを使用して、レポートの終了日を指定します。フィールドでマウスボタンをクリック
してカレンダーを開き、終了日を選択します。

• Userフィールドを使用して、指定された Postgresユーザによってアクティビティが開始されたエン
トリのみを表示します。

• Databaseフィールドを使用して、特定のデータベースでアクティビティが発行されたエントリのみ
を表示します。

• Command typeフィールドを使用して、アクティビティが指定されたタイプのエントリのみを表示し
ます。指定できるコマンドタイプは、idle、認証、および SELECTです。（ユーザアプリケーション
から SQLステートメントを表示するには、アイドルコマンドタイプを指定します。）

Filterをクリックして、ログエントリにフィルタリング基準を適用します。
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PEM Log Managerを使用して、Postgresインスタンスのサーバーログ構成を簡素化できます。ログマネー
ジャーを使用すると、クリックするだけでサーバーログのパラメーターをすべて変更できます。

• ログファイルが書き込まれる場所

• ログファイルが書き込まれる頻度

• ログファイルに書き込まれる情報の種類

• ログファイルエントリのフォーマット

• ログローテーションプロパティ

Postgresインスタンスのロギングを構成するには、サーバーを PEM管理サーバーとして登録し、登録情報
にサービススクリプトの名前を含める必要があります。

Log Managerを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Log Manager...オプション
を選択します。ウィザードが開き、ログマネージャーが表示されます。

図 1: The Log Manager welcome dialog

[Next]をクリックして、Server selectionダイアログに進みます。
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図 2: The Log Manager Server selection dialog

Server selectionダイアログには、PEMによって監視されているサーバー接続のリストが表示されます。
Log Managerウィザードが指定された構成を適用するサーバーの名前の横にあるボックスをオンにします。
Log Managerは、サーバー選択ツリーコントロールで名前の左側に赤いイクスクラメーション印が表示さ
れているサーバーでは無効になっています。サーバーが有効にされない理由はいくつかあります。

• Propertiesダイアログの Advancedタブで Service IDを指定するサーバーのみが Log Managerで
構成できます。

サービス IDを提供するには、ツリーコントロールでサーバー名前を右クリックし、コンテキストメニューか
ら Disconnect Serverを選択します。プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。次に、サー
バーのコンテキストメニューを開き、Propertiesを選択します。Advancedタブに移動し、Service ID

フィールドにサービスの名前を入力します。Saveをクリックして変更を保存し、ダイアログを終了します。

• サーバーにバインドされた PEMエージェントにサーバーをリスタートするための十分な権限がない
場合、サーバーは無効になります。

• サーバーにバインドされた PEMエージェントが、関連付けられた PEMサーバーよりも古いバージョ
ンの場合、サーバーは無効になります。

Nextをクリックして続行します。

Log configurationダイアログのオプションを使用して、ログファイルが PEMにインポートされる頻度
を指定し、ログローテーションの詳細を指定します。

Import Logsボックス内のオプションは、ログファイルが PEMにインポートされる頻度を指定します。

• Import logs to PEMlabelの横にあるスイッチを使用して、ログファイルを PEMにインポートし、
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図 3: The Log Manager Log configuration dialog

サーバーログ分析ダッシュボードに表示するかどうかを指定します。

• Import Frequencyドロップダウンリストボックスを使用して、ログファイルを PEMにインポート
する頻度を指定します。

Log rotation configurationボックスのフィールドを使用して、ログファイルの最大長さ（寿命または
サイズ）を指定します。

• Rotation Sizeフィールドを使用して、個々のログファイルの最大サイズをメガバイト単位で指定
します。デフォルト値は 10メガバイトです。0に設定すると、ログファイルの最大サイズに制限は
ありません。

• Rotation Timeフィールドを使用して、各ログファイルに保存する日数を指定します。デフォルト
値は 1日です。

Truncation on Rotationスイッチを使用して、時間ベースのログファイルローテーションのサーバー動
作を指定します。

• ONを選択して、サーバーが新しいファイルと同じ名前を持つ既存のログファイルを上書きするよう
に指定します。

• OFFを選択して、サーバーが新しいログファイルのエントリと同じ名前を既存のログファイルに追加
するように指定します。これがデフォルトの動作です。

Nextをクリックして続行します。

Where to logダイアログのフィールドを使用して、ログファイルを書き込む場所を指定します。
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図 4: The Where to Log dialog

• Log Destinationボックスからオプションを選択して、サーバーログ出力の宛先を指定します。

• stderrスイッチを Yesに設定して、ログファイルが stderrに書き込まれるように指定します。

• csvlogスイッチを Yesに設定して、ログファイルがコンマ区切り値フォーマットでファイルに書き
込まれるように指定します。Scheduleダイアログで Import logs to PEMを選択した場合、このオ
プションは自動的に有効になります（編集できなくなります）。サーバログファイルを PEMにイン
ポートしない場合、このオプションは編集可能です。

• syslogスイッチを Yesに設定して、ログファイルがシステムログファイルに書き込まれるように指
定します。Windows、eventlogスイッチを Yesに設定して、ログファイルをイベントログに書き込
むことを指定します。

• Log collectionボックス内のオプションを使用して、コレクションの設定を指定します。

• Log Collectorスイッチを Enableに設定して、キャプチャされたログメッセージ（STDERRにリ
ダイレクトされる）をログファイルにリダイレクトするようにサーバーに指示します。

• Log Silent Modeスイッチを Enableに設定して、バックグラウンドでサイレントに実行するよう
にサーバーに指示し、制御ターミナルとの関連付けを解除します。

• [Log Directory]ボックスのオプションを使用して、ログファイルの場所の設定を指定します。

• Change log directory for selected servers?スイッチを Yesに設定して、ログファイルの各
セットを個別のディレクトリに保持するように指定します。

• Directory nameフィールドを使用して、ログファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。
このディレクトリは、監視対象サーバーのインストレーションディレクトリの下の pg_logディレク
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トリの下にあります。

• Log File Nameフィールドを使用して、ログファイル名前のフォーマットを指定します。DEFAULT

に設定されている場合、フォーマットは enterprisedb-%Y-%m-%d_%H%M%Sです。ここで、

• enterprisedbはファイル名前のプレフィックスです

• Yはログが保存された年です

• mはログが保存された月です

• dはログが保存された日です

• Hは、ログが保存された時間です

• Mは、ログが保存された分です

• Sはログが保存された秒です

• syslogへのロギングが有効な場合：

– -Syslog Facilityドロップダウンリストボックスを使用して、使用する syslog機能を指定し
ます。-Syslog Identフィールドを使用して、システムログ内の Advanced Serverエントリを
識別するプログラム名前を指定します。

Nextをクリックして続行します。

図 5: The Log Manager When to Log dialog

When to logダイアログのフィールドを使用して、ログファイルエントリーを開始するイベントを指定し
ます。重大度レベル（重大度のオーダーに、最も重大度の高いものから順に）：
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• panic-すべてのデータベースセッションをアボートさせるエラー。

• fatal-セッションをアボートさせるエラー。

• log-管理者が関心を持つ情報メッセージ。

• error-コマンドをアボートさせるエラー。

• warning-コマンドは完了するが、期待どおりに実行されない可能性があるエラー条件。

• notice-ユーザーが関心のあるアイテム。これがデフォルト。

• info-ユーザが暗黙的に要求する情報。

• debug5～debug1-開発者に役立つ詳細なデバッグ情報。

• Client min messagesドロップダウンリストボックスを使用して、クライアントアプリケーション
に送信されるメッセージの最も低い重大度レベルを指定します。

• Log min messagesドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログに書き込まれる最低の
重大度レベルを指定します。

• デフォルトでは、エラーメッセージがサーバーログに書き込まれると、ログエントリーを開始した
SQLステートメントのテキストは含まれません。Log min error statementドロップダウンリス
トボックスを使用して、SQLステートメントのロギングをトリガーする重大度レベルを指定します。
指定された重大度以上のメッセージの場合、メッセージを生成した SQLステートメントがサーバー
ログに書き込まれます。

• Log min duration statementドロップダウンリストボックスを使用して、ステートメントの期間
（ミリ秒単位）を指定します。指定されたミリ秒数を超えるステートメントは、サーバーログに書き
込まれます。-1の値は、期間ベースのロギングをすべて無効にします。値 0は、すべてのステート
メントとその期間を記録します。

• Log temp filesフィールドを使用して、ファイルサイズをキロバイト単位で指定します。一時ファ
イルが指定されたサイズに達すると、ログに記録されます。-1（デフォルト）の値は、この機能を無
効にします。

• Log autoVacuum min durationフィールドを使用して、時間の長さをミリ秒単位で指定します。自
動バキュームが指定された長さを超えると、アクティビティがログに記録されます。-1（デフォル
ト）の値は、この機能を無効にします。

Nextをクリックして続行します。

What to logダイアログのフィールドを使用して、デバッグと監査に役立つログエントリーオプションを
指定します。

Debug optionsボックスのスイッチは、開発者が関心を持つ可能性のあるクエリーの実行に関連する情報
をログファイルに含めるようにサーバーに指示します。

• Parse treeスイッチを Yesに設定して、ログファイルに構文解析ツリーを含めるようにサーバーに
指示します。

• Rewriter outputスイッチを Yesに設定して、ログファイルにクエリーリライタの出力を含めるよ
うにサーバーに指示します。
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図 6: The Log Manager What to Log dialog

• Execution planスイッチを Yesに設定して、ログファイルに実行された各クエリーの実行計画を含
めるようにサーバーに指示します。

Indent Debug Options Output in Logスイッチが Yesに設定されている場合、サーバーは構文解析ツ
リーエントリー、クエリーリライタエントリー、またはクエリー実行計画エントリーを含む各行をインデ
ントします。インデントにより、結果のログファイルが読みやすくなりますが、ログファイルが長くなり
ます。

General Optionsボックスのスイッチを使用して、ログファイルに監査情報を含めるようサーバーに指示
します。

• Checkpointsスイッチを Yesに設定して、サーバーログにチェックポイントとリスタートポイント
ポイントを含めます。

• Connectionsスイッチを Yesに設定して、サーバーへの試行された各接続（および正常に認証され
た接続）をサーバーログに含めます。

• Disconnectionsスイッチを Yesに設定して、セッション情報とセッション期間を提供する終了し
た各セッションのサーバーログエントリーを含めます。

• Durationスイッチを Yesに設定して、サーバーログに記録された各ステートメントの実行に必要な
時間を含めます。

• Hostnameスイッチを Yesに設定して、各サーバーログエントリーに IPアドレスとホスト名前の両
方を含めます（デフォルトでは、IPアドレスのみが記録されます）。これによりパフォーマンスが低
下する可能性があることにノートしてペナルティ。
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• Lock Waitsスイッチを Yesに設定して、deadlock_timeoutパラメータで指定された時間より長く待
機してロックを取得するセッションのログエントリーを書き込むようにサーバーに指示します。こ
れは、ロック待機がパフォーマンス低下の原因であるかどうかを判断するときに役立ちます。

Error verbosityドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログの各エントリーに書き込まれ
る詳細を指定します。

• defaultを選択して、各サーバーログエントリーにエラーメッセージ、DETAIL、HINT、QUERY、
および CONTEXTを含めます。

• エラーメッセージのみをログするには、terseを選択します。

• verboseを選択して、エラーメッセージ、DETAIL、HINT、QUERYおよび CONTEXTエラー情報、
SQLSTATEエラーコードとソースコードファイル名前、ファンクション名前、およびエラーを生成
した行番号を含めます。

Prefix stringフィールドを使用して、各ログファイルエントリーの先頭に書き込まれる printfスタイル
の文字列を指定します。サポートされているオプションの詳細については、log_line_prefix文書（Postgres
コア文書）を参照してください。

< http://www.postgresql.org/docs/current/静的/runtime-config-logging.html >

Statementsドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログに含める SQLステートメントを指
定します。デフォルトは noneです。有効なオプションは次のとおりです。

• noneを指定して、 SQLステートメントのロギングを無効にします。

• ddlを指定して、CREATE、ALTER、DROPなどの ddl（データ定義言語）ステートメントをログに
記録するようサーバーに指示します。

• modを指定して、すべての ddlステートメントと、INSERT、UPDATE、DELETE、TRUNCATE、COPY
FROMなどのすべての dml（データ変更言語）ステートメントをログに記録するようにサーバーに指
示します。

• allを指定して、サーバーにすべての SQLステートメントをログするよう指示します。

Nextをクリックして続行します。

Schedule logging changesダイアログのオプションを使用して、ロギング構成の変更がいつ適用される
かを指定します。

• Configure logging nowスイッチを Yesに設定して、構成設定を有効にし、ログマネージャーウィ
ザードの完了時にサーバーがリスタートするように指定します。

• Configure logging nowを Noに設定し、他のタイムカレンダーセレクターで Schedule itを使用し
て、ロギング設定の設定を適用する便利な時間を指定し、サーバーをリスタートします。

Log Managerウィザードで指定された構成の変更を適用すると、サーバーのリスタートにより、ユーザー
のデータベースサーバの使用が一時的に中断されることに注意してください。

Finishをクリックしてウィザードを終了し、サーバーを再リスタートするか、スケジュールダイアログで
指定された時間にサーバーのリスタートをスケジューリングします。
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図 7: The Schedule Logging Changes dialog

7.1 サーバーログ分析ダッシュボードの確認
Log Managerウィザードを起動し、ログファイルを PEMにインポートした後、Server Log Analysisダッ
シュボードを使用して、選択したサーバーのログファイルを確認できます。Server Log Analysisダッ
シュボードを開くには、PEMクライアントツリーコントロールで監視対象サーバーの名前を右クリックし、
Dashboardsメニューから Server Log Analysisを選択してナビゲートします。

Server Log Analysisダッシュボードのヘッダー情報には、サーバーが起動された日時、ページが最後に
更新された日時、およびトリガーされたアラートの現在の数が表示されます。

Server Logテーブルのエントリは時オーダーで表示され、最新のログエントリが最初に表示されます。ス
クロールバーを使用して、ログエントリ内を移動したり、表示されていない列をビューしたりします。

サーバーログテーブルの上部の見出しは、各列に格納されている情報を示します。列見出しにカーソルを
合わせると、各列のコンテンツの説明を含むツールチップがビューされます。

フィルタリングを使用して、表示されるサーバーログレコードの数を制限できます。Show Filtersをク
リックして、フィルターパネルを表示し、フィルターを定義します。

filter definitionボックス内のフィールドを使用して、表示するレポートのサブセットを選択するため
に PEMが使用する選択基準を記述します。

• Fromフィールドを使用して、表示されるサーバーログの開始日を指定します。

• Toフィールドを使用して、表示されるサーバーログの終了日を指定します。

• Usernameフィールドにロール名前を入力すると、そのユーザが実行したトランザクションのみが表
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図 8: The Server Log Analysis dashboard

図 9: Defining a Server Log filter
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示されます。

• Database fieldにデータベース名前を入力して、サーバーが表示されたレコードを指定されたデー
タベースに対して実行されたトランザクションのみに制限することを指定します。

• Command Typeフィールドを使用して、フィルター処理されたレポートに表示されるコマンドの選択
基準を指定します。

サーバーログをフィルター処理する基準を記述したら、Filterをクリックして、フィルター処理された
サーバーログを Server Logテーブルに表示します。

7.2 Postgresログ分析エキスパート
PEM Log Analysis Expertは、Postgres Enterprise Managerに登録されているサーバーのログファイルを分析
し、ログファイルエントリに基づいて Postgresクラスターの使用状況の分析を提供するレポートを生成し
ます。Log Analysis Expertレポートの情報を使用して、クラスターの使用率と構成を最適化してパフォー
マンスを改善するかどうかを決定できます。

PEM Log Analysis Expertを使用する前に、[サーバープロパティ]ダイアログの [詳細設定]タブでサービス
IDを指定し、ログマネージャーウィザードを使用して PEMサーバーによるログ収集を有効にする必要が
あります。

Postgres Log Analysis Expertウィザードを開くには、PEMクライアントの Managementメニューか
ら Postgres Log Analysis Expert...オプションを選択します。ウィザードの Welcomeダイアログが
開きます。Nextをクリックして続行します。

ウィザードの Analyzer selectionダイアログには、選択可能なアナライザーのリストが表示されます。
各アナライザーは、ログファイルから収集した情報を含む対応するテーブル、チャート、またはグラフを
生成します。

アナライザーの左側にあるチェックボックスをオンにして、ログ分析エキスパートが対応するテーブル、
チャート、またはグラフを準備する必要があることを示します。選択した後、Nextをクリックして、サー
バー選択ツリーコントロールに進みます。

ツリーコントロールを使用して、 Postgres Log Analysis Expertで分析するサーバーを指定します。マルチ
プルのサーバーを選択した場合、結果のレポートには、各サーバーの対応する結果セットが個別の（ただ
し連続した）リストに含まれます。[Next]をクリックして、[レポートオプション]ダイアログに進みます。

Optionsセクションのフィールドを使用して、分析メソッドと結果のテーブルの最大長さを指定します。

• Aggregate methodドロップダウンを使用して、Log Analysis Expertが選択し時間間隔のデータを統
合するために使用するメソッドを選択します。以下から選択できます。

• SUMは、指定され時間間隔に収集された値の総和である値を計算するようにアナライザーに指示し
ます。

• AVGは、指定され時間間隔の収集値の平均である値を計算するようアナライザーに指示します。

• MAXは、指定し時間間隔内に発生する最大値を使用するようアナライザーに指示します。

• MINは、指定し時間間隔内に発生する最小値を使用するようアナライザーに指示します。
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図 10: The Log Analysis Expert Welcome dialog

図 11: The Analyzer selection dialog
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図 12: The Server selection dialog

図 13: The Report options dialog
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• Time spanフィールドを使用して、アナライザーがグラフ上のポイントの各計算に組み込む分数を
指定します。例、Timeスパンが 5分で、Aggregateメソッドが AVGである場合、指定されたグラフ
の各ポイントには、5分間で発生したアクティビティの平均値が含まれ時間間隔。

• Rows limitフィールドを使用して、テーブルに含める最大行数を指定します。

Time Intervalsセクションのフィールドを使用して、Log Analysis Expertが分析する時間レンジを指定
します。

• Relative daysを Yesに設定して（+/-）From日付フィールドを有効にし、Fromフィールドで選択
した日時の前後の日数を指定します。

• Fromフィールドを使用して、分析の開始日時を指定します。

• Toフィールドを使用して、分析の終了日時を指定します。

• (+/-) From日付セレクターを使用して、分析に含める From日付の前または後の日数を指定します。

レポートオプションを指定したら、Nextをクリックしてレポート宛先ダイアログに進みます。

図 14: The Report destination dialog

デフォルトオプションを選択し、Finishを選択して PEMクライアントのタブ付きブラウザーでLog Analysis
Expertレポートをビューするか、レポートのダウンロードの横にあるラジオボタンをクリックして、後で
使用するためにレポートのコピーを HTMLファイルに保存できます。

レポートをファイルに保存するように指定している場合、レポートがダウンロードされます。
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7.3 Postgres Log Analysis Expert Reportのレビュー
レポートをすぐに確認することを選択した場合、 Postgres Log Analysis Expertレポートが PEM Clientウィ
ンドウに表示されます。レポートヘッダーには、レポートが生成された日時、レポートの期間、およびレ
ポートの定義時に指定された集計メソッドが表示されます。情報が表示されるサーバーの名前は、レポー
トの各セクションのスタートに記載されています。

レポートには、Log Analysis Expertウィザードで選択されたテーブル、グラフ、およびチャートが表示さ
れます。特定のグラフィックに移動するには、Jump Toボタン（スクリーンの右下隅にあります）を使用
します。

図 15: The Postgres Log Analysis Expert Report

レポートに複数の監視対象サーバーの分析が含まれる場合、グラフと表がセットで表示されます。最初に
1つのサーバーの統計情報を表示するグラフ、テーブル、およびチャート、次にレポート内の次のサーバー
のグラフィックス。
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ほとんどの RDBMS専門家は、非効率的な SQLコードがほとんどのデータベースパフォーマンスの問題の
主な原因であることに同意しています。DBAと開発者にとっての課題は、ラージで複雑なシステムで実行
が不十分な SQLコードを見つけ、そのコードを最適化してパフォーマンスを向上させることです。

SQLプロファイラコンポーネントを使用すると、データベーススーパーユーザは、パフォーマンスの低い
SQLコードを見つけて最適化できます。Microsoft SQL Serverの Profilerのユーザーは、PEMの SQL Profiler
のオペレーションと機能が非常に似ていることに気付くでしょう。SQLプロファイラーは、各 Advanced
Serverインスタンスと共にインストールされます。PostgreSQLを使用している場合、SQLプロファイラー
インストーラをダウンロードし、プロファイリングする各管理対象データベースインスタンスに SQLプロ
ファイラー製品をインストールする必要があります。

SQL Profilerによって監視される各データベースについて、次のことを行う必要があります。

1. postgresql.confファイルを編集します。shared_preload_libraries設定パラメータに SQLプロファ
イラーライブラリを含める必要があります。

• Linuxインストールの場合、パラメータ値には以下を含める必要があります。

• $libdir/sql-profiler

Windowsでは、パラメータ値には次のものが含まれている必要があります。

• $libdir/sql-profiler.dll

2.データベースで SQL Profilerが使用する関数を作成します。SQLプロファイラーのインストールプログ
ラムは、Linuxシステムのメイン PostgreSQLインストレーションディレクトリサブディレクトリに SQLス
クリプト（sql-profiler.sql名前付け）を配置します。Windowsシステムでは、このスクリプトは shareサブ
ディレクトリにあります。サーバーを PEMに登録するときに指定したメンテナンスデータベースでこの
スクリプトを呼び出す必要があります。

3.サーバーを停止して再起動し、変更を有効にします。

ノート：SQLプロファイラーを構成する前に PEMクライアントで PEMサーバーに接続している場合は、
サーバーとの接続を解除して再接続し、SQLプロファイラー機能を有効にする必要があります。 SQL Profiler
プラグインのインストールと構成の詳細については、次の EDBウェブサイトから入手できる PEMインス
トールガイドを参照してください。

< http://enterprisedb.com/products-services-training/products/文書 >
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8.1 新しいSQLトレースの作成
SQLプロファイラーは、特定の SQLワークロードをキャプチャして表示し、SQLトレースで分析します。
キャプチャした SQLトレースをすぐにスタートしてレビューすることも、キャプチャしたトレースを保存
して後でレビューすることもできます。SQLプロファイラーを使用して、最大 15個の名前付けトレース
を作成および保存できます。メニューオプションを使用して、トレースを作成および管理します。

8.1.1 トレースを作成する

Create trace...ダイアログを使用して、SQLプロファイラーがインストールおよび構成されているデー
タベースの SQLトレースを定義できます。インストールおよび構成済み。ダイアログにアクセスするに
は、PEMクライアントツリーコントロールでデータベースの名前を強調表示します。[管理]メニューから
[ SQLプロファイラー]プルアッドメニューに移動し、[トレースの作成…]を選択します。

図 1: The Trace options tab

Trace optionsタブのフィールドを使用して、新しいトレースに関する詳細を指定します。

• [名前]フィールドにトレースの名前を入力します。

• [User filter]フィールドをクリックして、クエリがトレースに含まれるロールを指定します。必要
に応じて、[すべて選択]の横のボックスをオンにして、すべてのロールからのクエリを含めます。

• [Database filter]フィールドをクリックして、トレースするデータベースを指定します。必要に応
じて、[すべて選択]の横のボックスをオンにして、すべてのデータベースに対するクエリを含めます。

• trace size in the Maximum Trace File Size フィールドを指定します。SQL プロファイラー
は、指定されたサイズにほぼ達するとトレースを終了します。

• [作成]ボタンを選択したときにトレースをスタートするには、Run Nowフィールドに Yesを指定しま
す。[いいえ]を選択して、[スケジュール]タブのフィールドを有効にします。

Scheduleタブのフィールドを使用して、新しいトレースのスケジューリングの詳細を指定します。

• Start timeフィールドを使用して、トレースの開始時間を指定します。
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図 2: The Create trace Schedule tab

• End timeフィールドを使用して、トレースの終了時間を指定します。

• Repeat?フィールドに Yesを指定して、毎日指定された時間にトレースを繰り返すことを示します。
[定期ジョブオプション]タブのフィールドを有効にするには、[いいえ]を選択します。

図 3: The Create trace Periodic job options tab

Periodic job optionsタブのフィールドは、繰り返し発生するトレースに関するスケジュールの詳細を
指定します。Daysセクションのフィールドを使用して、ジョブを実行日を指定します。

• Week daysフィールドをクリックして、トレースを実行曜日を選択します。

• Month daysフィールドをクリックして、トレースを実行月の日を選択します。

• Monthsフィールドをクリックして、トレースを実行月を選択します。

Timesセクションのフィールドを使用して、トレース実行のタイムスケジュールを指定します。

• Hoursフィールドをクリックして、トレースを実行時間を選択します。

• Minutesフィールドをクリックして、トレースを実行時間を選択します。
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Create trace...ダイアログを完了したら、Createをクリックして、新しく定義されたトレースをスター
トするか、後でトレースをスケジュールします。

図 4: The SQL Profiler tab, displaying the trace results

トレースをすぐに実行ことを選択すると、トレース結果が PEMクライアントに表示されます。

8.1.2 既存のトレースを開く

前のトレースをビューするには、PEMクライアントツリーコントロールでプロファイルされたデータベース
の名前を強調表示します。Managementメニューから SQL Profilerのプルアサイドメニューに移動し、Open
trace....を選択します。SQL Profiler toolbarメニューを使用してトレースを開くこともできます。
Open trace...オプションを選択します。 [トレースを開く…]ダイアログが開きます。

図 5: Opening an existing trace
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トレースリストのエントリーを強調表示し、[開く]をクリックして、選択したトレースを開きます。選択
したトレースが [ SQLプロファイラー]タブで開きます。

8.1.3 トレースのフィルタリング

フィルターは、1つ以上のルールの名前付けセットであり、それぞれがトレースビューからイベントを非
表示にできます。フィルターをトレースに適用すると、非表示のイベントはトレースから削除されず、表
示から除外されるだけです。

[フィルター]アイコンをクリックして Trace Filterダイアログを開き、フィルターを定義するルール（ま
たはルールセット）を作成します。各ルールは、イベントを呼び出したロールの ID、またはイベント中に
呼び出されたクエリータイプに基づいて、現在のトレース内のイベントをスクリーンします。

既存のフィルターを開くには、Openボタンを選択します。新しいフィルターを定義するには、Add (+)ア
イコンをクリックして、[全般]タブに表示されるテーブルに行を追加し、ルールの詳細を指定します。

• Typeドロップダウンリストボックスを使用して、フィルタールールを適用するトレースフィールド
を指定します。

• Conditionドロップダウンリストボックスを使用して、SQLプロファイラがトレースをフィルタリ
ングするときに値に適用する演算子のタイプを指定します。

• 指定された値を含む Matches toフィルターイベントを選択します。

• 指定された値を含まないイベントをフィルタリングするには、Does not matchを選択します。

• [値]フィールドで指定された文字列と完全にマッチするイベントをフィルタリングするには、Is equal

toを選択します。

• Is not equalを選択して、[値]フィールドで指定された文字列と完全にマッチしないイベントを
フィルタリングします。

• [値]フィールドで指定された文字列で始まるイベントをフィルタリングするには、Starts withを
選択します。

• [値] フィールドで指定された文字列で始まらないイベントをフィルタリングするには、Does not

start withを選択します。

• Less thanを選択して、[値]フィールドで指定された数値より小さい数値を持つイベントをフィル
ターします。

• [Greater than]を選択して、[値]フィールドで指定された数値より大きい数値を持つイベントをフィ
ルターします。

• [値]フィールドで指定した数値以下の数値を持つイベントをフィルタリングするには、Less than

or equal toを選択します。

• [値]フィールドで指定された数値以上の数値を持つイベントをフィルタリングするには、Greater

than or equal toを選択します。

• Valueフィールドを使用して、SQLプロファイラーが検索する文字列、数値、または正規表現を指
定します。
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ルールの定義が終了したら、追加（+）アイコンをクリックして、フィルターに別のルールを追加します。
フィルターからルールを削除するには、ルールを強調表示して [削除]アイコンをクリックします。

Saveボタンをクリックして、フィルターを適用せずにフィルター定義をファイルに保存します。フィル
ターを適用するには、OKをクリックします。Cancelを選択してダイアログを終了し、フィルターへの変
更を破棄します。

8.1.4 トレースを削除する

トレースを削除するには、PEMクライアントツリーコントロールでプロファイルされたデータベースの
名前を強調表示します。Managementメニューから SQL Profilerプルアサイドメニューに移動し、Delete

trace(s)....を選択します。SQLProfilerツールバーメニューを使用してトレースを削除することもでき
SQL。Delete trace(s)...オプションを選択します。Delete tracesダイアログが開きます。

図 6: The Delete traces… dialog

トレース名前の左側にあるアイコンをクリックして、1つ以上のトレースを削除対象としてマークし、Delete
をクリックします。PEMクライアントは、選択したトレースが削除されたことを確認します。

8.1.5 スケジュールされたトレースの表示

スケジュールされたトレースのリストをビューするには、PEMクライアントツリーコントロールでプロ
ファイルされたデータベースの名前を強調表示します。Managementメニューから SQL Profilerプルアサイ
ドメニューに移動し、Scheduled traces...を選択します。SQLProfilerツールバーメニューを使用して
リストを表示することもでき SQL。Scheduled traces...オプションを選択します。

Scheduled traces...ダイアログには、実行を待機しているトレースのリストが表示されます。トレース
名前の左側にある編集ボタンをクリックして、トレースに関する詳細情報にアクセスします。

• Statusフィールドには、現在のトレースのステータスがリストされます。

• トレースが有効な場合、Enabled?スイッチは Yesを表示します。無効になっている場合はいいえ。

• Nameフィールドには、トレースの名前が表示されます。
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図 7: Reviewing scheduled traces

• Agentフィールドには、トレースの実行を担当するエージェントの名前が表示されます。

• Last runフィールドには、トレースの最後の実行の日付と時刻が表示されます。

• Next runフィールドには、次にスケジュールされたトレースの日付と時刻が表示されます。

• Createdフィールドには、トレースが定義された日時が表示されます。

8.2 インデックスアドバイザーの使用
Index Advisorは Advanced Server 9.0以降で配布されます。インデックスアドバイザは、SQLプロファイラ
と連携して、収集された SQLステートメントを調べ、基になるテーブルのインデックス作成の推奨事項を
作成して、SQL応答時間を改善します。インデックスアドバイザーは、スーパーユーザによって呼び出さ
れるすべての DML（INSERT、UPDATE、DELETE）および SELECTステートメントで機能します。

インデックスアドバイザーからの診断出力には以下が含まれます。

• 推奨されるインデックスから予測されるパフォーマンスの利点

• 推奨されるインデックスの予測サイズ

• 推奨インデックスの作成に使用できる DDLステートメント

インデックスアドバイザーを使用する前に、以下を行う必要があります。

1. 各 Advanced Server ホストで postgresql.conf ファイルを変更し、index_advisor ライブラリを
shared_preload_librariesパラメータに追加します。

2. Index Advisor contribモジュールをインストールします。モジュールをインストールするには、
psqlクライアントまたは PEMクエリツールを使用してデータベースに接続し、次のコマンドを呼び
出します。

• \i <complete_path>/share/contrib/index_advisor.sql
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3.変更を有効にするためにサーバーを再起動します。

インデックスアドバイザは、SQLプロファイラによってキャプチャされたトレースデータに基づい make
インデックスの推奨事項を作成できます。SQL Profiler Trace Dataペインで 1つ以上のクエリを強調
表示して、Index Advisorツールバーボタンをクリックするか、[表示]メニューから [インデックスアドバ
イザー]を選択します。Index Advisorの詳細な使用情報については、 EDB Postgres Advanced Server Guide
をご覧ください。

ノート：インデックスアドバイザーは、非スーパーユーザーによって呼び出されたステートメントを分析
できません。非スーパーユーザーによって呼び出されたステートメントを分析しようとすると、サーバー
ログに次のエラーが含まれます。

ERROR: access to library "index_advisor" is not allowed

インデックスアドバイザーの構成と使用の詳細については、EDBから入手可能な EDB Postgres Advanced
Server Guideを参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs
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第9章 Tuning Wizard

チューニングウィザードは、PostgreSQLまたはAdvanced Serverのインストールを確認し、予想されるワー
クロードに最適なインストールの調整にヘルプ一連の構成オプションを推奨します。ノートシステムまた
は作業ロードの高いシステムでは、最適なパフォーマンスを実現するために追加のマニュアルチューニン
グが必要になる場合があります。

チューニングウィザードを使用する前に、サーバーの [プロパティ]ダイアログの [詳細設定]タブにある
[サービス ID]フィールドでサービスの名前を指定する必要があります。PEMは、チューニング後にサー
ビスを再起動するときにサービス名前を使用します。

チューニングウィザードは、バインドされた PEMエージェントと同じサーバーに存在するサーバーに対し
てのみ推奨事項を makeできます。サーバーの定義時に [リモートモニタリング]フィールドで [はい]の値
を指定した場合、サーバーはチューニングウィザードのツリーコントロールに表示されません。

チューニングウィザードを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Tuning Wizard...

を選択します。チューニングウィザードが開き、歓迎されます。

図 1: The Tuning Wizard Welcome dialog

Nextをクリックして、サーバー選択ダイアログに進みます。

ツリーコントロールの Serversノードを展開して、現在 PEMによって監視されているチューニング可能
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図 2: The Select Servers dialog

なサーバーのリストをビューします。サーバー名前の左側にあるチェックボックスをオンにして、チュー
ニングするサーバーを選択します。

!!! Note *チューニングウィザードは、そのサーバーのサービス名前がサーバーの [プロパティ]ダイアログ
で指定されていない場合、ツリーコントロールのサーバー名前の左側に赤いワーニング記号を表示します。

[Next]をクリックして、[構成]ダイアログに進みます。

Machine utilizationフィールドのオプションを選択して、選択したサーバーによって実行される作業の
タイプを指定します。サーバーによって実行される作業の種類によって、チューニングウィザードがシス
テムリソースを割り当てる方法が決まります。

• Dedicatedを選択して、システムリソースの大部分をデータベースサーバ専用にします。

• Mixed useを選択して、適量のシステムリソースをデータベースサーバ専用にします。

• Developer workstationを選択して、比較的少量のシステムリソースをデータベースサーバ専用に
します。

Workload Selectionフィールドのオプションを選択して、選択したサーバーで通常実行されるワークロー
ドのタイプを指定します。

• 選択したサーバーが主にオンライントランザクションワークロードの処理に使用される場合は、OLTP
を選択します。

• 選択したサーバーがトランザクション処理とデータレポートの両方を提供する場合は、Mixedを選択
します。

• サーバーが大量のデータのレポートに使用される場合は、Data warehouseを選択します。

154 第 9章 Tuning Wizard



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

図 3: The Configuration dialog

[Next]をクリックして、Tuning Changes Summaryダイアログに進みます。

Tuning Changes Summaryダイアログのツリーコントロールには、チューニングウィザードで分析された
各サーバーに推奨されるパラメータ設定の変更が表示されます。サーバーまたはパラメータ名前の横にあ
るチェックボックスを使用して、チューニングウィザードがプレビューレポートに含めるか適用する推奨
事項を選択します。

• パラメータ名前の左側にあるチェックボックスは、チューニングウィザードにパラメータ設定が含ま
れることを指定します。

• サーバー名前の左側にあるチェックボックスは、指定されたサーバーの推奨されるすべてのパラメー
タ設定をチューニングウィザードに含めることを指定します。

レポートに含めるまたは適用するチューニングウィザードの推奨事項を指定し、Nextをクリックして続行
します。

Schedule or Run?ダイアログを使用して、PEMが変更を適用する時間を指定するか、推奨される変更の
詳細を示すレポートを生成します。

選択したアクションは、チューニングの変更の概要に記載されているすべての変更に適用されます。レポー
トを生成することを選択した場合、PEMは現在の値のリストと、[チューニングの変更の概要]ダイアロ
グで選択した構成パラメーターへの推奨変更を含むレポートを作成します。変更を実装するには、Tuning

Changes Summaryダイアログで変更するパラメーターを指定して、チューニングウィザードをもう一度呼
び出す必要があります。

Schedule changesを選択して、スケジューリングオプションをビューおよび指定します。

次のことができます。
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図 4: The Tuning Changes Summary dialog

図 5: The Schedule or Run? dialog
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• Configuration now?スライダーを Yesに設定して、チューニングウィザードの推奨事項を適用し、
今すぐサーバーをリスタートします。

• Configuration now?スライダーを Noに設定して、時間を有効にしますか？フィールドを選択し、
カレンダーセレクタを使用して、PEMがチューニングウィザードの推奨事項を適用してサーバーを
リスタートする時間を指定します。変更が適用される時間をスケジュールする場合、変更推奨のプレ
ビューは提供されないことに注意してください。

Generate reportを選択して、レポートオプションをビューします。

図 6: The Schedule or Run? dialog

次のことができます。

• View report now?スライダーを Yesに設定して、チューニングウィザードレポートを画面に表示し
ます。

• View report now?スライダーを Noに設定して Save the report to fileフィールドを有効にし、
カレンダーセレクターを使用して、PEMがチューニングウィザードレポートを書き込むファイル名
前と場所を指定します。

Finishボタンをクリックして、チューニングウィザードの変更を適用するか、レポートを生成してチュー
ニングウィザードを終了します。

変更したサーバーの postgresql.confファイルを確認すると、チューニングウィザードが推奨される変
更を実装していることを確認できます。チューニングウィザードは、変更が適用されると、postgresql.conf
ファイル内の変更された各パラメータの上にコメントを追加します。

サーバーに照会することにより、パラメータ値を確認することもできます。例、shared_buffersパラメータ
の値を確認するには、クエリツール（[ツール]メニューからアクセス）または psqlクライアントを使用し
て SQLコマンドラインを開き、コマンドを発行します。
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図 7: The Tuning Wizard report

図 8: Confirming a change in the postgresql.conf file
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SHOW shared_buffers;

サーバーから返された値は、パラメータが変更されたことを確認します。
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第10章 Postgres Expert - Best Practice
Enforcement

Postgres Expertユーティリティは、パフォーマンス、セキュリティなどを最適化するために Postgresサー
バーを最適に構成する方法に関するエキスパートのアドバイスを提供します。Postgres Expertは、ベスト
プラクティスの逸脱についてサーバーを分析することにより、PostgreSQLの「ボックス内の DBA」とし
て機能します。 Postgres Expertには 3つの専門家が含まれています。

• 構成エキスパート。

• スキーマエキスパート。

• セキュリティの専門家。

各エキスパートに特定のルールを選択して分析するか、すべてのルールを受け入れてから、注意が必要な
ベストプラクティスの問題を詳述する Postgres Expertレポートを確認できます。

10.1 Postgresエキスパートウィザードの使用
Postgres Expert ウィザードを使用するには、PEM クライアントの Management メニューから Postgres

Expertオプションを選択します。ウィザードの Welcomeウィンドウが開いたら、Nextをクリックして続
行します。

図 1: The Postgres Expert Welcome dialog
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ウィザードにはツリーコントロールが表示され、 Postgres Expertが指定されたサーバーまたはデータベー
スを評価する Experts and Rulesを選択できます。

図 2: The PEM Agent Installer’s Welcome dialog

ツリーコントロールは、3つのエキスパートの見出しの下にルールを分類します。

• Configuration Expert rulesから選択して、サーバーまたはオペレーティングシステムのパラメー
タ設定を分析し、システムパフォーマンスを向上させる可能性のある調整を見つけます。

• Schema Expert rulesから選択して、スキーマオブジェクトを分析します（不足しているプライマ
リキー、インデックスのない外部キーの検索など）。

• Security Expert rulesから選択してシステムを確認し、セキュリティの脆弱性を見つけます。

エキスパートまたはルールの左側にあるチェックマークインジケータを使用して、チェックされたアイテ
ムに関連するベストプラクティスの逸脱について、Postgresエキスパートが選択されたサーバーの構成を
分析する必要があることを示します。

次のことができます。

• エキスパートの名前の横にあるチェックボックスをオンにして、ツリーコントロールのそのノードの
下にリストされているすべての構成アイテムを選択または選択解除します。

• Servers/Databasesの横にあるチェックボックスをオンにして、選択したサーバーでツリーコント
ロール内のすべてのアイテムを確認するように Postgres Expertに指示します。

• Servers/Databasesの横にあるボックスの選択を解除して、すべてのルールのチェックを外します。
次に、ツリーコントロール内を移動し、Postgres Expertで評価するアイテムのみを指定します。

選択したら、Nextをクリックして、サーバー/データベースツリーコントロールに進みます。

Postgres Expertで分析するサーバーとデータベースを選択または選択解除します。マルチプルのサーバー
またはデータベースを選択した場合、結果のレポートには各ターゲットの個別の分析が含まれます。完了
したら、Nextをクリックしてレポートの宛先を選択します。

162 第 10章 Postgres Expert - Best Practice Enforcement



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

図 3: The Servers/Databases dialog

図 4: Specify a report destination
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デフォルトオプションを選択し、Finishをクリックして Postgres Expertからオンスクリーンレポートを
ビューするか、レポートのダウンロードの横にあるチェックボックスをオンにして、後で使用するために
レポートのコピーを HTMLファイルに保存します。レポートをファイルに保存することを選択した場合、
ダウンロードはすぐに開始されます。ファイルはデフォルトのダウンロードディレクトリに保存されます。

10.2 Postgresの専門家の推奨事項の確認
Postgres Expertは、選択されたサーバーの高、中、低の重大度で分類された、選択されたルールの分析を
含む簡単にナビゲートされるレポートを生成します。

図 5: The Postgres Expert report

レポートヘッダーには、レポートの概要が含まれ、レポートが生成された日時、分析されたルールの数、
および Postgres Expertによって検出されたベストプラクティスからの逸脱の数が含まれます。Jump toド
ロップダウンリストボックスを使用してサーバーを選択し、そのサーバーの推奨事項を対象とするレポー
トのセクションに移動します。

レポートの本文には、分析用に選択された各サーバーの詳細な調査結果が含まれています。調査結果は専
門家によってソートされています。各エキスパートの見出し内で、ルール違反は重大度ごとにランク付け
されます。

Postgres Expertレポートの各ルールをクリックして、そのルールの詳細と推奨事項を表示します。各ルー
ル内では、セクションの見出しが表示されます：

• Advisorセクションには、推奨を促した Postgres Expert advisorの名前がリストされます。

• Triggerセクションには、アラートを生成したルールの説明が表示されます。

• Recommended Valueセクションには、 Postgres Expertが選択したパラメータの設定を推奨する値が
表示されます。

• Descriptionセクションには、アラートの原因となったパラメータに関する情報とアドバイスが表
示されます。
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図 6: The detailed recommendation for a rule

• Current Valuesセクションには、Postgres Expertの評価に影響を与えるパラメータの現在の値が表
示されます。
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第11章 Reports

ローカルおよびリモートで管理されているすべてのサーバーのシステム構成レポートとコア使用率レポー
トを生成できます。このレポートを生成するには、Managementメニューから Reportsを選択します。

レポートには次のオプションがあります。

• システム構成レポート（JSON）

• システム構成レポート（HTML）

• コア使用状況レポート（JSON）

• コア使用状況レポート（HTML）

スーパーユーザーまたは pem_adminロールパーミッションを持つユーザーのみがシステム構成レポートま
たはコア使用率レポートをダウンロードできることにノートしてください。

また、これらのレポートの情報には、最新のプローブ実行時間が反映されることにノートしてください。

11.1 システム構成レポート
システム構成レポートは、ブラウザツリーの下にリストされている PEMエージェントグループ、PEMサー
バーディレクトリグループ、およびカスタムグループに関する詳細情報を提供します。これらのグループ
には、Postgres Enterprise Manager、PEM Agent、およびデータベースサーバーを含めることができます。
このレポートは、HTML形式および JSONフォーマットでダウンロードできます。

Postgres Enterprise Manager Summaryは、次に関する詳細を提供します。

Postgres Enterprise Managerバックエンドデータベースサーバのバージョン -アプリケーションのバージョ
ン -アプリケーションにアクセスユーザー名前 Pythonバージョン -フラスコバージョン -プラットフォー
ム固有の情報

Summaryは、エージェントとサーバーの数に関する情報を提供します。

Group: PEM Agentsパネルには、PEMエージェント、CPUコア、ディスク使用率、およびメモリ情報に
関する詳細が表示されます。

Group: PEM Server Directoryは、次に関する詳細を提供します。

• データベースサーババージョン

• ホスト

• ポート

• データベース名前
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図 1: System Configuration Report - PEM Summary and Summary

• データベースサイズ

• 表領域サイズ

ここで、Group Server Nameはサーバーが追加されるグループ名前に依存することにノートしてください。

11.2 コア使用状況レポート
コア使用状況レポートは、次のものに固有のコアの数に関する詳細情報を提供します。

• サーバーの種類

• データベースのバージョン

• プラットフォームとグループ名前

このレポートは、ローカルで管理されているサーバーに関する詳細情報も提供します。

• タイプ

• ホスト

• ポート

• プラットフォーム

• コア

• RAM
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図 2: System Configuration Report - PEM Agents
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図 3: System Configuration Report - Group Server Name
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図 4: Core Usage Report
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第12章 Monitoring Failover Manager

EDB Failover Managerを使用してレプリケーションシナリオをモニタしている場合、Failover Managerを手
動でインストールおよび構成する必要があります。 Failover Managerのインストールの詳細については、次
の EDBウェブサイトにアクセスしてください。

https://www.enterprisedb.com/products/edb-postgres-platform/edb-postgres-failover-manager

Streaming Replicationダッシュボードで Failover Managerクラスターのステータスをモニタするには、クラ
スターの各ノードの server Propertiesダイアログの Advancedタブで次の情報を提供する必要があり
ます。

• EFM Cluster Nameフィールドを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターの名前を指定
します。クラスタ名前は、クラスタプロパティファイルの名前のプレフィックスです。例、クラス
タープロパティファイルの名前付けが efm.propertiesの場合、クラスター名前は efmです。

• EFM Installation Pathフィールドを使用して、Failover Managerバイナリファイルの場所を指定
します。デフォルトでは、Failover Managerバイナリファイルは/usr/efm-<X>/binにインストール
されます。

– ここで、<X>は EFMバージョンです。

サーバーを登録すると、Streaming Replication Analysisダッシュボードには、ダッシュボードの下部
近くにある EFMクラスターに関するステータス情報が表示されます。

図 1: The Failover Manager cluster status report

Streaming Replication Analysisダッシュボードの Failover Manager Cluster Statusセクションには、監
視対象クラスターに関する情報が表示されます。

Failover Manager Cluster Informationテーブルは、Failover Managerクラスターに関する情報を提供
します。

• Properties列には、クラスタプロパティの名前が表示されます。

https://www.enterprisedb.com/products/edb-postgres-platform/edb-postgres-failover-manager
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• Values列には、プロパティの現在の値が表示されます。

Failover Manager Node Statusテーブルには、Failover Managerクラスターの各ノードに関する情報が
表示されます。

• Agent Type列には、ノードに存在するエージェントのタイプが表示されます。可能な値は、Primary、
Replica、Witness、Idle、および Promotingです。

• Address列には、ノードの IPアドレスが表示されます。

• Agent列には、ノードに存在するエージェントのステータスが表示されます。

• DB列には、ノードに存在するデータベースのステータスが表示されます。

• XLog Location列には、データベースのトランザクションログの場所が表示されます。

• Status Information列には、ノードに関するエラー関連情報が表示されます。

• XLog情報列には、トランザクションログに関するエラー関連情報が表示されます。

• VIP列には、ノードに関連付けられている VIPアドレスが表示されます。

• ノードの VIPがアクティブの場合、VIP Status列には Trueが表示され、VIPがアクティブでない
場合は Falseが表示されます。

12.1 プライマリノードの交換
PEMクライアントを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターのプライマリノードをレプリカ
ノードに置き換えることができます。フェイルオーバープロセスを開始するには、Toolsメニューの下の
Serverから Replace Cluster Primaryを選択します。ダイアログが開き、現在のプライマリノードを交
換することを確認するよう求められます。

図 2: Replacing the Primary node of a cluster

Yesを選択して、現在のプライマリノードをフェールオーバーマネージャークラスターから削除し、レプリ
カノードをフェールオーバーマネージャークラスター内の読み取り/書き込みプライマリノードのロールに
プロモートさせます。最も高いプロモーション優先度（フェールオーバーマネージャーで定義）を持つノー
ドが新しいプライマリノードになります。PEMはダイアログを表示し、ジョブステータスを報告します。
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図 3: Confirmation of the promotion

ジョブが完了してStreaming Replication Analysisダッシュボードが更新されると、Failover Manager

Node Statusテーブルを確認して、レプリカノードがフェールオーバーマネージャークラスター内でプラ
イマリのロールに昇格されたことを確認できます。

12.2 EFMクラスターの切り替え
PEMクライアントを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターのプライマリノードをレプリ
カノードに置き換えることができます。スイッチオーバープロセスを開始するには、Toolsメニューから
Switchover EFM Clusterを選択します。ダイアログが開き、EFMクラスターを切り替えることを確認す
るよう求められます。

図 4: Switchover EFM Cluster

Yesを選択してフェールオーバーマネージャースイッチオーバーをスタートし、レプリカノードを読み取
り/書き込みプライマリノードのロールにプロモートさせ、プライマリデータベースをフェールオーバーマ
ネージャークラスター内の新しいレプリカとして再構成します。最も高いプロモーション優先度（フェー
ルオーバーマネージャーで定義）を持つノードが新しいプライマリノードになります。PEMは、ジョブス
テータスを報告するダイアログを表示します。

ジョブが完了し、Streaming Replication Analysisダッシュボードが更新されたら、Failover Manager

Node Statusテーブルを確認して、スイッチオーバーが発生したことを確認できます。
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図 5: Confirmation of the promotion

176 第 12章 Monitoring Failover Manager



177

第13章 Monitoring an xDB Replication Cluster

xDBレプリケーションシナリオのパートである Advanced Serverまたは PostgreSQLデータベースから統計
を取得するように PEMを構成する前に、xDBレプリケーションを手動でインストールおよび構成する必
要があります。xDBレプリケーションソリューションと文書の詳細については、 EDBウェブサイトにア
クセスしてください。

http://www.enterprisedb.com/products-services-training/products-overview/xdb-replication-server-multi-master

PEM xDBレプリケーションプローブは、 EDB Postgres Advanced Serverまたは PostgreSQLデータベース
であるパブリケーションデータベースを持つ xDBマルチプライマリまたはシングルプライマリレプリケー
ションを使用するクラスターのラグデータを監視します。他の独自のデータベースホスト（オラクルまたは
SQL Server）と Advanced Serverまたは PostgreSQLの間でレプリケーションを設定している場合、プロー
ブは遅延情報を結果ことができないことにノートしてください。

デフォルトでは、xDB Replicationプローブは無効になっています。xDB Replicationプローブを有効
にするには、サーバーの名前を右クリックし、コンテキストメニューから Connectを選択します。プロン
プトが表示されたら、認証情報を提供します。接続後、ツリーコントロールのサーバーノードを展開し、複
製されたデータベースの名前を強調表示します。次に、Managementメニューから Manage Probes...を
選択します。

Manage Probesタブのフィールドを使用して、xDBレプリケーションプローブを設定します。

• Defaultスライダーを Noに移動して、プローブ実行間の分と秒を変更します。

• Enabled?スライダーを使用して、xEM Replicationプローブを実行ように PEMに指示します。

• Data Retentionフィールドの Defaultスライダーを Noに設定して、PEMがプローブによって取
得された情報を保存する日数を変更します。

プローブを有効にすると、返されたメトリックを使用して、PEMクライアントでカスタムチャートとダッ
シュボードを作成できます。

http://www.enterprisedb.com/products-services-training/products-overview/xdb-%20replication-server-multi-master
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図 1: The Manage Probes tab
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第14章 Performance Diagnostic

パフォーマンス診断ダッシュボードを使用して、待機イベントをモニタリングすることにより、Postgresイ
ンスタンスのデータベースパフォーマンスを分析できます。診断グラフを表示するために、PEMは EDB
待機状態モジュールによって収集されたデータを使用します。

パフォーマンス診断機能は、PEM 7.6 バージョン以降の Advanced Server データベースでサポートされ、
PostgreSQLデータベースでは PEM 8.0以降でサポートされます。

!!! Note * PostgreSQLデータベースの場合、Performance Diagnosticsは、サポートされている CentOSまた
は RHELプラットフォームにインストールされているバージョン 10、11、および 12でのみサポートされ
ています。

EDB待機状態の詳細については、EDB Postgres Advanced Server Guideを参照してください。

データの選択を絞り込むことにより、マルチプルのレベルで待機状態データを分析できます。グラフの各
レベルは、上位レベルで選択したデータに基づいて作成されます。

前提条件：

• PostgreSQLの場合、edb.repoから edb_wait_states_<X>パッケージをインストールする必要があ
り PostgreSQL PostgreSQLのバージョンです。このパッケージをインストールする手順については、
EDB Build Repositoryを参照できます。Advanced Serverの場合、edb-as<X>-server-edb-modules

をインストールする必要があります。<X>は Advanced Serverのバージョンです。

• EDB EDB Postgres Advanced Serverの EDB待機状態モジュールがインストールされていることを保
証したら、postgresql.confファイル内のライブラリのリストを以下のように構成します。

– shared_preload_libraries = '$libdir/edb_wait_states'

データベースサーバを再起動し、メンテナンスデータベースに次の拡張機能を作成します。

CREATE EXTENSION edb_wait_states;

• パフォーマンス診断ダッシュボードにアクセスするには、スーパーユーザ権限が必要です。

上記の前提条件が満たされていない場合、パフォーマンス診断ダッシュボードへのアクセス中に次のエラー
が表示されます。

図 1: Performance Diagnostic Error dialog

https://repos.enterprisedb.com/
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パフォーマンス診断ダッシュボードを開くには、PEMクライアントの Toolsメニューから Serverを選択
し、次に Performance Diagnostic...を選択します。

図 2: Performance Diagnostic dashboard

デフォルトでは、最上部のパフォーマンス診断グラフは、現在の日時から開始して、過去 1時間のデータ
を取得します。このグラフは、アクティブなセッションの数を含む時シリーズを示しています。この時シ
リーズの各ポイントは、特定の時間および最後の 15秒間のアクティブなセッションおよび待機イベントを
表します。これらのセッションは、待機イベントを待機しているかどうか、または特定の時点で CPUを使
用している場合とそうでない場合があります。この時シリーズは、edb_wait_states拡張機能によって収
集された待機イベントサンプルに基づいて生成されます。

Preferencesダイアログを使用して、新しいブラウザタブにパフォーマンス診断を表示することもできま
す。Open in New Browser Tab?を使用して、新しいブラウザタブにパフォーマンス診断ダッシュボード
を表示します。

最初のグラフのレンジ選択は 10分です。Lastドロップダウンリストボックスを使用して、グラフを表示
する期間を選択できます。過去 1時間、過去 4時間、過去 12時間、または過去 24時間を選択します。デー
タを表示する日付と時刻を選択することもできます。

最初のグラフには、選択した時間インターバルのアクティブなセッション（および待機イベントタイプ）の
数が表示されます。最初のグラフのタイムラインを絞り込んで、特定の期間のデータを分析できます。

次のセクションでは、最初のグラフで選択した時間インターバルに基づいて次のグラフをプロットします。

1.ドーナツグラフ-最初のグラフで選択した時間レンジに従って、合計待機イベントタイプが表示されます。
これらのセッションがイベントの待機に費やした時間を把握するのに役立ちます。折れ線グラフ-各ポイン
トが各サンプル時間のアクティブセッションを表す時シリーズをプロットします。

各待機イベントタイプと CPU使用率を明確に区別するために、各待機イベントタイプのグラフは異なる色
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図 3: Performance Diagnostic dashboard - Time Changes option

で表示されます。

待機イベントを分析する Line graphの特定の時間を選択します。3番目のセクションでは、2番目のグラ
フで選択した特定の時間に基づいて、パフォーマンス診断ダッシュボードに待機イベントの詳細が表示さ
れます。3番目のセクションでは、3つのタブに待機イベントの詳細が表示されます。

• [SQL]タブには、選択したサンプル時間の待機イベントを持つ SQLクエリのリストが表示されます。

• [Users]タブには、選択したサンプル時間のユーザー別にグループ化された待機イベントの詳細が表
示されます。

• [Waits]タブには、選択したサンプル時間の各待機イベントタイプに属する待機イベントの数が表示
されます。

グラフの凡例をクリックして、すべてのグラフで特定の待機イベントタイプを表示または非表示にするこ
とができます。これにより、特定の待機イベントタイプの分析が makeになります。

3つのタブすべての下の行に表示されるデータをフィルタリングできます。列ヘッダーをクリックして、
データをアルファベット順に並べ替えることもできます。

SQLタブ

ユーザータブ

待機タブ

[ SQL ]タブの任意の行にある目のアイコンをクリックして、その特定の行のクエリーの詳細を含む新しい
タブを表示します。このページには、クエリ IDセクションで選択された特定のサンプル時間にドロップダ
ウンリストにクエリ IDとそれに対応するセッション IDが表示されます。データを分析する選択したクエ
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図 4: Performance Diagnostic dashboard - Time range selection in the first Wait event types graph

図 5: Performance Diagnostic dashboard - Show and hide a particular wait event type by click the respective graph
legend
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図 6: Performance Diagnostic - SQL tab with filter applied

図 7: Performance Diagnostic - Users tab

図 8: Performance Diagnostic - Waits tab
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リーのセッション IDを選択できます。選択したセッション IDとクエリー IDに対応する詳細が表示され
ます。クエリ情報テーブルには、SQLクエリーも表示されます。SQLクエリーが部分的に表示されている
場合は、セクションの下部にある下矢印をクリックして、完全な SQLクエリーをビューします。

Wait event typesセクションには、選択したセッション IDおよびクエリー IDの待機イベントタイプの
総数が表示されます。次の 2種類のグラフが表示されます。

1.ドーナツグラフ-カテゴリデータの割合を示し、各ピースのサイズが各待機イベントタイプの割合を表し
ます。タイムラインのグラフ-一定期間にわたる待機イベントタイプの数の傾向を視覚化するために使用で
きます。

明確に区別するために、各待機イベントタイプはグラフの異なる色で表されます。

図 9: Performance Diagnostic - Query dashboard

Wait eventsセクションには、クエリーの実行中に発生したすべての待機イベントを表示するテーブルが
あります。待機イベントの数の多いオーダーにデータを表示します。2番目の表は、クエリー全体の実行
期間にわたって発生したサンプル時間で待機イベントを表示します。これにより、一定期間にわたるクエ
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リー実行中の待機イベントを分析できます。その特定のクエリー IDとセッション IDに対して EDB待機
状態拡張機能によって収集された実際のサンプルが表示されます。
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第15章 Reference

次のセクションはリファレンス用に提供されています。次の表で言及されている項目は変更される可能性
があるサブジェクトにノートしてください。

15.1 PEMサーバー構成パラメーター-リファレンス
グローバル構成オプションを使用して、PEMサーバーの動作の側面を変更できます。構成パラメーターの
リストは変更される可能性があるサブジェクトにノートしてください。

Parameter name Value and Unit Description
audit_log_retention_time 30 days 監査ログが PEMサーバーに保持される日数を指定

します。
auto_create_agent_alerts true エージェントの登録時にデフォルトのエージェン

トレベルのアラートを自動的に作成するかどうか
を指定します。

auto_create_server_alerts true サーバーがエージェントにバインドされたときに
デフォルトのサーバーレベルのアラートを自動的
に作成するかどうかを指定します。

chart_disable_bullets false ダッシュボードおよび CapacityManagerレポート
のラインチャートの箇条書きを有効/無効にします。

cm_data_points_per_report 50 CapacityManagerレポートのチャートにプロットす
るデータポイントの数を指定します。

cm_max_end_date_in_years 5 years CapacityManagerがデータを推定する最大時間を指
定します。レポートのしきい値ベースの終了日が
無期限に推定されないようにします。

dash_alerts_timeout 60 seconds アラートダッシュボードのコンポーネントが自動
更新されるまでの秒数を指定します。

dash_db_comrol_span 7 days データベース分析ダッシュボードとサーバー分析ダ
ッシュボードのコミット/ロールバック分析チャー
トにプロットするデータの日数を指定します。

dash_db_comrol_timeout 1800 seconds データベース分析ダッシュボードとサーバー分析
ダッシュボードでコミット/ロールバックラインチ
ャートが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_db_connovervw_timeout 300 seconds データベース分析ダッシュボードで接続概要円グ
ラフが自動更新されるまでの秒数を指定します。
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dash_db_eventlag_span 7 days データベース分析ダッシュボードの slony レプリ

ケーションのイベント数ラグチャートにプロット
するデータの日数を指定します。

dash_db_eventlag_timeout 1800 seconds データベース分析ダッシュボードで slony レプリ
ケーションのイベント数ラグラインチャートが自
動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_db_hottable_rows 25 rows データベース分析ダッシュボードのHOTテーブル
分析テーブルに表示する行数を指定します。

dash_db_hottable_timeout 300 seconds データベース分析ダッシュボードでホットテーブ
ルテーブルが自動更新されるまでの秒数を指定し
ます。

dash_db_io_span 7 days データベース分析ダッシュボードおよび I / O分析
ダッシュボードのデータベース I / O分析チャート
にプロットするデータの日数を指定します。

dash_db_io_timeout 1800 seconds データベース分析ダッシュボードおよび I / O分析
ダッシュボードでデータベース I / O折れ線グラフ
が自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_db_rowact_span 7 days データベース分析ダッシュボード、I / O分析ダッ
シュボード、およびサーバー分析ダッシュボード
の行アクティビティ分析チャートにプロットする
データの日数を指定します。

dash_db_rowact_timeout 1800 seconds データベース分析ダッシュボード、I / O分析ダッ
シュボード、およびサーバー分析ダッシュボード
で行アクティビティ線図が自動更新されるまでの
秒数を指定します。

dash_db_storage_timeout 300 seconds データベース分析ダッシュボードでストレージ棒
グラフが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_db_timelag_span 7 days データベース分析ダッシュボードの Slonyレプリ
ケーションのタイムラグチャートにプロットする
データの日数を指定します。

dash_db_timelag_timeout 1800 seconds Slonyレプリケーションのタイムラグラインチャー
トがデータベース分析ダッシュボードで自動更新
されるまでの秒数を指定します。

dash_db_useract_span 7 days データベース分析ダッシュボードのユーザーアク
ティビティ分析チャートにプロットするデータの
日数を指定します。

dash_db_useract_timeout 1800 seconds データベース分析ダッシュボードでユーザーアク
ティビティラインチャートが自動更新されるまで
の秒数を指定します。
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dash_efm_timeout 300 seconds フェールオーバーマネージャーノードのステータ

スとフェールオーバーマネージャークラスター情
報のラインチャートがストリーミングレプリケー
ションダッシュボードで自動更新されるまでの秒
数を指定します。

dash_global_overview_timeout 30 seconds グローバル概要ダッシュボードのコンポーネント
が自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_header_timeout 60 seconds すべてのダッシュボードのヘッダーの情報が自動
更新されるまでの秒数を指定します。

dash_io_chkpt_span 7 days I / O分析ダッシュボードのチェックポイントチャー
トにプロットするデータの日数を指定します。

dash_io_chkpt_timeout 1800 seconds I / O分析ダッシュボードでチェックポイントライ
ンチャートが自動更新されるまでの秒数を指定し
ます。

dash_io_hotindx_timeout 300 seconds I / O分析ダッシュボードでホットインデックス棒
グラフが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_io_hottbl_timeout 300 seconds I / O分析ダッシュボードでホットテーブル棒グラ
フが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_io_index_objectio_rows 25 rows I / O分析ダッシュボードおよびオブジェクトアク
ティビティ分析ダッシュボードのインデックスア
クティビティテーブルに表示される行数を指定し
ます。

dash_io_index_objectio_timeout 60 seconds I / O分析ダッシュボードとオブジェクトアクティ
ビティ分析ダッシュボードでインデックスアクティ
ビティテーブルが自動更新されるまでの秒数を指
定します。

dash_io_objectio_rows 25 rows I / O分析ダッシュボードおよびオブジェクトアク
ティビティ分析ダッシュボードのオブジェクト I /
O詳細テーブルに表示される行数を指定します。

dash_io_objectio_timeout 300 seconds I / O分析ダッシュボードおよびオブジェクトアク
ティビティ分析ダッシュボードでオブジェクト I /
O詳細テーブルが自動更新されるまでの秒数を指
定します。

dash_memory_hostmemact_span 7 days メモリ分析ダッシュボードのホストメモリアクティ
ビティ分析チャートにプロットするデータの日数
を指定します。

dash_memory_hostmemact_timeout1800 seconds ホストメモリアクティビティの折れ線グラフがメ
モリ分析ダッシュボードで自動更新されるまでの
秒数を指定します。

dash_memory_hostmemconf_timeout300 seconds メモリ分析ダッシュボードとサーバー分析ダッシュ
ボードでホストメモリ構成の円グラフが自動更新
されるまでの秒数を指定します。
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dash_memory_servmemact_span 7 days MemoryAnalysisダッシュボードのサーバーMem-

oryActivity Analysisチャートにプロットするデー
タの日数を指定します。

dash_memory_servmemact_timeout1800 seconds サーバーメモリアクティビティラインチャートが
メモリ分析ダッシュボードで自動更新されるまで
の秒数を指定します。

dash_memory_servmemconf_timeout300 seconds サーバーメモリ構成の円グラフがメモリ分析ダッ
シュボードで自動更新されるまでの秒数を指定し
ます。

dash_objectact_objstorage_rows 15 rows Object ActivityAnalysis ダッシュボードの Object-
Storageテーブルに表示する行数を指定します。

dash_objectact_objstorage_timeout300 seconds オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボード
でオブジェクトストレージテーブルが自動更新さ
れるまでの秒数を指定します。

dash_objectact_objtopindexes_timeout300 seconds オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボード
で上位 5つの最大インデックスの棒グラフが自動
更新されるまでの秒数を指定します。

dash_objectact_objtoptables_timeout300 seconds オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボード
で上位 5つの最大テーブルの棒グラフが自動更新
されるまでの秒数を指定します。

dash_os_cpu_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
CPUチャートにプロットするデータの日数を指定
します。

dash_os_cpu_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
CPUラインチャートが自動更新されるまでの秒数
を指定します。

dash_os_data_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
I / Oラインチャートにプロットするデータの日数
を指定します。

dash_os_disk_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
使用率チャートにプロットするデータの日数を指
定します。

dash_os_hostfs_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
ホストファイルシステムの詳細テーブルが自動更
新されるまでの秒数を指定します。

dash_os_io_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
I / Oラインチャートが自動更新されるまでの秒数
を指定します。

dash_os_memory_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
メモリチャートにプロットするデータの日数を指
定します。

次のページに続く

190 第 15章 Reference



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

表 1 –前のページからの続き
Parameter name Value and Unit Description
dash_os_memory_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで

メモリラインチャートが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

dash_os_packet_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
パケットチャートにプロットするデータの日数を
指定します。

dash_os_packet_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
ネットワークパケットの折れ線グラフが自動更新
されるまでの秒数を指定します。

dash_os_process_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
プロセスチャートにプロットするデータの日数を
指定します。

dash_os_process_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
プロセスラインチャートが自動更新されるまでの
秒数を指定します。

dash_os_storage_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
ストレージ円グラフが自動更新されるまでの秒数
を指定します。

dash_os_traffic_span 7 days オペレーティングシステム分析ダッシュボードの
トラフィックチャートにプロットするデータの日
数を指定します。

dash_os_traffic_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
トラフィックラインチャートが自動更新されるま
での秒数を指定します。

dash_os_util_timeout 1800 seconds オペレーティングシステム分析ダッシュボードで
使用率ラインチャートが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

dash_probe_log_timeout 300 seconds プローブログテーブルが自動更新されるまでの秒
数を指定します

dash_replication_archivestat_span7 days Streaming Replication Analysis ダッシュボードの
WAL アーカイブステータスチャートにプロット
するデータの日数を指定します。

dash_replication_archivestat_timeout1800 seconds Streaming ReplicationダッシュボードでWALアー
カイブステータスラインチャートが自動更新され
るまでの秒数を指定します。

dash_replication_pagelag_span 7 days Streaming ReplicationダッシュボードのWALラグ
ページチャートにプロットするデータの日数を指
定します。

dash_replication_pagelag_timeout1800 seconds Streaming ReplicationダッシュボードでWALラグ
ページの折れ線グラフが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

次のページに続く

15.1. PEMサーバー構成パラメーター-リファレンス 191



PEM Enterprise Features Guide,リリース 8.3.0

表 1 –前のページからの続き
Parameter name Value and Unit Description
dash_replication_segmentlag_span7 days Streaming ReplicationダッシュボードのWALラグ

セグメントチャートにプロットするデータの日数
を指定します。

dash_replication_segmentlag_timeout1800 seconds ストリーミングレプリケーションダッシュボード
でWALラグセグメントラインチャートが自動更新
されるまでの秒数を指定します。

dash_replication_timelag_span 7 days StreamingReplicationダッシュボードのReplication-
Lag Timeチャートにプロットするデータの日数を
指定します。

dash_replication_timelag_timeout1800 seconds Streaming ReplicationダッシュボードでReplication
LagTimeラインチャートが自動更新されるまでの
秒数を指定します。

dash_server_buffers_written 168 hours サーバー分析ダッシュボードのバックグラウンド
ライター統計チャートにプロットするデータの日
数を指定します。

dash_server_buffers_written_timeout300 seconds Server AnalysisダッシュボードでBackground Writ-
erStatisticsラインチャートが自動更新されるまでの
秒数を指定します。

dash_server_connovervw_timeout300 seconds サーバー分析ダッシュボードで接続の概要円グラ
フが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_server_database_timeout 300 seconds ServerAnalysisダッシュボードで Databasesテーブ
ルが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_server_dbsize_span 7 days サーバー分析ダッシュボードのデータベースサイ
ズ分析にプロットするデータの日数を指定します。

dash_server_dbsize_timeout 1800 seconds サーバー分析ダッシュボードでデータベースサイ
ズの折れ線グラフが自動更新されるまでの秒数を
指定します。

dash_server_disk_timeout 1800 seconds サーバー分析ダッシュボードでディスクラインチ
ャートが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_server_global_span 7 days ServerAnalysisダッシュボードのDiskラインチャー
トにプロットするデータの日数を指定します。

dash_server_sharedbuff_span 7 days ServerAnalysis ダッシュボードの SharedBuffer チ
ャートにプロットするデータの日数を指定します。

dash_server_sharedbuff_timeout 1800 seconds サーバー分析ダッシュボードで共有バッファーの
折れ線グラフが自動更新されるまでの秒数を指定
します。

dash_server_tabspacesize_span 7 days サーバー分析ダッシュボードのテーブルスペース
サイズチャートにプロットするデータの日数を指
定します。

dash_server_tabspacesize_timeout1800 seconds サーバー分析ダッシュボードでテーブルスペース
サイズの折れ線グラフが自動更新されるまでの秒
数を指定します。
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dash_server_useract_span 7 days サーバー分析ダッシュボードのユーザーアクティ

ビティチャートにプロットするデータの日数を指
定します。

dash_server_useract_timeout 1800 seconds サーバー分析ダッシュボードでユーザーアクティ
ビティラインチャートが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

dash_sessact_lockact_timeout 300 seconds セッションロックアクティビティテーブルがセッ
ションアクティビティ分析ダッシュボードで自動
更新されるまでの秒数を指定します。

dash_sessact_workload_timeout 300 seconds セッションアクティビティ分析ダッシュボードで
セッションワークロードテーブルが自動更新され
るまでの秒数を指定します。

dash_sess_waits_nowaits_timeout300 seconds セッションが待機数パイで待機するまでの秒数を
指定します

dash_sess_waits_timewait_timeout300 seconds Session Waits By Time Waited 円グラフが Session
Waits Analysisダッシュボードで自動更新されるま
での秒数を指定します。

dash_sess_waits_waitdtl_timeout 300 seconds Session WaitsAnalysis ダッシュボードで Session-
WaitsDetails テーブルが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

dash_storage_dbdtls_timeout 300 seconds StorageAnalysisダッシュボードで DatabaseDetails
テーブルが自動更新されるまでの秒数を指定しま
す。

dash_storage_dbovervw_timeout 300 seconds StorageAnalysisダッシュボードでデータベース概
要円グラフが自動更新されるまでの秒数を指定し
ます。

dash_storage_hostdtls_timeout 300 seconds HostDetailsテーブルが自動更新されるまでの秒数
を指定します

dash_storage_hostovervw_timeout300 seconds StorageAnalysisダッシュボードでホスト概要円グ
ラフが自動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_storage_tblspcdtls_timeout 300 seconds StorageAnalysisダッシュボードでTablespaceDetails
テーブルが自動更新されるまでの秒数を指定しま
す。

dash_storage_tblspcovervw_timeout300 seconds StorageAnalysis ダ ッ シ ュ ボ ー ド で Ta-
blespaceOverview 円グラフが自動更新される
までの秒数を指定します。

dash_sys_waits_nowaits_timeout 300 seconds System Waits Analysis ダッシュボードで System
Waits By Number ofWaits円グラフが自動更新され
るまでの秒数を指定します。

dash_sys_waits_timewait_timeout300 seconds System Waits By Time Waited 円グラフが System
Waits Analysis ダッシュボードで自動更新される
までの秒数を指定します。
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dash_sys_waits_waitdtl_timeout 300 seconds System Waits Analysis ダッシュボードで System

WaitsDetails テーブルが自動更新されるまでの秒
数を指定します。

deleted_charts_retention_time 7 days カスタムチャート（ユーザー定義ダッシュボード
に表示）が保存される日数を指定します。

deleted_probes_retention_time 7 days カスタムプローブ（ユーザー定義ダッシュボード
に表示）が保存される日数を指定します。

download_chart_format jpeg ダウンロードしたチャートを保存するフォーマッ
トを指定します。 jpegまたは pngの場合がありま
す。

flap-
ping_detection_state_change

3 指定されたアラートをフラッピングとして定義す
るために、指定されたインターバル内に検出された
状態変化の数を指定します。フラッピングは、[N +
1 *（min（probe_interval）* 2）]分に `N`を超える状
態変化が発生し、ファイン状態がNoneでない場合
に開始されます。ここで、N`のデフォルト値は 2ま
たは 3であり、min（probe_interval）は、アラートで
使用されるすべてのプローブの最小インターバルで
す。ゼロ状態の変化が [2 `N * min（probe_interval）
]分にわたって発生すると、フラッピングは終了し
ます。

job_retention_time 30 days 定期的でないスケジュールされたタスクとそれに
関連する日数を指定します

long_running_transaction_minutes5 minutes 長時間実行と見なされるまでにクエリーが実行さ
れる分数を指定します。

nagios_cmd_file_name &lt;file_name> パッシブサービスチェック結果の送信先となる na-
giosコマンドファイルを指定します。

nagios_enabled t アラート通知を nagiosに送信するかどうかを指定
します。

na-
gios_medium_alert_as_critical

f 中レベルの PEMアラートが nagiosでクリティカ
ルと見なされるかどうかを指定します。

nagios_spool_retention_time 7 days nagiosメッセージを破棄するまでにスプールテー
ブルに保持する日数を指定します。

probe_log_retention_time 30 days プローブブログレコードが保持される日数を指定
しログ。

reminder_notification_interval 24 hours アラートがクリアされなかった場合にリマインダー
メールが送信されるまでの時間数を指定します。

server_log_retention_time 30 days サーバーログが PEMサーバーに保持される日数を
指定します。

show_data_tab_on_graph false 'true'の場合、[データ]タブが各グラフに追加され
ます。 [データ]タブを選択して、グラフにプロッ
トされているデータを確認します。
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smtp_authentication false SMTPを介した認証を有効/無効にするかを指定し

ます。
smtp_enabled true メールの送信を有効/無効にするかを指定します。
smtp_encryption false 暗号化された接続を使用して SMTPメールを送信

するかどうかを指定します。
smtp_password SMTPサーバーへの接続に使用するパスワードを

指定します。
smtp_port 25 メールの送信に使用する SMTPサーバーポートを

指定します。
smtp_server 127.0.0.1 メールの送信に使用する SMTPサーバホストアド

レスを指定します。
smtp_spool_retention_time 7 days 送信されたメールメッセージが破棄されるまでに

スプールテーブルに保持される日数を指定します。
smtp_username SMTPサーバーへの接続に使用するユーザー名を

指定します。
snmp_community public トラップの送信時に使用される SNMP コミュニ

ティを指定します。 SNMPv1 および SNMPv2 で
のみ使用されます。

snmp_enabled true SNMPトラップの送信を有効/無効にするかどうか
を指定します。

snmp_port 162 SNMPトラップの送信に使用する SNMPサーバー
ポートを指定します。

snmp_server 127.0.0.1 SNMPトラップの送信に使用する SNMPサーバホ
ストアドレスを指定します。

snmp_spool_retention_time 7 days 送信されたトラップが破棄されるまでにスプール
テーブルに保持される日数を指定します。

snmp_security_name SNMPトラップを送信するためのユーザ名前また
はセキュリティ名前を指定します。 SNMPv3での
み使用されます。

snmp_security_engine_id SNMPサーバー上の SNMPエージェントのエンジ
ン IDを指定します。 SNMPv3でのみ使用されま
す。

snmp_security_level NOAUTH_NOPRIV セキュリティレベルを指定し、その可能な値は次
のいずれかになります。AUTH_NOPRIV-認証、プ
ライバシーなしまたは AUTH_PRIV-認証、プライ
バシーまたは NOAUTH_NOPRIV-認証なし、プラ
イバシーなし。 SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_context_name SNMPトラップを送信するときのMIBオブジェク
トの識別子であるコンテキスト名前を指定します。
SNMPv3でのみ使用されます。
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Parameter name Value and Unit Description
snmp_context_engine_id SNMPトラップを送信するときのMIBオブジェク

トの識別子であるコンテキストエンジン IDを指定
します。指定しない場合、snmp_security_engine_id
が使用されます。 SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_authentication_protocol NONE SNMPトラップの認証タイプを指定します。可能
な値は、NONE、HMACMD5、または HMACSHA
です。 SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_privacy_protocol NONE SNMPトラップのプライバシープロトコルを指定し
ます。可能な値は、NONE、DES、AES128、IDEA、
AES192、または AES256です。 SNMPv3でのみ
使用されます。

snmp_authentication_password snmp_security_nameに記載されているセキュリテ
ィ名前に関連付けられた認証パスワードを指定し
ます。 SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_privacy_password snmp_security_nameに記載されているセキュリテ
ィ名前に関連付けられたプライバシーパスワード
を指定します。 SNMPv3でのみ使用されます。

webclient_help_pg EDB hosted docu-
mentation

オンライン PostgreSQLコア文書の場所を指定しま
す。
NA

15.2 Capacity Managerのメトリック-リファレンス
利用可能な Capacity Managerメトリックはプラットフォームによって異なり、変更される可能性があるサ
ブジェクトに注意してください。使用可能なメトリックには、以下の表に記載されているメトリックが含
まれる場合があります。

Metric Name Description
# Dead Tuples 選択したテーブル内のデッドタプルの数。
# Dead Tuples+ 選択したテーブルのデッドタプルの累積数。
# Heap Tuples Fetched by
Index Scans

インデックススキャンによってフェッチされたヒープの数。

# Heap Tuples Fetched by
Index Scans

インデックススキャンによってフェッチされたヒープの累積数。

# Idle Backends+ 現在アイドル状態のバックエンドクライアントの累積数。
# Index Scans 指定されたオブジェクトに対して実行されたインデックススキャンの数。
# Index Scans+ 指定されたオブジェクトに対して実行されたインデックススキャンの累積数。
# Index Tuples Read 読み取られたインデックスタプルの数。
# Index Tuples Read+ 読み取られたインデックスタプルの累積数。
# Live Tuples トランザクションに可視されるタプルの数。
# Live Tuples+ トランザクションに可視されるタプルの累積数。
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Metric Name Description
# Pages Estimated by
ANALYZE

ANALYZEによって推定されたページ数。

# Pages Estimated by
ANALYZE+

ANALYZEによって推定された累積ページ数。

# Sequential Scans 特定のテーブルで実行されたシークエンシャルスキャンの数。
# Sequential Scans+ 特定のテーブルで実行されたシークエンシャルスキャンの累積数。
# Sequential Scan Tuples 特定のテーブルで順次スキャンされたタプルの数。
# Sequential Scan Tu-
ples+

特定のテーブルで順次スキャンされたタプルの累積数。

# Tuples Deleted 削除されたタプルの数。
# Tuples Deleted+ 削除されたタプルの累積数。
# Tuples Estimated by
ANALYZE

ANALYZEによって推定されたライブ（可視）タプルの数。

# Tuples Estimated by
ANALYZE+

ANALYZEによって推定されたライブタプルの累積数。

# Tuples HOT Updated HOTで更新されたタプルの数。 HOT更新では、新しいタプルはオリジナル
のタプルと同じブロックにあり、タプルはインデックスエントリを共有しま
す。

# Tuples HOT Updated+ HOTで更新されたタプルの累積数。
# Tuples Inserted 指定されたテーブルに挿入されたタプルの数。
# Tuples Inserted+ 指定されたテーブルに挿入されたタプルの累積数。
# Tuples Updated 選択したテーブルで更新されたタプルの数。
# Tuples Updated+ 選択したテーブルで更新されたタプルの累積数。
Blocks Hit キャッシュで見つかったブロックの数。
Blocks Hit+ キャッシュで見つかったブロックの累積数。
Blocks Read 読み取られたブロックの数。
Blocks Read+ 読み取られたブロックの累積数。
Blocks Read from In-
finiteCache

InfiniteCacheから読み取られたブロックの数。

Blocks Read from In-
finiteCache+

InfiniteCacheから読み取られたブロックの累積数。

Blocks Written 書き込まれたブロックの数。
Blocks Written+ 書き込まれたブロックの累積数。
Buffers Allocated 割り当てられたバッファーの数。
Buffers Allocated+ 割り当てられたバッファーの累積数。
Buffers Written - Back-
ends

サーバー processe（クライアントアプリケーションに接続されているプロセ
ス）によってディスクに書き込まれたバッファブロックの数。

Buffers Written - Back-
ends+

サーバープロセスによってディスクに書き込まれたバッファブロックの累積
数。

Buffers Written - Check-
point

チェックポイントプロセスによってディスクに書き込まれたブロックの数。

Buffers Written - Check-
point+

チェックポイントプロセスによってディスクに書き込まれたブロックの累積
数。
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Metric Name Description
Buffers Written - Clean-
ing Scan

オートバキューム処理によってディスクに書き込まれたブロックの数。

Buffers Written - Clean-
ing Scan+

オートバキューム処理によってディスクに書き込まれたブロックの累積数。

Bytes Received (KB) クライアントから受信したバイト数（キロバイト単位）。
Bytes Received (KB)+ 受信した累積バイト数（キロバイト単位）。
Bytes Sent (KB) クライアントに送信されたバイト数（キロバイト単位）。
Bytes Sent (KB)+ 送信された累積バイト数（キロバイト単位）。
Checkpoints - Timed チェックポイントインターバルによってトリガーされたチェックポイント操

作の数。
Checkpoints - Timed+ チェックポイントインターバルによってトリガーされたチェックポイント操

作の累積数。
Checkpoints - Untimed チェックポイントサイズによってトリガーされたチェックポイント操作の数。
Checkpoints - Untimed+ チェックポイントサイズによってトリガーされたチェックポイント操作の累

積数。
Database Size (MB) 指定されたデータベースのサイズ（メガバイト単位）。
Free RAM Memory フリー RAMメモリの量（メガバイト単位）。
Free Swap Memory ディスク上のフリースワップスペースの量（メガバイト単位）。
Heap Blocks Hit キャッシュで見つかったヒープブロックの数。
Heap Blocks Hit+ キャッシュで見つかったヒープブロックの累積数。
Heap Blocks Read 読み取られたヒープブロックの数。
Heap Blocks Read+ 読み取られたヒープブロックの累積数。
Index Blocks Hit キャッシュで見つかったインデックスブロックの数。
Index Blocks Hit+ キャッシュで見つかったインデックスブロックの累積数。
Index Blocks Read 読み取られたインデックスブロックの数。
Index Blocks Read+ 読み取られたインデックスブロックの累積数。
Index Size (MB) 指定されたインデックスのサイズ（メガバイト単位）。
In Packets Discards 破棄されたインバウンドパケットの数。
In Packets Discards+ 破棄されたインバウンドパケットの累積数。
In Packets Errors エラーを含むインバウンドパケットの数。
In Packets Errors+ エラーを含むインバウンドパケットの累積数。
Link Bandwidth (Mbit/s) ネットワークアダプタの速度（メガビット/秒）。
Load Average - 15
Minute

CPU飽和度（パーセント）-15分のサンプリング平均。

Load Average - 1 Minute CPU飽和度（パーセント）-1分間のサンプリング平均。
Load Average - 5 Minute CPU飽和度（パーセント）-5分間のサンプリング平均。
Load Percentage CPU飽和度（パーセント）。
Number of Prepared
Transactions+

準備されたトランザクションの累積数。

Number of WAL Files+ ログ先行書き込みファイルの累積数。
Out Packets Discards 破棄されたアウトバウンドパケットの数。
Out Packets Discards+ 破棄されたアウトバウンドパケットの累積数。
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Metric Name Description
Out Packets Errors エラーを含むアウトバウンドパケットの数。
Out Packets Errors+ エラーを含むアウトバウンドパケットの累積数。
Packets Received 受信したパケットの数。
Packets Received+ 受信したパケットの累積数。
Packets Sent 送信されたパケットの数。
Packets Sent+ 送信されたパケットの累積数。
Size (MB) ディスクの合計サイズ（メガバイト単位）。
Size of Indexes (MB) 指定されたテーブルのインデックスのサイズ（メガバイト単位）。
Space Available (MB) 現在使用可能なディスクスペース（メガバイト単位）。
Space Used (MB) 現在使用されているディスクスペース（メガバイト単位）。
Table Size (MB) 指定されたテーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Tablespace Size (MB) 指定されたテーブルスペースのサイズ（メガバイト単位）。
Temp Buffers (MB) 一時バッファのサイズ（メガバイト単位）。
Toast Blocks Hit キャッシュで見つかった TOASTブロックの数。
Toast Blocks Hit+ キャッシュで見つかった TOASTブロックの累積数。
Toast Blocks Read 読み取られた TOASTブロックの数。
Toast Blocks Read+ 読み取られた TOASTブロックの累積数。
Total RAM Memory システム上の RAMメモリの合計量（メガバイト単位）。
Total Swap Memory システム上のスワップスペースの合計量（メガバイト単位）。
Total Table Size
w/Indexes and Toast

指定されたテーブルの合計サイズ（インデックスおよび関連する特大属性を
含む）。

Transactions Aborted 中止されたトランザクションの数。
Transactions Aborted+ 中止されたトランザクションの累積数。
Transactions Committed コミットされたトランザクションの数。
Transactions Commit-
ted+

コミットされたトランザクションの累積数。

Tuples Deleted 指定されたテーブルから削除されたタプルの数。
Tuples Deleted+ 指定されたテーブルから削除されたタプルの累積数。
Tuples Estimated by AN-
ALYZE

指定されたテーブルに可視されるタプルの数。

Tuples Estimated by AN-
ALYZE+

指定されたテーブルに可視されるタプルの累積数。

Tuples Fetched 指定されたテーブルからフェッチされたタプルの数。
Tuples Fetched+ 指定されたテーブルからフェッチされたタプルの累積数。
Tuples HOT Updated HOTで更新されたタプルの数。 HOT更新では、新しいタプルはオリジナル

のタプルと同じブロックにあり、タプルはインデックスエントリを共有しま
す。

Tuples HOT Updated+ HOTで更新されたタプルの累積数。 HOT更新では、新しいタプルはオリジ
ナルのタプルと同じブロックにあり、タプルはインデックスエントリを共有
します。

Tuples Inserted 指定されたテーブルに挿入されたタプルの数。
Tuples Inserted+ 指定されたテーブルに挿入されたタプルの累積数。
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Metric Name Description
Tuples Returned 結果セットで返されたタプルの数。
Tuples Returned+ 結果セットで返されるタプルの累積数。
Tuples Updated 指定されたテーブルで更新されたタプルの数。
Tuples Updated+ 指定されたテーブルで更新されたタプルの累積数。
WAL Segment Size
(MB)

ログ先行書き込みのセグメントサイズ（メガバイト単位）。

NA

!!! Note *メトリックの名前に続く「+」は、メトリックのデータが累積的に収集されることを示します。
「+」記号が後に続かないメトリックは、「ポイントインタイム」値として収集されます。

15.3 PEMプローブ-リファレンス
プローブは、PEMエージェントによって監視されているデータベースオブジェクトに関する情報を取得す
るスケジュールされたタスクです。PEMは収集された情報を使用して、各ダッシュボードに表示されるグ
ラフを作成します。[プローブの管理]タブ（[管理]メニューからアクセス）を使用すると、データ収集ス
ケジュールと、PEMが特定のプローブから返された情報を保持する長さを変更できます。

Probe Name Information Monitored by Probe Level
Background Writer Statistics このプローブは、バックグラウンドライタに

関する情報を監視します。情報は次のとおり
です。<br/>時限チェックポイントの数<br/>
要求されたチェックポイントの数<br/>書き
込まれたバッファーの数（チェックポイント
によって）<br/>書き込まれたバッファーの数
（バックグラウンドライタによって）< br />
バックグラウンドライタサイクルの数<br/>
書き込まれたバックグラウンドバッファーの
数<br/>割り当てられたバッファーの数

Server

Blocked Session Information このプローブは、ブロックされたセッション
に関する情報を提供します。

Server

CPU Usage このプローブは CPU使用率情報を監視しま
す。

Agent

Data and Log File Analysis このプローブは、ログファイルに関する情報
を監視します。情報は次のとおりです。<br/>
ログファイルの名前<br/>ログファイルが存
在するディレクトリ

Server

Database Frozen XID このプローブは、各データベースのフリーズ
された XIDを監視します。

Server
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Database Size このプローブは、監視対象データベースのサ

イズに関する情報を監視します。情報には
次のものが含まれます。<br/>情報が収集さ
れた時刻<br/>データベース名前<br/>データ
ベースサイズ（MB単位）。

Server

Database Statistics このプローブはデータベース統計を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/>バック
エンドの数<br/>コミットされたトランザク
ションの数<br/>ロールバックされたトラン
ザクションの数<br/>読み取られたブロック
の数<br/>ヒットしたブロックの数< br />返
された行数<br/>フェッチされた行数<br/>挿
入された行数<br/>更新された行数<br/>削除
された行数

Server

Disk Busy Info このプローブは、ディスクアクティビティに
関する情報を監視します。<br/>注：このプ
ローブは、Mac OS X、Solaris、またはHP-UX
ではサポートされていません。

Agent

Disk Space このプローブは、ディスクスペースの使用状
況に関する情報を監視します。情報は次のと
おりです。<br/>使用されたディスクスペー
スの量<br/>使用可能なディスクスペースの
量

Agent

EDB Audit Configuration このプローブは、 EDB Postgres Advanced
Serverの監査ロギング構成を監視します。

Server

Failover Manager Cluster Info このプローブは Failover Managerクラスター
を監視し、クラスターに関する情報を返し
ます。サーバーのプロパティダイアログで
フェールオーバーマネージャーバイナリの
クラスター名前とパスが指定されていない限
り、このプローブは無効になります。

Server

Failover Manager Node Status このプローブは Failover Managerクラスター
を監視し、クラスター内の各ノードに関する
詳細を返します。サーバーのプロパティダイ
アログでフェールオーバーマネージャーバイ
ナリのクラスター名前とパスが指定されてい
ない限り、このプローブは無効になります。

Server

Function Statistics このプローブはデータベースを監視し、機能
に関する情報を取得します。情報は次のとお
りです。<br/>ファンクション名<br/>引数の
種類<br/>戻り値

Database
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Probe Name Information Monitored by Probe Level
Index Size このプローブはデータベースを監視し、イン

デックスに関する情報を取得します。情報は
次のとおりです。<br/>インデックスの名前
<br/>データが収集された時刻<br/>インデッ
クスのサイズ（MB単位）

Database

Index Statistics このプローブはインデックス統計を監視しま
す。情報は次のとおりです。<br/>インデッ
クススキャンの数<br/>読み取られた行の数
<br/>フェッチされた行の数<br/>読み取られ
たブロックの数<br/>ヒットしたブロックの
数

Database

Installed Packages このプローブは、現在インストールされてい
るパッケージソフトを監視します。収集され
る情報は次のとおりです。<br/>インストー
ルされたパッケージの名前<br/>インストー
ルされたパッケージのバージョン<br/>プロー
ブが実行された日時

Agent

IO Analysis このプローブは、のディスク I / O情報を監
視します。情報には次のものが含まれます。
<br/>読み取られたブロックの数<br/>書き込
まれたブロックの数<br/>プローブが実行さ
れた日時<br/>注：このプローブはMacOSX
ではサポートされていません

Agent

Load Average このプローブは、CPUロードの平均を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/> 1分間
のロード平均<br/> 5分間のロード平均<br/>
15分間のロード平均<br/>注：このプローブ
はWindowsサポートされていません

Agent

Lock Information このプローブはロック情報を監視します。情
報は次のとおりです。<br/>データベース名
前<br/>ロックの種類<br/>ロックモード<br/>
ロックを保持するプロセス

Server
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Memory Usage このプローブは、システムメモリ使用量に関す

る情報を監視します。情報には次のものが含
まれます。<br/> MB単位の合計 RAM <br/>
メガバイト単位の空き RAM <br/>メガバイ
ト単位の合計スワップメモリ<br/>メガバイ
ト単位のメガバイトスワップメモリ<br / >メ
ガバイト単位の共有システムメモリ（データ
ベースサーバのメモリパラメータを調整する
ためにチューニングウィザードで使用されま
す）<br/> -Windows以外のシステムでは、shm-
max`値であり、/proc/sys/kernel/shmmax`から
読み取られます。<br/> -Windowsの場合、合
計メモリと同じです。

Agent

Network Statistics このプローブはネットワーク統計を監視し
ます。情報は次のとおりです。<br/>インタ
フェース IPアドレス<br/>送信されたパケッ
トの数<br/>受信されたパケットの数<br/>送
信されたバイト数<br/>受信されたバイト数
<br />リンク速度（メガバイト/秒）

Agent

Number of Prepared Transactions このプローブは、準備されたトランザクショ
ンの数を格納します。

Server

Number of WAL Files このプローブは、WALファイルの数を監視
します。

Server

Object Catalog: Database このプローブは、データベースとそのプロパ
ティのリストを監視します。情報には次の
ものが含まれます。<br/>データベース名前
<br/>データベースエンコーディングタイプ
<br/>データベースでユーザ接続またはシス
テム接続が許可されている場合

Server

Object Catalog: Foreign Key このプローブは、外部キーとそのプロパティの
リストを監視します。情報は次のとおりです。
<br/>外部キーを含むテーブルの名前<br/>外
部キーが参照するテーブルの名前<br/>テー
ブルが存在するデータベースの名前<br/>テー
ブルが存在するスキーマの名前

Schema

Object Catalog: Function このプローブは、機能とそのプロパティの
リストを監視します。情報は次のとおりで
す。<br/>ファンクションの名前<br/>ファン
クションが存在するスキーマの名前<br/>ファ
ンクションが存在するデータベースの名前

Schema
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Object Catalog: Index このプローブは、インデックスとそのプロパ

ティのリストを監視します。情報は次のとお
りです。<br/>インデックスの名前<br/>イン
デックスが関連付けられているテーブルの名
前<br/>インデックス付きテーブルが存在す
るデータベースの名前

Schema

Object Catalog: Schema このプローブは、スキーマとそれに関連する
データベースおよびサーバーのリストを監視
します。

Database

Object Catalog: Sequence このプローブは、シーケンスとそのプロパ
ティのリストを監視します。

Schema

Object Catalog: Table このプローブは、テーブル情報のリストを監
視します。情報は次のとおりです。<br/>テー
ブル名前<br/>テーブルが存在するスキーマ
の名前<br/>スキーマが存在するデータベー
スの名前<br/>かどうかを示すブールインジ
ケータテーブルにはプライマリキーがありま
す

Schema

Object Catalog: Tablespace このプローブは、テーブルスペースのリスト
を監視します。

Server

Operating System Information このプローブは、オペレーティングシステム
の詳細と起動時間を監視します。

Agent

Package Catalog このプローブは、現在インストール可能な
パッケージソフトを監視します。収集される
情報は次のとおりです。<br/>パッケージ名
前<br/>パッケージバージョン

Agent

PG HBA Conf このプローブは、pg_hba.confファイルから
の認証構成情報を監視します。

Server

Server Information このプローブはサーバー情報を監視します。 Server
Session Information このプローブはセッション情報を監視しま

す。情報には次のものが含まれます。<br/>
セッションユーザの名前<br/>セッションが
サーバーに接続した日時<br/>情報が収集さ
れた時点でのセッションのステータス（アイ
ドル、待機中）、など）<br/>クライアント
アドレスとポート番号

Server

Settings このプローブは、GUC変数に現在割り当て
られている値を監視します。

Server

SQL Protect このプローブはサーバーを監視し、 SQLイ
ンジェクション攻撃に関する情報を取得しま
す。

Server

Slony Replication このプローブは、Slonyを使用して複製され
たクラスターのラグデータを監視します。

Database

次のページに続く
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Probe Name Information Monitored by Probe Level
Streaming Replication このプローブは、ストリーミングレプリケー

ションを使用しているクラスターを監視し、
以下に関する情報を取得します。<br/>送信
された Xlogの場所（バイト単位）<br/>書き
込み Xlogの場所（バイト単位）<br/>フラッ
シュXlogの場所（バイト単位））<br/>リプ
レイXlogの場所（バイト単位）<br/> Xlogラ
グ（セグメント単位）<br/> Xlogラグ（ペー
ジ単位）

Server

Streaming Replication Lag Time このプローブは、ストリーミングレプリケー
ションを使用しているクラスターを監視し、
以下に関するラグ情報を取得します。<br/>
レプリケーションラグタイム（秒単位）<br/>
レプリケーションの現在のステータス（実行
中/一時停止中）

Server

Streaming Replication Database
Conflicts

このプローブは、ストリーミングレプリケー
ションを使用しているデータベースを監視し、
発生した競合に関する情報を取得します。こ
れには、次の理由でキャンセルされたクエリ
に関する情報が含まれます。<br/>ドロップ
テーブルスペースの競合の数<br/>ロックタ
イムアウトの競合の数<br/>古い snapshotの
競合の数<br/>固定された数バッファの競合
<br/>デッドロックの競合の数

Server

Table Bloat このプローブは、現在のテーブルの肥大化に
関する情報を監視します。情報は次のとおり
です。<br/>テーブルの名前<br/>テーブルが
存在するスキーマの名前<br/>推定ページ数
<br/>推定無駄ページ<br/> 1行あたりの推定
バイト数

Database

Table Frozen XID このプローブは、各テーブルのフリーズされ
た XIDを監視します。

Schema

Table Size このプローブは、テーブルサイズに関する
情報を監視します。情報は次のとおりです。
<br/>テーブルサイズ（MB単位）<br/>合計
インデックスサイズ（MB 単位）<br/>イン
デックスと TOASTを含む合計テーブルサイ
ズ（MB単位）

Database

次のページに続く
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Probe Name Information Monitored by Probe Level
Table Statistics このプローブはテーブル統計を監視します。

情報は次のとおりです。<br/>シークエンシ
ャル スキャンの数<br/>シーケンシャルス
キャン行の数<br/>インデックススキャンの
数<br/>インデックススキャン行の数<br/>行
数挿入された<br/>更新された行の数<br/>削
除された行の数<br/>ライブ行の数<br/>デッ
ド行の数<br/>最後の VACUUM <br/>最後の
auto-vacuum <br/>最後の ANALYZE <br/>最
後の自動分析<br/> ANALYZEによって推定
されたページ数<br/> ANALYZEによって推
定された行数

Database

Tablespace Size このプローブは、テーブルスペースとそのサ
イズのリストを監視します。

Server

User Information このプローブは、現在のユーザーのリストを
監視します。保存される情報は次のとおりで
す。<br/>ユーザ名前<br/>ユーザタイプ（スー
パーユーザと非スーパーユーザー）<br/>ユー
ザが接続しているサーバー

Server

WAL Archive Status このプローブは、WALアーカイブのステータ
スを監視します。保存される情報は次のとお
りです。<br/>完了したWALアーカイブの数
<br/>保留中のWALアーカイブの数<br/>最
後のアーカイブ時刻<br/>失敗したWALアー
カイブの数<br/>最後の失敗

Server

xDB Replication このプローブは、xDBレプリケーションを使
用してレプリケートされたクラスターのラグ
データを監視します。

Database

NA

15.4 PEM事前定義アラートテンプレート-リファレンス
アラート定義には、PEMがシステム統計と比較するシステム定義またはユーザー定義の条件セットが含ま
れています。統計がその統計に指定された境界から逸脱すると、アラートがトリガーされ、PEMクライア
ントは * Alerts Overview  *ページにワーニングを表示し、オプションでモニタリングユーザに通知を送
信します。

次の表に、アラートの作成に使用できるシステム定義のアラートテンプレートを示しリスト。このリスト
は変更されるサブジェクトがあり、システムによってノート場合があります。
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15.4.1 エージェントに適用可能なテンプレート

Template Name Description
Load Average (1 minute) 1分間のシステムロード平均。
Load Average (5 minutes) 5分間のシステムロード平均。
Load Average (15 minutes) 15分のシステムロード平均。
Load Average per CPU Core (1 min-
utes)

CPUコアあたり 1分間のシステムロード平均。

Load Average per CPU Core (5 min-
utes)

CPUコアあたり 5分間のシステムロード平均。

Load Average per CPU Core (15 min-
utes)

CPUコアあたり 15分のシステムロード平均。

CPU utilization 平均 CPU消費量。
Number of CPUs running higher than a K％使用率しきい値をより大きいて実行されている CPUの数
Free memory percentage システムメモリ全体のパーセントとしての空きメモリ。
Memory used percentage 使用されたメモリの割合。
Swap consumption 消費されたスワップスペース（メガバイト単位）。
Swap consumption percentage 消費されたスワップ領域のパーセンテージ。
Disk Consumption 消費されたディスクスペース（メガバイト単位）。
Disk consumption percentage 消費されたディスクのパーセンテージ。
Disk Available 使用可能なディスクスペース（メガバイト単位）。
Disk busy percentage ビジー状態のディスクの割合。
Most used disk percentage システムで最も使用率の高いディスクの使用率。
Total table bloat on host ホスト上のテーブルによって浪費される合計スペース（メガバ

イト）。
Highest table bloat on host ホスト上のテーブルによって浪費される最大のスペース（メガ

バイト）。
Average table bloat on host ホスト上のテーブルによって浪費される平均スペース（メガバ

イト）。
Table size on host ホスト上のテーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Database size on host ホスト上のデータベースのサイズ（メガバイト単位）。
Number of ERRORS in the logfile on
agent N in last X hours.

過去 X時間のエージェント Nのログファイル内のエラーの数

Number of WARNINGS in the logfile
on agent N in last X hours

過去 X時間のエージェント Nのログファイル内の警告の数。

Number of WARNINGS or ERRORS in
the logfile on agent N in last X hours

過去X時間のエージェントNのログファイル内の警告またはエ
ラーの数。

Package version mismatch カタログに従ってパッケージバージョンの不一致を確認します。
Total materialized view bloat on host ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費される合計ス

ペース（メガバイト）。
Highest materialized view bloat on host ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費されるスペー

スの大部分（メガバイト）。
Average materialized view bloat on host ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費される平均ス

ペース（メガバイト）。
次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Template Name Description
Materialized view size on host ホスト上のマテリアライズドビューのサイズ（メガバイト単位）。
Agent Down 指定されたエージェントは現在ダウンしています。

15.4.2 サーバーに適用可能なテンプレート

Template Name Description
Total table bloat in server サーバー内のテーブルによって浪費される合計スペース（メガ

バイト）。
Largest table (by multiple of unbloated
size)

サーバー内の最大のテーブル。肥大化していないと推定される
サイズのマルチプルとして計算されます。メガバイトより小さ
いテーブルを除外します。

Highest table bloat in server サーバー内のテーブルによって浪費される最大のスペース（メ
ガバイト）。

Average table bloat in server サーバー内のテーブルによって浪費される平均スペース（メガ
バイト）。

Table size in server サーバー内のテーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Database size in server サーバー内のデータベースのサイズ（メガバイト単位）。
Number of WAL files 先読みログファイルの総数。
Number of prepared transactions 準備状態のトランザクション数。
Total connections サーバー内の接続の総数。
Total connections as percentage of 最大のパーセンテージとしてのサーバー内の接続の総数
max_connections サーバーで許可される接続、設定。

Unused, non-superuser
connections

サーバー上の未使用の非スーパーユーザー接続の数、user_info、
設定。

Unused, non-superuser
connections as percentage
of max_connections

max_connections、user_info、settingsのmax_connectionsのパー
センテージとしての、サーバー上の未使用の非スーパーユーザー
接続の数。

Ungranted locks サーバー内の許可されていないロックの数。
Percentage of buffers written by back-
ends

バックエンドによって書き込まれたバッファの割合と書き込ま
れたバッファの総数。

Percentage of buffers written by check-
point

チェックポイントによって書き込まれたバッファーのパーセン
テージと書き込まれたバッファーの合計。

Buffers written per second 最後の 2つのプローブサイクルで 1秒あたりに書き込まれたバッ
ファの数。

Buffers allocated per second 最後の 2つのプローブサイクルで 1秒あたりに割り当てられた
バッファの数。

Connections in idle state アイドル状態にあるサーバー内の接続の数。
次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Template Name Description
Connections in idle-in-transaction state トランザクション中のアイドル状態にあるサーバー内の接続の

数。

Connections in idle-
in-transaction state,
as percentage of
max_connections

トランザクション中のアイドル状態にあるサーバー内の接続数
（サーバーで許可されている最大接続のパーセンテージ、設定）。

Long-running idle connections N秒を超えてアイドル状態になっているサーバー内の接続の数。
Long-running idle connections and idle
transactions

N秒を超えてアイドル状態またはトランザクションアイドル状
態になっているサーバー内の接続の数。

Long-running idle transactions トランザクションで N 秒を超えてアイドル状態になっている
サーバー内の接続の数。

Long-running transactions N秒を超えて実行されているサーバー内のトランザクションの
数。

Long-running queries N秒を超えて実行されているサーバー内のクエリの数。
Long-running vacuums N秒を超えて実行されているサーバーのバキューム操作の数。
Long-running autovacuums N秒を超えて実行されているサーバーのオートバキューム操作

の数。
Committed transactions percentage コミットしたサーバーと過去 N分間にロールバックしたトラン

ザクションの割合。
Shared buffers hit percentage 過去 N分間に、共有バッファーによって満たされたサーバー内

のブロック読み取り要求のパーセンテージ。
Tuples inserted 過去 N分間にサーバーに挿入されたタプル。
InfiniteCache buffers hit percentage 過去 N分間に、InfiniteCacheによって満たされたサーバー内の

ブロック読み取り要求のパーセンテージ。
Tuples fetched 過去 N分間にサーバーからフェッチされたタプル。
Tuples returned タプルは過去 N分間にサーバーから返されました。
Dead Tuples サーバー内の推定デッドタプルの数。
Tuples updated 過去 N分間にサーバーで更新されたタプル。
Tuples deleted 過去 N分間にサーバーから削除されたタプル。
Tuples hot updated 過去 N分間に、サーバーでタプルがホットアップデートされま

した。
Sequential Scans 過去 N分間のサーバーでのテーブル全体のスキャン数。
Index Scans 過去 N分間のサーバーでのインデックススキャンの数。
Hot update percentage 過去 N分間のサーバー内のホット更新の割合。
Live Tuples サーバー内の推定ライブタプルの数。
Dead tuples percentage サーバー内の推定デッドタプルのパーセンテージ。
Last Vacuum サーバーの最後のバキュームからの時間。
Last AutoVacuum サーバーでの最後のオートバキュームからの時間。
Last Analyze サーバーで最後に分析してからの時間。
Last AutoAnalyze サーバーで最後に自動分析してからの時間。

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Template Name Description
Percentage of buffers written by back-
ends over the last N minutes

バックエンドによって書き込まれたバッファーの割合と最後の
Nのバッファーバックエンドの合計

Table Count サーバー内のテーブルの総数。
Function Count サーバー内の機能の総数。
Sequence Count サーバー内のシーケンスの総数。
A user expires in N days ユーザーの有効期限が切れるまでの日数。
Index size as a percentage of table size テーブルのサイズのパーセンテージとしての、サーバー内のイ

ンデックスのサイズ。

Largest index by table-size
percentage oc_index, ta-
ble_size.

テーブルのサイズのパーセンテージとして計算される、サーバー
内の最大のインデックス。

Number of ERRORS in the logfile on
server M in the last X hours

過去 X時間のサーバーM上のログファイル内のエラーの数。

Number of WARNINGS in the logfile
on server M in the last X hours

過去 X時間のサーバーM上のログファイル内の警告の数。

Number of WARNINGS or ERRORS
in the logfile on server M in the last X
hours

過去 X時間のサーバー M上のログファイル内の警告またはエ
ラーの数。

Number of attacks detected in the last N
minutes

過去 N分間に発生した SQLインジェクション攻撃の数。

Number of attacks detected in the last N
minutes by username

ユーザー名ごとの過去 N分間に発生した SQLインジェクショ
ン攻撃の数。

Number of replica servers lag behind
the primary by write location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーの数は、
書き込み場所によってプライマリより遅れています。

Number of replica servers lag behind
the primary by flush location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーの数は、
フラッシュの場所によってプライマリより遅れています。

Number of replica servers lag behind
the primary by replay location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーの数は、
リプレイ場所によってプライマリより遅れています。

Replica server lag behind the primary
by write location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、メ
ガバイトの書き込み場所によってプライマリより遅れています。

Replica server lag behind the primary
by flush location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、メ
ガバイト単位のフラッシュロケーションによってプライマリよ
り遅れています。

Replica server lag behind the primary
by replay location

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、メ
ガバイト単位のリプレイ場所によってプライマリより遅れてい
ます。

Replica server lag behind the primary
by size (MB)

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、メ
ガバイト単位のサイズでプライマリより遅れています。

Replica server lag behind the primary
by WAL segments

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、WAL
セグメントによってプライマリより遅れています。

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Template Name Description
Replica server lag behind the primary
by WAL pages

>ストリーミングレプリケーション：レプリカサーバーは、WAL
ページによってプライマリより遅れています。

Total materialized view bloat in server サーバー内のマテリアライズドビューによって浪費される合計
スペース（メガバイト）。

Largest materialized view (by multiple
of unbloated size)

サーバー内の最大のマテリアライズドビュー。肥大化していな
いと推定されるサイズのマルチプルとして計算されます。メガ
バイトより小さいマテリアライズドビューを除外します。

Highest materialized view bloat in
server

サーバー内のマテリアライズドビューによって浪費される最大
のスペース（メガバイト）。

Average materialized view bloat in
server

サーバー内のマテリアライズドビューによって浪費される平均
スペース（メガバイト）。

Materialized view size in server サーバー内のマテリアライズドビューのサイズ（メガバイト単
位）。

View Count サーバー内のビューの総数。
Materialized View Count サーバー内のマテリアライズドビューの総数。
Audit config mismatch 監査構成パラメータの不一致を確認します
Server Down 指定されたサーバーに現在アクセスできません。
Number of WAL archives pending ストリーミングレプリケーション：レプリカで再生されるまで

保留中のWALファイルの数。
Number of minutes lag of replica server
from primary server

>ストリーミングレプリケーション：レプリカノードがプライマ
リノードより遅れている分数。

Log config mismatch ログ構成パラメータの不一致を確認します。

15.4.3 データベースに適用可能なテンプレート

Template Name Description
Total table bloat in database データベースのテーブルによって浪費される合計スペース（メ

ガバイト）。
Largest table (by multiple of unbloated
size)

データベースの最大のテーブル。独自の推定非肥大サイズのマ
ルチプルとして計算されます。メガバイトより小さいテーブル
を除外します。

Highest table bloat in database データベースのテーブルによって浪費される最大のスペース（メ
ガバイト）。

Average table bloat in database データベースのテーブルによって浪費される平均スペース（メ
ガバイト）。

Table size in database データベースのテーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Database size データベースのサイズ（メガバイト単位）。
Total connections データベースの接続の総数。
Total connections as percentage of
max_connections

サーバー、設定で許可されている最大接続のパーセンテージと
してのデータベースの接続の総数。

Ungranted locks データベースの許可されていないロックの数。
次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Template Name Description
Connections in idle state アイドル状態にあるデータベースの接続の数。
Connections in idle-in-transaction state トランザクション中のアイドル状態にあるデータベースの接続

の数

Connections in
idle-in-transaction
state,as percentage of
max_connections

トランザクション中のアイドル状態にあるデータベースの接続
の数（サーバー、設定で許可されている最大接続のパーセンテー
ジとして）。

Long-running idle connections N秒を超えてアイドル状態になっているデータベースの接続の
数。

Long-running idle connections and idle
transactions

N秒を超えてアイドル状態またはアイドル状態になっているデー
タベースの接続の数。

Long-running idle transactions トランザクションで N 秒を超えてアイドル状態になっている
データベースの接続の数。

Long-running transactions N秒を超えて実行されているデータベースのトランザクション
の数。

Long-running queries N秒を超えて実行されているデータベースのクエリの数。
Long-running vacuums N秒を超えて実行されているデータベースのバキューム操作の

数。
Long-running autovacuums N秒を超えて実行されているデータベースのオートバキューム

操作の数。
Committed transactions percentage コミットしたデータベースのトランザクションと過去 N分間に

ロールバックしたトランザクションの割合。
Shared buffers hit percentage 過去 N分間に、共有バッファーによって満たされたデータベー

ス内のブロック読み取り要求のパーセンテージ。
InfiniteCache buffers hit percentage 過去 N分間に、InfiniteCacheによって満たされたデータベース

内のブロック読み取り要求のパーセンテージ。
Tuples fetched 過去 N分間にデータベースからフェッチされたタプル。
Tuples returned 過去 N分間にデータベースからタプルが返されました。
Tuples inserted 過去 N分間にデータベースに挿入されたタプル。
Tuples updated 過去 N分間にデータベースで更新されたタプル。
Tuples deleted 過去 N分間にデータベースから削除されたタプル。
Tuples hot updated 過去 N分間に、データベースでタプルがホットアップデートさ

れました。
Sequential Scans 過去 N分間のデータベースの完全なテーブルスキャンの数。
Index Scans 過去 N分間のデータベースのインデックススキャンの数。
Hot update percentage 過去 N分間のデータベース内のホット更新の割合。
Live Tuples データベースの推定ライブタプルの数。
Dead Tuples データベースの推定デッドタプルの数。
Dead tuples percentage データベースの推定デッドタプルのパーセンテージ。
Last Vacuum データベースの最後のバキュームからの時間。
Last AutoVacuum データベースの最後のオートバキュームからの時間。

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Template Name Description
Last Analyze データベースで最後に分析してからの時間。
Last AutoAnalyze データベースで最後に自動分析してからの時間。
Table Count データベースのテーブルの総数。
Function Count データベースの関数の総数。
Sequence Count データベースのシーケンスの総数。
Index size as a percentage of table size テーブルのサイズのパーセンテージとしての、データベースの

インデックスのサイズ。
Largest index by table-size percentage データベースの最大のインデックス。テーブルのサイズ、

oc_index、table_sizeのパーセンテージとして計算されます。
Database Frozen XID データベースのフリーズされたトランザクション IDの経過時間

（現在のトランザクションより前のトランザクション）。
Number of attacks detected in the 過去 N分間に発生した SQLインジェクション攻撃の数。最後

の N分
Number of attacks detected in the ユーザー名による過去 N分間に発生した SQLインジェクショ

ン攻撃の数。
Queries that have been cancelled due to
dropped tablespaces

ストリーミングレプリケーション：テーブルスペースが削除さ
れたためにキャンセルされたクエリの数。

Queries that have been cancelled due to
lock timeouts

ストリーミングレプリケーション：ロックタイムアウトが原因
でキャンセルされたクエリの数。

Queries that have been cancelled due to
old snapshots

ストリーミングレプリケーション：古いスナップショットが原
因でキャンセルされたクエリの数。

Queries that have been cancelled due to
pinned buffers

ストリーミングレプリケーション：固定されたバッファが原因
でキャンセルされたクエリの数。

Queries that have been cancelled due to
deadlocks

ストリーミングレプリケーション：デッドロックのためにキャ
ンセルされたクエリの数。

Total events lagging in all slony clusters Slony Replication：すべての Slonyクラスターで遅れているイベ
ントの総数。

Events lagging in one slony cluster Slony Replication：1つの Slonyクラスターで遅れるイベント。
Lag time (minutes) in one slony cluster Slonyレプリケーション：1つの Slonyクラスターでの遅延時間

（分）。
Total rows lagging in xdb single pri-
mary replication

> xDBレプリケーション：xdbシングルプライマリレプリケー
ションで遅れている合計行

Total rows lagging in xdb multi primary
replication

> xDBレプリケーション：xdbマルチプライマリレプリケーショ
ンで遅れている行の合計。

Total materialized view bloat in
database

データベースのマテリアライズドビューによって浪費された合
計スペース（メガバイト）。

Largest materialized view (by multiple
of unbloated size)

データベースの最大のマテリアライズドビュー。推定された肥
大化していないサイズのマルチプルとして計算されます。メガ
バイトより小さいマテリアライズドビューを除外します。

Highest materialized view bloat in
database

データベースのマテリアライズドビューによって浪費されるス
ペースのほとんど（メガバイト）。

Average materialized view bloat in
database

データベースのマテリアライズドビューによって浪費される平
均スペース（メガバイト）。

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Template Name Description
Materialized view size in database データベースのマテリアライズドビューのサイズ（メガバイト

単位）。
View Count データベースのビューの総数。
Materialized View Count データベースのマテリアライズドビューの総数。

NA

15.4.4 スキーマに適用可能なテンプレート

Template Name Description
Total table bloat in schema スキーマ内のテーブルによって浪費される合計スペース（メガ

バイト）。
Largest table (by multiple of unbloated
size)

スキーマ内で最大のテーブル。独自の推定非肥大サイズのマル
チプルとして計算されます。メガバイトより小さいテーブルを
除外します。

Highest table bloat in schema スキーマ内のテーブルによって浪費される最大のスペース（メ
ガバイト）。

Average table bloat in schema スキーマ内のテーブルによって浪費される平均スペース（メガ
バイト）。

Table size in schema スキーマ内のテーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Tuples inserted 過去 N分間にスキーマに挿入されたタプル。
Tuples updated 過去 N分間にスキーマで更新されたタプル。
Tuples deleted 過去 N分間にスキーマから削除されたタプル。
Tuples hot updated 過去 N分間に、スキーマでタプルがホットアップデートされま

した。
Sequential Scans 過去 N分間のスキーマ内の完全なテーブルスキャンの数。
Index Scans 過去 N分間のスキーマ内のインデックススキャンの数。
Hot update percentage 過去 N分間のスキーマ内のホット更新の割合。
Live Tuples スキーマ内の推定ライブタプルの数。
Dead Tuples スキーマ内の推定デッドタプルの数。
Dead tuples percentage スキーマ内の推定デッドタプルのパーセンテージ。
Last Vacuum スキーマの最後のバキュームからの時間。
Last AutoVacuum スキーマの最後のオートバキュームからの時間。
Last Analyze スキーマを最後に分析してからの時間。
Last AutoAnalyze スキーマの最後の自動分析からの時間。
Table Count スキーマ内のテーブルの総数。
Function Count スキーマ内の関数の総数。
Sequence Count スキーマ内のシーケンスの総数。
Index size as a percentage of table size テーブルのサイズのパーセンテージとしての、スキーマ内のイ

ンデックスのサイズ。
次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き
Template Name Description
Largest index by table-size percentage スキーマ内の最大のインデックス。テーブルのサイズ、oc_index、

table_sizeのパーセンテージとして計算されます
Materialized View bloat マテリアライズドビューによって無駄になるスペース（メガバ

イト）。
Total materialized view bloat in schema スキーマ内のマテリアライズドビューによって浪費される合計

スペース（メガバイト）。
Materialized view size as a multiple of
unbloated size

推定非肥大サイズのマルチプルとしてのマテリアライズドビュー
のサイズ。

Largest materialized view (by multiple
of unbloated size)

スキーマ内の最大のマテリアライズドビュー。独自の推定非肥
大サイズのマルチプルとして計算されます。メガバイトより小
さいマテリアライズドビューを除外します。

Highest materialized view bloat in
schema

スキーマ内のマテリアライズドビューによって浪費されるスペー
ス（メガバイト）。

Average materialized view bloat in
schema

スキーマ内のマテリアライズドビューによって浪費される平均
スペース（メガバイト）。

Materialized view size マテリアライズドビューのサイズ（メガバイト単位）。
Materialized view size in schema スキーマ内のマテリアライズドビューのサイズ（メガバイト単

位）。
View Count スキーマ内のビューの総数。
Materialized View Count スキーマ内のマテリアライズドビューの総数。
Materialized View Frozen XID マテリアライズドビューのフリーズされたトランザクション ID

の経過時間（現在のトランザクションより前のトランザクショ
ン）。
NA

15.4.5 テーブルに適用可能なテンプレート

Template Name Description
Table bloat テーブルによって浪費されるスペース（メガバイト）。
Table size テーブルのサイズ（メガバイト単位）。
Table size as a multiple of ubloated size 推定非肥大サイズのマルチプルとしてのテーブルのサイズ。
Tuples inserted 過去 N分間にテーブルに挿入されたタプル。
Tuples updated 過去 N分間にテーブルで更新されたタプル。
Tuples deleted 過去 N分間にテーブルから削除されたタプル。
Tuples hot updated 過去 N分間に、テーブルでタプルがホットアップデートされま

した。
Sequential Scans 過去 N分間のテーブルでのテーブル全体のスキャン数。
Index Scans 過去 N分間のテーブルでのインデックススキャンの数。
Hot update percentage 過去 N分間のテーブル内のホット更新の割合。
Live Tuples テーブル内の推定ライブタプルの数。
Dead Tuples テーブル内の推定デッドタプルの数。

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Template Name Description
Dead tuples percentage 表内の推定死んだタプルのパーセンテージ。
Last Vacuum テーブルの最後のバキュームからの時間。
Last AutoVacuum テーブルの最後のオートバキュームからの時間。
Last Analyze テーブルで最後に分析してからの時間。
Last AutoAnalyze テーブルで最後に自動分析してからの時間。
Row Count テーブル内の推定行数。
Index size as a percentage of table size テーブルのサイズに対するパーセンテージとしての、テーブル

上のインデックスのサイズ。
Table Frozen XID テーブルのフリーズされたトランザクション IDの経過時間（現

在のトランザクションより前のトランザクション）。
NA

15.4.6 グローバルテンプレート

Template Name Description
Agents Down 最近報告していないエージェントの数。
Servers Down 現在アクセスできないサーバーの数。
Alert Errors エラー状態のアラートの数。
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第16章 Monitoring BDR Nodes

!!! Tip“New Feature” * BDRサポートは、PEM 8.1.0以降で使用できます。

BDR（双方向レプリケーション）は、Postgresクラスター間でマルチマスターレプリケーションを提供す
る PostgreSQLの拡張機能です。PEMコンソールを介して BDRをモニタ前に、BDRノードが稼働中であ
ることを保証必要があります。BDRの詳細については、BDR Documentationを参照してください。

PEM 8.1.0および BDR 3.7.9以降のダッシュボードを介して、1つ以上の BDRノードに関するステータス
情報を表示するように PEMを構成できます。

BDR Nodesをモニタするように PEMを構成するには、PEM Webクライアントを使用してサーバー定義を
作成します。 New Server Registrationダイアログのタブを使用して、次の例外を除き、BDRノードの一般
的な接続プロパティを指定します。

• [PEM Agent]タブの [Database]フィールドで BDR対応のデータベース名前を指定します。

• PEM Agentタブの usernameフィールドで、bdr_monitorまたは bdr_superuserロールを持つユー
ザを指定します。

サーバー定義を保存すると、BDRノードは PEMクライアントオブジェクトブラウザーツリーの PEMサー
バーディレクトリの下にあるサーバーのリストに含まれます。BDRダッシュボードから BDR Nodesをモ
ニタできます。

BDRダッシュボードにモニタリング情報を含めるには、各 BDRグループの相対プローブを有効にする必
要があります。BDRプローブ hereの完全なリストを確認できます。

プローブを有効にするには、ノード名前を右クリックして、Managementメニューから Manage Probesを
選択します。

BDRノードをモニタするには、オブジェクトブラウザーのツリーコントロールで BDRノードの名前を右
クリックし、[ダッシュボード]メニューから [BDR Admin]または [BDR Group Monitoring]または [BDR
Node Monitoring]ダッシュボードを選択します。

https://www.enterprisedb.com/docs/bdr/latest
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